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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）において、
　　１つまたは複数の送信状態を識別し、前記１つまたは複数の送信状態は複数の非ゼロ
電力チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースに関連付けられ、前記複数の非
ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースは複数のＣＳＩ－ＲＳリソース構成に対応し、前記複数の
非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースは１つ以上のサブフレームの中におけるＣＳＩ報告のた
めに構成されており、前記１つまたは複数の送信状態はそれぞれ少なくとも２つの送信ポ
イントに対応しており、前記少なくとも２つの送信ポイントは第１の送信ポイントおよび
第２の送信ポイントを含んでおり、
　　前記１つまたは複数の送信状態の各々を、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣ
Ｈ）リソース要素当たりのエネルギー（ＥＰＲＥ）とＣＳＩ－ＲＳ　ＥＰＲＥとの比の異
なる値と関連付け、
　　前記１つまたは複数の送信状態に関連付けられた前記複数の非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳ
リソースを測定し、
　　前記複数の非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースに対してＣＳＩを生成し、前記生成され
たＣＳＩは１つまたは複数の周期的なＣＳＩ報告および１つまたは複数の非周期的なＣＳ
Ｉ報告を含み、前記１つまたは複数の周期的なＣＳＩ報告はそれぞれ前記１つまたは複数
の送信状態に対応しており、前記１つまたは複数の周期的なＣＳＩ報告はそれぞれが１つ
または複数の報告モードに対応しており、
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　　当該ＷＴＲＵと通信をする１つまたは複数のノードに、前記ＣＳＩを送信し、前記１
つまたは複数の周期的なＣＳＩ報告は、前記１つまたは複数の周期的なＣＳＩ報告に対応
している前記１つまたは複数の送信状態のために指定されたサブフレームのセットの中で
送信され、前記１つまたは複数の周期的なＣＳＩ報告はそれぞれが対応している周期およ
びサブフレームオフセットで送信される
よう、少なくとも一部が構成されたプロセッサ
　を備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項２】
　前記複数の非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースは、当該ＷＴＲＵと通信をする複数のアン
テナポートに対応することを特徴とする請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３】
　前記プロセッサは、前記ＷＴＲＵの物理層よりも高位の１つまたは複数の論理層からの
シグナリングを介して前記１つまたは複数の送信状態のインジケーションを受信するよう
さらに構成されたことを特徴とする請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項４】
　前記プロセッサは、少なくとも１つのサブフレームの中における少なくとも１つのサブ
セットに対して前記ＣＳＩを送信するようさらに構成され、前記少なくとも１つのサブフ
レームはシステムフレーム番号またはサブフレーム番号の少なくとも１つに少なくとも一
部に基づいて決定されることを特徴とする請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項５】
　前記複数の非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースは、ＩCSI-RSサブフレーム構成パラメータ
を用いてさらに構成されたことを特徴とする請求項１記載のＷＴＲＵ。
【請求項６】
　前記プロセッサは、前記識別された１つまたは複数の送信状態が複数のゼロ電力ＣＳＩ
－ＲＳにさらに関連付けられるようさらに構成され、前記プロセッサは、１つまたは複数
の干渉測定のために前記複数のゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳを使用するようさらに構成されてい
ることを特徴とする請求項１記載のＷＴＲＵ。
【請求項７】
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）によって実施される方法において、
　複数の非ゼロ電力チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースに関連付けられ
た１つまたは複数の送信状態を識別するステップであって、前記複数の非ゼロ電力ＣＳＩ
－ＲＳリソースは複数のＣＳＩ－ＲＳリソース構成に対応しており、前記複数の非ゼロ電
力ＣＳＩ－ＲＳリソースは１つ以上のサブフレームの中におけるＣＳＩ報告のために構成
されており、前記１つまたは複数の送信状態はそれぞれ少なくとも２つの送信ポイントに
対応しており、前記少なくとも２つの送信ポイントは第１の送信ポイントおよび第２の送
信ポイントを含んでいる、ステップと、
　前記１つまたは複数の送信状態の各々を、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ
）リソース要素当たりのエネルギー（ＥＰＲＥ）とＣＳＩ－ＲＳ　ＥＰＲＥとの比の異な
る値と関連付けるステップと、
　前記１つまたは複数の送信状態に関連付けられた前記複数の非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリ
ソースを測定するステップと、
　前記複数の非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースに対してＣＳＩを生成するステップであっ
て、前記生成されたＣＳＩは１つまたは複数の周期的なＣＳＩ報告および１つまたは複数
の非周期的なＣＳＩ報告を含み、前記１つまたは複数の周期的なＣＳＩ報告はそれぞれ前
記１つまたは複数の送信状態に対応しており、前記１つまたは複数の周期的なＣＳＩ報告
はそれぞれが１つまたは複数の報告モードに対応している、ステップと、
　前記ＷＴＲＵと通信をする１つまたは複数のノードに前記ＣＳＩを送信するステップで
あって、前記１つまたは複数の周期的なＣＳＩ報告は、前記１つまたは複数の周期的なＣ
ＳＩ報告に対応している前記１つまたは複数の送信状態のために指定されたサブフレーム
のセットの中で送信され、前記１つまたは複数の周期的なＣＳＩ報告はそれぞれが対応し
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ている周期およびサブフレームオフセットで送信される、ステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記複数の非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースは、前記ＷＴＲＵと通信をする複数のアン
テナポートに対応することを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＷＴＲＵの物理層よりも高位の１つまたは複数の論理層からのシグナリングを介し
て、前記１つまたは複数の送信状態のインジケーションを受信するステップを
　さらに備えることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数の非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースは、ＩCSI-RSサブフレーム構成パラメータ
を用いてさらに構成されることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記識別された１つまたは複数の送信状態を複数のゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳにさらに関連
付けるステップと、
　１つまたは複数の干渉測定のために前記複数のゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳを使用するステッ
プと
　をさらに備えることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の送信ポイントのチャネル状態情報（ＣＳＩ）の通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
関連出願の相互参照
　本願は、２０１１年１月７日に出願した米国特許仮出願第６１／４３０７４１号明細書
、名称「Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅ　Ｍｕｌｔｉ－Ｐｏｉｎｔ　ＵＥ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎ」と、２０１１年２月１１日に出願した米国特許仮出願第６１／４４１８６４号明
細書、名称「Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ　（ＣＳＩ）　ｏｆ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｐｏｉ
ｎｔｓ」と、２０１１年４月２９日に出願した米国特許仮出願第６１／４８０６７５号明
細書、名称「Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ　（ＣＳＩ）　ｏｆ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｐｏｉ
ｎｔｓ」と、２０１１年８月１２日に出願した米国特許仮出願第６１／５２３０５７号明
細書、名称「Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ　（ＣＳＩ）　ｏｆ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｐｏｉ
ｎｔｓ」と、２０１１年９月３０日に出願した米国特許仮出願第６１／５４１２０５号明
細書、名称「Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ　（ＣＳＩ）　ｏｆ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｐｏｉ
ｎｔｓ」と、２０１１年１０月１１日に出願した米国特許仮出願第６１／５４５６５７号
明細書、名称「Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｏｆ　Ｐｒｏｖｉｄｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔ
ｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　
Ｐｏｉｎｔｓ」と、２０１１年１１月４日に出願した米国特許仮出願第６１／５５６０２
５号明細書、名称「Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ　（ＣＳＩ）　ｏｆ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　
Ｐｏｉｎｔｓ」と、２０１２年１月５日に出願した米国特許仮出願第６１／５８３５９０
号明細書、名称「Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ　（ＣＳＩ）　ｏｆ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｐ
ｏｉｎｔｓ」との利益を主張するものであり、各特許出願の内容は、これによって、すべ
てにおいて、その全体が参照によって本明細書に組み込まれる。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　無線通信システムは、システムの平均セルスループットおよび／またはそのセルエッジ
スループットに基づいて評価される。セルエッジユーザは、低い受信信号強度を経験し、
セルエッジ性能は、セル間干渉（ＩＣＩ）によって影響される。これは、１または１に近
い周波数再利用係数（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｒｅｕｓｅ　ｆａｃｔｏｒ）を用いて動作す
るように設計されたシステムにあてはまる。そのような周波数再利用は、多数またはすべ
てのセルが多数またはすべての時間リソースおよび周波数リソース上で同時に送信する可
能性がある時に、システムが干渉制限されるようになることを暗示する。さらに、電力ブ
ースティング（ｐｏｗｅｒ　ｂｏｏｓｔｉｎｇ）は、サービングセル信号強度と干渉信号
強度との両方が増やされるので、セルエッジ性能を改善しない。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　例示的実施形態の詳細な説明を、これからさまざまな図面を参照して説明する。この説
明は、可能な実施態様の詳細な例を提供するが、詳細が、例示的であることを意図され、
決して応用例の範囲を限定しないことに留意されたい。本明細書で使用される時に、冠詞
「ａ］は、さらなる修飾または特徴づけがない場合に、たとえば「１つまたは複数」また
は「少なくとも１つ」を意味すると理解される。
【０００５】
　諸実施形態は、送信状態を通信する方法およびシステムを企図するものである。たとえ
ば、送信状態を決定する方法は、チャネル状態情報（ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｔｅ　ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ、ＣＳＩ）に少なくとも１つの送信状態パラメータを適用することを
含む。この方法は、送信状態およびこれに適用される少なくとも１つの送信状態パラメー
タに基づいてＣＳＩを報告することと、少なくとも１つの送信状態に補正係数を適用する
こととをも含む。
【０００６】
　実施形態は、無線送信／受信デバイス（ＷＴＲＵ）であって、少なくとも一部に、１つ
または複数の送信ポイントを識別するように構成されるＷＴＲＵを企図するものである。
１つまたは複数の送信ポイントは、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告のために構成される
。ＷＴＲＵは、１つまたは複数の送信ポイントのＣＳＩを生成するようにさらに構成され
る。また、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵと通信している１つまたは複数のノードにＣＳＩを送信
するように構成されることができる。諸実施形態は、１つまたは複数の送信ポイントが、
ＷＴＲＵと通信している少なくとも１つのアンテナポートを含むことを企図するものであ
る。諸実施形態は、１つまたは複数の送信ポイントが、ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）
リソースであることをも企図するものである。
【０００７】
　実施形態は、無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）によって実行される１つまたは複数
の方法を企図するものである。１つまたは複数の実施形態は、Ｋ個の送信ポイントを識別
するステップであって、Ｋ個の送信ポイントは、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告のため
に構成され、Ｋは、整数である、ステップを含む。諸実施形態は、Ｋ個の送信ポイントの
うちの１つまたは複数のＣＳＩを生成するステップをさらに含む。さらに、諸実施形態は
、ＷＴＲＵと通信している１つまたは複数のノードにＣＳＩを送信するステップを含む。
また、諸実施形態は、Ｋ個の送信ポイントによってそれぞれ送信されるＣＳＩ基準信号（
ＣＳＩ－ＲＳ）または共通基準信号（ｃｏｍｍｏｎ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ
、ＣＲＳ）のうちの少なくとも１つを受信するステップを含む。諸実施形態は、受信され
たＣＳＩ－ＲＳまたはＣＲＳの少なくとも一部に基づいてＫ個の送信ポイントを識別する
ステップを含む。１つまたは複数の実施形態では、ＣＳＩを生成するステップは、Ｋ個の
送信ポイントのうちの１つまたは複数のジョイントランクインジケーション（ｊｏｉｎｔ
　ｒａｎｋ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）またはポイントごとのランクインジケーション（ｒ



(5) JP 6162045 B2 2017.7.12

10

20

30

40

50

ａｎｋ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）のうちの少なくとも１つを生成するステップを含む。１
つまたは複数の実施形態では、ＣＳＩを生成するステップは、ジョイントチャネル品質イ
ンデックス（ｃｈａｎｎｅｌ　ｑｕａｌｉｔｙ　ｉｎｄｅｘ、ＣＱＩ）を生成するステッ
プを含み、ジョイントＣＱＩは、Ｋ個の送信ポイントのうちの１つまたは複数を介するジ
ョイント送信（ｊｏｉｎｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）に対応する。
【０００８】
　実施形態は、無線送信／受信デバイス（ＷＴＲＵ）であって、少なくとも一部に、１つ
または複数の送信ポイントを識別し、１つまたは複数の送信ポイントは、チャネル状態情
報（ＣＳＩ）報告のために構成される、ＷＴＲＵを企図するものである。このＷＴＲＵは
、１つまたは複数の送信ポイントの送信状態を決定するように構成される。このＷＴＲＵ
は、１つまたは複数の送信ポイントのＣＳＩを生成するように構成される。ＷＴＲＵは、
それぞれの１つまたは複数の送信ポイントの送信状態のインジケーションを受信するよう
にさらに構成され、送信状態のインジケーションは、送信状態、干渉状態、ブランクにさ
れた状態、または未知状態のうちの１つまたは複数を含む。ＷＴＲＵは、１つまたは複数
の送信ポイントの決定された遷移状態を１つまたは複数の送信ポイントの所定の遷移状態
と比較するようにさらに構成される。ＷＴＲＵは、それぞれの１つまたは複数の送信ポイ
ントの送信状態が所定の送信状態である時に、ＷＴＲＵと通信している１つまたは複数の
ノードにそれぞれの１つまたは複数の通信ポイントのＣＳＩを送信するようにも構成され
る。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　開示される実施形態の次の詳細な説明は、添付図面に関連して読まれる時によりよく理
解される。例示のために、図面に例示的実施形態を示すが、本主題は、開示される特定の
要素および手段に限定されない。
【図１Ａ】１つまたは複数の開示される実施形態が実施される例示的通信システムを示す
システム図である
【図１Ｂ】図１Ａに示された通信システムにおいて使用される例の無線送信／受信ユニッ
ト（ＷＴＲＵ）を示すシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示された通信システムにおいて使用される例の無線アクセスネットワ
ークおよび襟のコアネットワークを示すシステム図である。
【図２】実施形態と合致する非限定的な例示的周期的フィードバック報告シーケンスを示
す図である。
【図３Ａ】実施形態と合致する通常ＣＰサブフレームの例示的なＣＳＩ－ＲＳポートマッ
ピングを示す図である。
【図３Ｂ】実施形態と合致する４つのリソース要素セットを示す図である。
【図４】実施形態と合致する例示的な無線デバイス構成を示す図である。
【図５】実施形態と合致する例示的な方法を示す図である。
【図６】実施形態と合致する例示的な無線デバイス構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１Ａは、１つまたは複数の開示される実施形態が実施される例示的通信システム１０
０の図である。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセージング、ブロー
ドキャストその他などのコンテンツを複数の無線ユーザに提供する多元接続システムであ
る。通信システム１００は、複数の無線ユーザが無線帯域幅を含むシステムリソースの共
有を介してそのようなコンテンツにアクセスすることを可能にする。たとえば、通信シス
テム１００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分
割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、単一搬送波ＦＤＭＡ（ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ）、および類似物など、１つまたは複数のチャネルアクセス方法を使用する。図１
Ａに示されているように、通信システム１００は、無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）
１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０４
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、コアネットワーク１０６、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、インターネット１１０
、および他のネットワーク１１２を含むが、開示される実施形態が、任意の個数のＷＴＲ
Ｕ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を企図することを了解され
たい。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのそれぞれは、無線環境におい
て動作し、かつ／または通信するように構成された任意のタイプのデバイスである。たと
えば、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、無線信号を送信し、かつ／
または受信するように構成され、ユーザ機器（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、ＵＥ）、
移動局、固定のまたは可動の加入者ユニット、ページャ、セルラ電話機、携帯情報端末（
ＰＤＡ）、スマートホン、ラップトップ機、ネットブック、パーソナルコンピュータ、無
線センサ、消費者エレクトロニクス、および類似物を含む。
【００１１】
　通信システム１００は、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂをも含む。基地局１１４
ａ、１１４ｂのそれぞれは、コアネットワーク１０６、インターネット１１０、および／
またはネットワーク１１２などの１つまたは複数の通信ネットワークへのアクセスを容易
にするためにＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの少なくとも１つ
と無線でインターフェースするように構成された任意のタイプのデバイスである。たとえ
ば、基地局１１４ａ、１１４ｂは、無線基地局（ＢＴＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ、ホー
ムノードＢ、ホームｅノードＢ、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、無線
ルータ、および類似物である。基地局１１４ａ、１１４ｂは、それぞれ、単一の要素とし
て図示されているが、基地局１１４ａ、１１４ｂが、任意の個数の相互接続された基地局
および／またはネットワーク要素を含むことを了解されたい。
【００１２】
　基地局１１４ａは、ＲＡＮ１０４の一部であり、ＲＡＮ１０４は、基地局制御装置（Ｂ
ＳＣ）、無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）、中継ノード、その他など、他の基地局お
よび／またはネットワーク要素（図示せず）をも含む。基地局１１４ａおよび／または基
地局１１４ｂは、セルと呼ばれる（図示せず）特定の地理的領域において無線信号を送信
し、かつ／または受信するように構成される。セルは、さらに、セルセクタに分割される
。たとえば、基地局１１４ａに関連するセルは、３つのセクタに分割される。したがって
、一実施形態では、基地局１１４ａは、３つのトランシーバすなわち、セルのセクタごと
に１つのトランシーバを含む。もう１つの実施形態では、基地局１１４ａは、複数入力複
数出力（ＭＩＭＯ）技術を使用し、したがって、セルのセクタごとに複数のトランシーバ
を利用する。
【００１３】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、エアインターフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの１つまたは複数と通信し、エアインターフェー
ス１１６は、任意の適切な無線通信リンク（たとえば、ラジオ周波数（ＲＦ）、マイクロ
波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光、その他）である。エアインターフェース
１１６は、任意の適切な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して確立される。
【００１４】
　より具体的には、上で注記したように、通信システム１００は、多元接続システムであ
り、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ、および類似物などの
１つまたは複数のチャネルアクセス方式を使用する。たとえば、ＲＡＮ１０４における基
地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ユニバーサル移動体通信
システム（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ
　Ｓｙｓｔｅｍ、ＵＭＴＳ）地上無線アクセス（Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　
Ａｃｃｅｓｓ、ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施し、このＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（
ｗｉｄｅｂａｎｄ　ＣＤＭＡ、ＷＣＤＭＡ（登録商標））を使用してエアインターフェー
ス１１６を確立する。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｐ
ａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ、ＨＳＰＡ）および／または発展型ＨＳＰＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ
　ＨＳＰＡ、ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコルを含む。ＨＳＰＡは、高速ダウンリンク
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パケットアクセス（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅ
ｓｓ、ＨＳＤＰＡ）および／または高速アップリンクパケットアクセス（Ｈｉｇｈ－Ｓｐ
ｅｅｄ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ、ＨＳＵＰＡ）を含む。
【００１５】
　もう１つの実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２
ｃは、発展型ＵＭＴＳ地上無線アクセス（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒ
ｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ、Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施し、このＥ－
ＵＴＲＡは、ロングタームエボリューション（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
、ＬＴＥ）および／またはＬＴＥ進歩型（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ、ＬＴＥ－Ａ）を使
用してエアインターフェース１１６を確立する。
【００１６】
　他の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
ＩＥＥＥ　８０２．１６（すなわち、マイクロ波アクセス用世界的インターオペラビリテ
ィ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａ
ｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ、ＷｉＭＡＸ））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、Ｃ
ＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ、暫定標準規格２０００（Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒ
ｄ　２０００、ＩＳ－２０００）、暫定標準規格９５（Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒ
ｄ　９５、ＩＳ－９５）、暫定標準規格８５６（Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　８
５６、ＩＳ－８５６）、移動体通信用全世界システム（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆ
ｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ、ＧＳＭ（登録商標））、ＧＳＭ進
化用向上版データ速度（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　Ｅ
ｖｏｌｕｔｉｏｎ、ＥＤＧＥ）、ＧＳＭ　ＥＤＧＥ（ＧＥＲＡＮ）、および類似物などの
無線技術を実施する。
【００１７】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、たとえば、無線ルータ、ホームノードＢ、ホームｅノード
Ｂ、またはアクセスポイントであり、仕事場、家庭、車両、キャンパス、および類似物な
どの局所化された区域内での無線接続性を容易にするたに任意の適切なＲＡＴを利用する
。一実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、無線ローカル
エリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を確立するためにＩＥＥＥ　８０２．１１などの無線技
術を実施する。もう１つの例では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは
、無線パーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立するためにＩＥＥＥ　８０２．
１５などの無線技術を実施する。もう１つの実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲ
Ｕ１０２ｃ、１０２ｄは、ピコセルまたはフェムトセルを確立するためにセルラベースの
ＲＡＴ（たとえば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）
を利用する。図１Ａに示されているように、基地局１１４ｂは、インターネット１１０へ
の直接接続を有する。したがって、基地局１１４ｂは、コアネットワーク１０６を介して
インターネット１１０にアクセスする必要がない。
【００１８】
　ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６と通信しており、コアネットワーク１０６は
、音声、データ、アプリケーション、および／またはボイスオーバーインターネットプロ
トコル（ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ、ＶｏＩＰ）サー
ビスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの１つまたは複数に提供
するように構成された任意のタイプのネットワークである。たとえば、コアネットワーク
１０６は、呼制御、請求サービス、モバイル位置ベースのサービス、前払い発呼、インタ
ーネット接続性、ビデオ配布、その他を提供し、かつ／またはユーザ認証などの高水準セ
キュリティ機能を実行する。図１Ａには図示されていないが、ＲＡＮ１０４および／また
はコアネットワーク１０６が、ＲＡＮ１０４と同一のＲＡＴまたは異なるＲＡＴを使用す
る他のＲＡＮと直接にまたは間接に通信していることを了解されたい。たとえば、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡ無線技術を利用しているＲＡＮ１０４に接続されることに加えて、コアネットワー
ク１０６は、ＧＳＭ無線技術を利用する別のＲＡＮ（図示せず）とも通信している。



(8) JP 6162045 B2 2017.7.12

10

20

30

40

50

【００１９】
　コアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄがＰＳ
ＴＮ１０８、インターネット１１０、および／または他のネットワーク１１２にアクセス
するためのゲートウェイとしても働く。ＰＳＴＮ１０８は、簡素な旧式電話サービス（ｐ
ｌａｉｎ　ｏｌｄ　ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　ｓｅｒｖｉｃｅ、ＰＯＴＳ）を提供する回線交
換電話網を含む。インターネット１１０は、伝送制御プロトコル／インターネットプロト
コル（ＴＣＰ／ＩＰ）インターネットプロトコルスイートでの、ＴＣＰ、ユーザデータグ
ラムプロトコル（ＵＤＰ）、およびＩＰなどの一般的な通信プロトコルを使用する相互接
続されたコンピュータネットワークおよびデバイスの全世界のシステムを含む。ネットワ
ーク１１２は、他のサービスプロバイダによって所有され、かつ／または運営される有線
または無線の通信ネットワークを含む。たとえば、ネットワーク１１２は、１つまたは複
数のＲＡＮに接続された別のコアネットワークを含み、このＲＡＮは、ＲＡＮ１０４と同
一のＲＡＴまたは異なるＲＡＴを使用する。
【００２０】
　通信システム１００におけるＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの一部
またはすべては、マルチモード能力を含む、すなわち、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１
０２ｃ、１０２ｄは、異なる無線リンクを介して異なる無線ネットワークと通信するため
に複数のトランシーバを含む。たとえば、図１Ａに示されたＷＴＲＵ１０２ｃは、セルラ
ベースの無線技術を使用する基地局１１４ａおよびＩＥＥＥ　８０２無線技術を使用する
基地局１１４ｂと通信するように構成される
【００２１】
　図１Ｂは、例のＷＴＲＵ１０２のシステム図である。図１Ｂに示されているように、Ｗ
ＴＲＵ１０２は、プロセッサ１１８、トランシーバ１２０、送信／受信要素１２２、スピ
ーカ／マイクロホン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８、ノ
ンリムーバブルメモリ１３０、リムーバブルメモリ１３２、電源１３４、全地球測位シス
テム（ＧＰＳ）チップセット１３６、および他の周辺機器１３８を含む。ＷＴＲＵ１０２
が、一実施形態と一貫したままでありながら前述の要素の任意の副組合せを含むことを了
解されたい。
【００２２】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、特殊目的プロセッサ、従来のプロセッサ、ディ
ジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連する１
つもしくは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途
向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、
任意の他のタイプの集積回路（ＩＣ）、状態機械、および類似物である。プロセッサ１１
８は、信号符号化、データ処理、電力制御、入出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０２
が無線環境において動作することを可能にする任意の他の機能性を実行する。プロセッサ
１１８は、トランシーバ１２０に結合され、トランシーバ１２０は、送信／受信要素１２
２に結合される。図１Ｂは、別々のコンポーネントとしてプロセッサ１１８およびトラン
シーバ１２０を示すが、プロセッサ１１８およびトランシーバ１２０が、電子パッケージ
またはチップ内に一緒に一体化されることを了解されたい。
【００２３】
　送信／受信要素１２２は、エアインターフェース１１６を介して基地局（たとえば、基
地局１１４ａ）へ信号を送信しまたはこれから信号を受信するように構成される。たとえ
ば、一実施形態では、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信し、かつ／または受信す
るように構成されたアンテナである。もう１つの実施形態では、送信／受信要素１２２は
、たとえばＩＲ信号、ＵＶ信号、または可視光信号を送信し、かつ／または受信するよう
に構成されたエミッタ／検出器である。もう１つの実施形態では、送信／受信要素１２２
は、ＲＦ信号と光信号との両方を送信し、受信するように構成される。送信／受信要素１
２２が、無線信号の任意の組合せを送信し、かつ／または受信するように構成されること
を了解されたい。
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【００２４】
　さらに、送信／受信要素１２２が、図１Ｂでは単一の要素として図示されているが、Ｗ
ＴＲＵ　１０２は、任意の個数の送信／受信要素１２２を含む。より具体的には、ＷＴＲ
Ｕ　１０２は、ＭＩＭＯ技術を使用する。したがって、一実施形態では、ＷＴＲＵ　１０
２は、エアインターフェース１１６を介して無線信号を送信し、受信する複数の送信／受
信要素１２２（たとえば、複数のアンテナ）を含む。
【００２５】
　トランシーバ１２０は、送信／受信要素１２２によって送信される信号を変調し、送信
／受信要素１２２によって受信される信号を復調するように構成される。上で注記したよ
うに、ＷＴＲＵ　１０２は、マルチモード能力を有する。したがって、トランシーバ１２
０は、ＷＴＲＵ　１０２がたとえばＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ　８０２．１１などの複数の
ＲＡＴを介して通信することを可能にする複数のトランシーバを含む。
【００２６】
　ＷＴＲＵ　１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロホン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（たとえば、液晶ディスプレ
イ（ＬＣＤ）表示ユニットまたは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示ユニット）に結合
され、またはこれらからユーザ入力データを受け取る。プロセッサ１１８は、ユーザデー
タをスピーカ／マイクロホン１２４、キーパッド１２６、および／またはディスプレイ／
タッチパッド１２８にも出力する。さらに、プロセッサ１１８は、ノンリムーバブルメモ
リ１３０および／またはリムーバブルメモリ１３２などの任意のタイプの適切なメモリか
らの情報にアクセスし、そのメモリにデータを格納する。ノンリムーバブルメモリ１３０
は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ハードディスク
、または任意の他のタイプのメモリストレージデバイスを含む。リムーバブルメモリ１３
２は、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カード、メモリスティック、セキュアディジタル
（ｓｅｃｕｒｅ　ｄｉｇｉｔａｌ、ＳＤ）メモリカード、および類似物を含む。他の実施
形態では、プロセッサ１１８は、サーバ上またはホームコンピュータ（図示せず）上など
、ＷＴＲＵ　１０２上に物理的に配置されていないメモリからの情報にアクセスし、その
メモリにデータを格納する。
【００２７】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取り、ＷＴＲＵ　１０２における他の
コンポーネントに電力を分配し、かつ／または制御するように構成される。電源１３４は
、ＷＴＲＵ　１０２に電力を供給する任意の適切なデバイスである。たとえば、電源１３
４は、１つまたは複数の乾電池（たとえば、ニッケル－カドミウム（ＮｉＣｄ）、ニッケ
ル－亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）、
その他）、太陽電池、燃料電池、および類似物を含む。
【００２８】
　プロセッサ１１８は、ＧＰＳチップセット１３６に結合され、ＧＰＳチップセット１３
６は、ＷＴＲＵ　１０２の現在位置に関する位置情報（たとえば、経度および緯度）を提
供するように構成される。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えてまたはその代わ
りに、ＷＴＲＵ　１０２は、基地局（たとえば、基地局１１４ａ、１１４ｂ）からエアイ
ンターフェース１１６を介して位置情報を受信し、かつ／または複数の近くの基地局から
受信されつつある信号のタイミングに基づいてその位置を決定する。ＷＴＲＵ　１０２が
、実施形態と一貫したままでありながら任意の適切な位置決定方法によって位置情報を獲
得することを了解されたい。
【００２９】
　プロセッサ１１８は、さらに、他の周辺機器１３８に結合され、他の周辺機器１３８は
、追加の特徴、機能性、および／または有線もしくは無線の接続性を提供する１つまたは
複数のソフトウェアモジュールおよび／またはハードウェアモジュールを含む。たとえば
、周辺機器１３８は、加速度計、ｅコンパス、衛星トランシーバ、ディジタルカメラ（写
真またはビデオ用）、ユニバーサルシリアルバス（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｓｅｒｉａｌ　
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ｂｕｓ、ＵＳＢ）ポート、振動デバイス、テレビジョントランシーバ、ハンズフリーヘッ
ドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）ラジオユニ
ット、ディジタル音楽プレイヤ、メディアプレイヤ、ビデオゲームプレイヤモジュール、
インターネットブラウザ、および類似物を含む。
【００３０】
　図１Ｃは、一実施形態によるＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６のシステム図
である。上で注記したように、ＲＡＮ１０４は、エアインターフェース１１６を介してＷ
ＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するのにＥ－ＵＴＲＡ無線技術を使用する。
ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６とも通信している。
【００３１】
　ＲＡＮ１０４は、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含むが、ＲＡＮ１０
４が、実施形態と一貫したままでありながら任意の個数のｅＮｏｄｅ－Ｂを含むことを了
解されたい。ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、それぞれ、エアインター
フェース１１６上でＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信する１つまたは複数の
トランシーバを含む。一実施形態では、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは
、ＭＩＭＯ技術を実施する。したがって、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａは、たとえば、複数の
アンテナを使用して、ＷＴＲＵ１０２ａに無線信号を送信し、ＷＴＲＵ１０２ａから無線
信号を受信する。
【００３２】
　ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれは、特定のセル（図示せず）
に関連付けられ、無線リソース管理判断、ハンドオーバ判断、アップリンクおよび／また
はダウンリンクでのユーザのスケジューリング、ならびに類似物を処理するように構成さ
れる。図１Ｃに示されているように、ｅＮｏｄｅ－Ｂ　１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは
、Ｘ２インターフェース上で互いに通信することができる。
【００３３】
　図１Ｃに示されたコアネットワーク１０６は、モビリティ管理ゲートウェイ（ｍｏｂｉ
ｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｇａｔｅｗａｙ、ＭＭＥ）１４２、サービングゲート
ウェイ１４４、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ１４６を含む
。前述の要素のそれぞれが、コアネットワーク１０６の一部として図示されているが、こ
れらの要素の任意の１つが、コアネットワークオペレータ以外のエンティティによって所
有され、かつ／または運営されることを了解されたい。
【００３４】
　ＭＭＥ　１４２は、Ｓ１インターフェースを介してＲＡＮ　１０４におけるｅＮｏｄｅ
－Ｂ　１４２ａ、１４２ｂ、１４２ｃのそれぞれに接続され、制御ノードとして働く。た
とえば、ＭＭＥ　１４２は、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユーザの認証、
ベアラアクティブ化／非アクティブ化、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの初期
アタッチ中の特定のサービングゲートウェイの選択、および類似物の責任を負う。ＭＭＥ
　１４２は、ＲＡＮ　１０４とＧＳＭまたはＷＣＤＭＡなどの他の無線技術を使用する他
のＲＡＮ（図示せず）との間の切替のための制御プレーン機能をも提供する。
【００３５】
　サービングゲートウェイ１４４は、Ｓ１インターフェースを介してＲＡＮ　１０４にお
けるｅＮｏｄｅ　Ｂ　１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれに接続される。サービン
グゲートウェイ１４４は、一般に、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃへ／からユ
ーザデータパケットをルーティングし、転送する。サービングゲートウェイ１４４は、ｅ
Ｎｏｄｅ　Ｂ間ハンドオーバ中のユーザプレーンのアンカリング、ダウンリンクデータが
ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのために使用可能である時のページングのトリ
ガ、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテンツの管理および格納、ならびに
類似物など、他の機能をも実行する。
【００３６】
　サービングゲートウェイ１４４は、ＰＤＮゲートウェイ１４６にも接続され、ＰＤＮゲ
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ートウェイ１４６は、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスとの
間の通信を容易にするために、インターネット１１０などのパケット交換ネットワークへ
のアクセスをＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに与える。
【００３７】
　コアネットワーク１０６は、他のネットワークとの通信を容易にする。たとえば、コア
ネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと伝統的な陸線通信デ
バイスとの間の通信を容易にするために、ＰＳＴＮ　１０８などの回線交換ネットワーク
へのアクセスをＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに与える。たとえば、コアネッ
トワーク１０６は、コアネットワーク１０６とＰＳＴＮ　１０８との間のインターフェー
スとして働くＩＰゲートウェイ（たとえば、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＰ　ｍ
ｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｓｕｂｓｙｓｔｅｍ、ＩＭＳ）サーバ）を含み、またはこれと通信
する。さらに、コアネットワーク１０６は、ネットワーク１１２へのアクセスをＷＴＲＵ
　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに与え、このネットワーク１１２は、他のサービスプロ
バイダによって所有され、かつ／または運営される他の有線のまたは無線のネットワーク
を含む。
【００３８】
　他の根本的理由の中でもより高いデータ速度およびスペクトル効率をサポートするため
に、第３世代パートナーシッププロジェクト（ｔｈｅ　Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏ
ｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ、３ＧＰＰ）ロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ）システムが、３ＧＰＰリリース８（Ｒ８）に導入された（ＬＴＥリリース８
は、本明細書ではＬＴＥ　Ｒ８またはＲ８－ＬＴＥと呼ばれる）。ＬＴＥでは、アップリ
ンクでの送信は、単一搬送波周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）を使用して実行され
る。具体的には、ＬＴＥアップリンクで使用されるＳＣ－ＦＤＭＡは、離散フーリエ変換
拡散直交周波数分割多重（Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ　Ｓ
ｐｒｅａｄ　Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔ
ｉｐｌｅｘｉｎｇ、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ）技術に基づく。本明細書で使用される時に、
用語ＳＣ－ＦＤＭＡおよびＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭは、交換可能に使用される。
【００３９】
　ＬＴＥでは、代替的にユーザ機器（ＵＥ）と呼ばれる無線送信／受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）は、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）配置で割り当てられた副搬送波の制限された連
続的なセットを使用し、いくつかの実施形態では、おそらくは周波数分割多元接続（ＦＤ
ＭＡ）配置で割り当てられた副搬送波の制限された連続的なセットだけを使用して、アッ
プリンク上で送信する。たとえば、全体的な直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）信号または
アップリンクのシステム帯域幅が、１から１００までの番号を付けられた有用な副搬送波
からなる場合には、第１の所与のＷＴＲＵは、副搬送波１ないし１２上で送信するように
割り当てられ、第２のＷＴＲＵは、副搬送波１３ないし２４上で送信するように割り当て
られ、以下同様である。異なるＷＴＲＵが、それぞれ、使用可能な送信帯域幅のサブセッ
トにおいて送信し、おそらくはそれぞれ、使用可能な送信帯域幅のサブセットだけに送信
するが、ＷＴＲＵのために働く発展型ノードＢ（ｅノードＢ）は、送信帯域幅全体にまた
がってコンポジットアップリンク信号を受信する。
【００４０】
　ＬＴＥ進歩型（ＬＴＥリリース１０（Ｒ１０）を含み、リリース１１などの将来のリリ
ースを含み、本明細書ではＬＴＥ－Ａ、ＬＴＥ　Ｒ１０、またはＲ１０－ＬＴＥと呼ばれ
る）は、ＬＴＥネットワークおよび３Ｇネットワークの完全準拠４Ｇアップグレードパス
を提供するＬＴＥ標準規格の機能強化である。ＬＴＥ－Ａでは、キャリアアグリゲーショ
ンがサポートされ、ＬＴＥとは異なって、複数の搬送波が、アップリンク、ダウンリンク
、またはその両方に割り当てられる。
【００４１】
　諸実施形態は、ダウンリンクでの調整されたマルチポイント動作（ｃｏｏｒｄｉｎａｔ
ｅｄ　ｍｕｌｔｉ－ｐｏｉｎｔ　ｏｐｅｒａｔｉｏｎ、ＣｏＭＰ）が、複数の地理的に分
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離された送信ポイントからの送信がセルエッジスループットおよび／またはシステムスル
ープットに関してシステム性能を改善するために調整される可能な方式のセットを指すこ
とを認めるものである。そのような方式の例は、複数のポイントが１つのＷＴＲＵ宛の情
報を同時に送信するジョイント送信、ポイントのセットの１つが１つのＷＴＲＵへの送信
について動的に選択される動的ポイント選択（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｐｏｉｎｔ　Ｓｅｌｅｃ
ｔｉｏｎ）、および第１のポイントからスケジューリングされるＷＴＲＵに向かう干渉が
第２のポイントからの干渉する送信の正しい調整によって回避される調整されたスケジュ
ーリング／調整されたビームフォーミング（Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉ
ｎｇ／Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　Ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ）を含む。
【００４２】
　ＬＴＥとＬＴＥ－Ａとの両方ならびに他の無線システムで、システム性能は、平均セル
スループットおよび／またはセルエッジスループットに基づいて評価される。平均セルス
ループット性能は、電力ブースティング技法を使用して受信信号強度を高めることによっ
て改善することができるが、セルエッジユーザは、低い受信信号強度を経験し、したがっ
て、セルエッジ性能は、主にセル間干渉（ＩＣＩ）によって影響される。これは、ＯＦＤ
Ｍベースの４Ｇネットワークによって企図される、１または１に近い周波数再利用係数を
用いて動作するように設計されたシステムに特にあてはまる。
【００４３】
　諸実施形態は、無線システムが、その平均セルスループットおよび／またはセルエッジ
スループットに基づいて評価されることを企図するものである。諸実施形態は、セル平均
性能および／またはセルエッジ性能の改善を企図するものである。平均セル性能は、電力
ブースティング技法を使用して受信信号強度を増やすことによって改善される。しかし、
セルエッジユーザは、低い受信信号強度を経験し、したがって、セルエッジ性能は、セル
間干渉（ＩＣＩ）によって影響される。これは、ＯＦＤＭベースの４Ｇネットワークによ
って企図される、１または１に近い周波数再利用係数を用いて動作するように設計された
システムにおいて特に一般的である。そのような周波数再利用は、すべてのセルが多数の
またはおそらくはすべての時間リソースおよび周波数リソース上で同時に送信する時に特
に干渉制限されるようになるシステムをもたらす。諸実施形態は、おそらくはサービング
セル信号強度と干渉する信号強度との両方が増やされ、これがたとえばＩＣＩを増やすの
で、電力ブースティングがセルエッジ性能を改善しないことを認めるものである。
【００４４】
　諸実施形態は、調整されたマルチポイント動作（ＣｏＭＰ）送信および受信など、セル
エッジ性能を改善するのに使用される他の技法を企図するものである。マルチポイント送
信およびマルチポイント受信の実施形態では、「非常に近接」してはいないアンテナから
の送信または受信が実施され、ここで、「非常に近接」は、ほとんどのアンテナまたはお
そらくはすべてのアンテナが異なる長期フェージングを受けるようになる２ないし３波長
の間隔を超える距離である。そのような送信モードでは、複数のセルまたは送信ポイント
が、ＷＴＲＵで受信される信号対干渉雑音比（ＳＩＮＲ）を改善するために組み合わされ
る。
【００４５】
　諸実施形態は、用語「サービングセル」が、たとえばＬＴＥ　Ｒ８で定義される（単一
セル）、物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ、ＰＤＣＣＨ）割当を送信する単一のセルについて使用される
ことを企図するものである。諸実施形態は、データがＣｏＭＰ協力するセットにおける各
ポイントで使用可能であるジョイント処理（ｊｏｉｎｔ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ、ＪＰ）
を含む複数のＣｏＭＰカテゴリが使用されることをも企図するものである。ＪＰ実施形態
では、ジョイント送信（ＪＴ）が使用され、ここで、物理ダウンリンク共有チャネル（Ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ、ＰＤＳＣＨ）送信
は、一時に、ＣｏＭＰ協力するセットの一部またはおそらくはＣｏＭＰ協力するセット全
体など、複数のポイントから送信される。単一のＷＴＲＵへのデータは、たとえば、（コ
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ヒーレントにまたは非コヒーレントに）受信信号品質を改善し、かつ／または他のＷＴＲ
Ｕに関する干渉を能動的に除去するために、複数の送信ポイントから同時に送信される。
また、諸実施形態は、ＪＰにおいて、動的セル選択が使用され、ここで、たとえば、ＰＤ
ＳＣＨ送信が、１時にＣｏＭＰ協力するセットにおいて１つのポイントから送信されるこ
とを企図するものである。
【００４６】
　もう１つのＣｏＭＰカテゴリは、調整されたスケジューリング／調整されたビームフォ
ーミング（ＣＳ／ＣＢ）であり、ここでは、データは、サービングセルで入手可能であり
（すなわち、データ送信は、そのポイントからのみ実行される）、いくつかの実施形態で
は、サービングセルでのみ入手可能であるが、ユーザスケジューリング／ビームフォーミ
ング判断は、ＣｏＭＰ協力するセットに対応するセルの間の調整と共に行われる。
【００４７】
　諸実施形態は、少なくとも１つのＣｏＭＰカテゴリがセルアグリゲーションを含むこと
を企図するものである。いくつかの送信ポイントまたは各送信ポイントは、同一の搬送波
周波数場でＷＴＲＵに送信すべき独立のデータを有する。いくつかのセルまたは各セルは
、ＷＴＲＵへおよびＷＴＲＵからのそれ自体のデータフローおよび／または信号フローを
有する。たとえば、いくつかのセルまたは各セルは、独立のＨＡＲＱプロセスを使用する
。
【００４８】
　諸実施形態は、１つまたは複数のＣｏＭＰセットが、ＣｏＭＰ協力するセットを含み、
ここで、地理的に分離されたポイントのセットが、直接または間接にＷＴＲＵへのＰＤＳ
ＣＨ送信に参加しつつあることを企図するものである。このセットは、ＷＴＲＵに透過的
であり、または透過的でない。もう１つのＣｏＭＰセットは、ＣｏＭＰ送信ポイント（１
つまたは複数）であり、これは、ＷＴＲＵに能動的にＰＤＳＣＨを送信しつつある１つの
ポイントまたはポイントのセットである。ＣｏＭＰ送信ポイント（１つまたは複数）のセ
ットは、ＣｏＭＰ協力するセットのサブセットである。ＪＴ実施形態では、ＣｏＭＰ送信
ポイントは、ＣｏＭＰ協力するセットにおけるポイントである。動的セル選択実施形態で
は、単一のポイントが、いくつかのサブフレームにおいて、またはおそらくはすべてのサ
ブフレームにおいて送信ポイントである。この単一の送信ポイントは、ＣｏＭＰ協力する
セットにおいて動的に変化する。ＣＳ／ＣＢ実施形態について、ＣｏＭＰ送信ポイントは
、たとえば「サービングセル」に対応する。
【００４９】
　諸実施形態は、チャネル状態／統計情報（ＷＴＲＵへのリンクに関する）が報告される
セルのセットであるＣｏＭＰ測定セットを含む他のＣｏＭＰセットを企図するものである
。いくつかの実施形態では、ＣｏＭＰ測定セットは、ＣｏＭＰ協力するセットと同一であ
る。実際のＷＴＲＵレポートは、ＣｏＭＰ測定セルのセルのサブセットに関するフィード
バックを含み、いくつかの実施形態では、報告されるセルと呼ばれるＣｏＭＰ測定セルの
セルのサブセットに関するフィードバックだけを含む。
【００５０】
　諸実施形態は、チャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックが、ランク（たとえば、ラ
ンクインジケータ（ｒａｎｋ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ、ＲＩ））、プリコーダ行列インデッ
クス（ｐｒｅｃｏｄｅｒ　ｍａｔｒｉｘ　ｉｎｄｅｘ、ＰＭＩ）、および／またはチャネ
ル品質インジケータ（ｃｈａｎｎｅｌ　ｑｕａｌｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ、ＣＱＩ）
の形で報告され、ＰＭＩが、たとえば事前定義のコードブックに対してチャネルを量子化
することによってＷＴＲＵで計算されることを企図するものである。ＣＳＩフィードバッ
クは、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩレポートを含むことができ、周期的または非周期的のいずれ
かの基礎で提供される。ＷＴＲＵによって報告される情報を制御するのに使用されるパラ
メータは、システム帯域幅に基づき、かつ／または無線リソース制御（ＲＲＣ）の接続セ
ットアップメッセージ、再構成メッセージ、および／または再確立メッセージ内で提供さ
れる。ＷＴＲＵによって報告される情報は、送信モードに基づいて変化し、この送信モー
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ドは、同一のＲＲＣメッセージにおいて定義される。表１は、諸実施形態によって企図さ
れる例示的な報告するモードの要約を含む。
【００５１】
【表１】

【００５２】
　諸実施形態は、周期的フィードバックが、物理アップリンク制御チャネル（Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ、ＰＵＣＣＨ）チャネル上で送
信されることを企図するが、物理アップリンク共有チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌ
ｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ、ＰＵＳＣＨ）チャネルが存在する時には、周期
的フィードバックはそのチャネル上で送信される。周期的報告は、１つまたは複数の異な
るタイプのレポートのシーケンスを使用することができる。そのようなタイプは、たとえ
ば、サブバンドＣＱＩを報告する「タイプ１」、広帯域ＣＱＩ／ＰＭＩを報告する「タイ
プ２」、ＲＩを報告する「タイプ３」、および広帯域ＣＱＩを報告する「タイプ４」を含
む。例示的な報告シーケンスが、図２に示され、図２では、各長方形における数が、上で
説明したレポートタイプに対応する。１つまたは複数の実施形態では、非周期的フィード
バックは、フォーマット０ダウンリンク制御情報（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　
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ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ、ＤＣＩ）またはＣＱＩ要求ビットがセットされている時にはラ
ンダムアクセス応答（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ、ＲＡＲ）によっ
て要求される。１つまたは複数の実施形態では、非周期的フィードバックは、ＰＵＳＣＨ
チャネル上で送信される。
【００５３】
　諸実施形態は、周期的ＰＵＣＣＨフィードバックのタイプが、さらに、８つの送信（Ｔ
ｘ）アンテナポートについて拡張されることを企図するものである。そのようなタイプの
周期的ＰＵＣＣＨフィードバックは、ＷＴＲＵによって選択されたサブバンドのＣＱＩフ
ィードバックをサポートする「タイプ１」レポート、サブバンドＣＱＩおよび第２ＰＭＩ
フィードバックをサポートする「タイプ１ａ」レポート、広帯域ＣＱＩおよびＰＭＩフィ
ードバックをサポートする「タイプ２」、「タイプ２ｂ」、および「タイプ２ｃ」レポー
ト、広帯域ＰＭＩフィードバックをサポートする「タイプ２ａ」レポート、ＲＩフィード
バックをサポートする「タイプ３」レポート、広帯域ＣＱＩをサポートする「タイプ４」
レポート、ＲＩおよび広帯域ＰＭＩフィードバックをサポートする「タイプ５」レポート
、ならびにＲＩおよびＰＴＩフィードバックをサポートする「タイプ６」レポートを含む
。たとえばＬＴＥ　Ｒ８およびＲ１０で使用されるものなどのＣＳＩフィードバックは、
単一セル動作および物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）スケジューリングをサ
ポートするように設計される。ＣＳＩフィードバックは、それ自体とサービングセルとの
間のチャネルを表し、サービングセルに、およびいくつかの実施形態ではおそらくサービ
ングセルだけに、報告される。
【００５４】
　諸実施形態は、または複数のＷＴＲＵフィードバック手順が、単一セルダウンリンク動
作のためのものであることを企図するものである。諸実施形態は、ＣｏＭＰ動作について
、ＷＴＲＵが、ＣｏＭＰセット決定、ＣｏＭＰアクティブ化／非アクティブ化、および／
またはダウンリンクスケジューリング／ビームフォーミングなどのさまざまな機能に必要
な異なるＣｏＭＰセルまたは送信ポイントのＣＳＩ情報を含む複数のフィードバックを供
給することを要求されることを認めるものである。ＣｏＭＰ実施態様用の複数のフィード
バック構成実施形態が、企図されている。１つまたは複数の実施形態は、フィードバック
機構の内容と速度との両方の諸態様に対処することを企図するものである。
【００５５】
　諸実施形態は、Ｒ１０までに定義されたいくつかのフィードバック手順が、セルのいく
つかのまたはすべての送信ポイント（またはアンテナポート）が地理的にお互いに近い場
合について最適化されることを認めるものである。リモート無線ヘッド（ｒｅｍｏｔｅ　
ｒａｄｉｏ　ｈｅａｄ、ＲＲＨ）を利用する展開では、地理的に分離されたＲＲＨのセッ
トは、同一の物理セルアイデンティティを利用する。このシナリオでは、Ｒ１０の方法を
使用して同一のセルのいくつかのまたはすべての展開されたアンテナポートについてＣＳ
Ｉに報告するのにＷＴＲＵを使用することは、いくつかのアンテナポートのチャネル品質
が他のアンテナポートのチャネル品質よりはるかに弱い可能性が高いので、非効率的であ
る。さらに、異なるＲＲＨから送信される信号は、ＣＳＩの評価においてＷＴＲＵによっ
て考慮に入れられる必要がある異なる特性を有する。
【００５６】
　諸実施形態は、ＷＴＲＵが複数の送信ポイントについてＣＳＩを効率的に報告すること
を可能にする技法を企図するものである。たとえば、諸実施形態は、ＷＴＲＵがＣＳＩフ
ィードバックを効率的に報告するのに使用する（たとえば、ＣＳＩ情報の不必要な報告の
量を減らす）技法を企図するものである。さらに、たとえば、諸実施形態は、ＷＴＲＵが
地理的に同一位置に配置されてはいない送信ポイントのセットについてＣＳＩを評価する
方法を企図するものである。
【００５７】
　諸実施形態は、基準信号が同一の物理送信ポイントから狭い間隔のアンテナのセットか
ら送信され、したがって、これらの物理送信ポイントがそれらとＷＴＲＵとの間で同一の
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長期経路損を共有すると仮定して、ＣＳＩが評価され、報告されることを認めるものであ
る。この仮定が満足されない場合には、ＣＳＩは、スケジューリングのためにネットワー
クにとって有用（または最適）ではない。たとえば、ネットワークは、どの送信ポイント
または送信ポイントのセットが特定の場合のＵＥのスケジューリングに関して最も適当で
あるのかを決定することができない。
【００５８】
　諸実施形態は、ＣｏＭＰ動作に適当な送信ポイントのセットが、セルにおけるＷＴＲＵ
の位置に依存することをも認めるものである。諸実施形態は、送信ポイントの適当なセッ
ト（１つまたは複数）および／またはたとえばＷＴＲＵのために構成された基準信号（た
とえば、ＣＳＩ－ＲＳ）の関連するセットを決定する１つまたは複数の技法を企図するも
のである。
【００５９】
　本明細書で言及される時に、句「送信ポイント」は、ＷＴＲＵに送信しつつありまたは
これから受信しつつあるネットワークからの任意のアンテナポートまたは地理的に同一位
置に配置されたアンテナポートのサブセットを指す。所与のＷＴＲＵについて構成されま
たはアクティブ化された送信ポイントのセットは、同一の物理セルアイデンティティに属
し、または属さない。送信ポイントは、１つのＣＳＩ－ＲＳまたはＣＳＩ－ＲＳの１セッ
トを送信する。諸実施形態は、句「ＣＳＩ－ＲＳリソース」または「非ゼロ電力ＣＳＩ－
ＲＳリソース」が、１つの送信ポイントまたは送信ポイントの１セットから送信されるＣ
ＳＩ－ＲＳ基準信号および／またはアンテナポートのセットを指すことを企図するもので
ある。１つまたは複数の実施形態では、これらの基準信号の特性は、たとえばＲＲＣシグ
ナリングなどのより上の層によってＷＴＲＵに供給される。ＷＴＲＵは、ＣＳＩ評価およ
び報告のために１つまたは複数のＣＳＩ－ＲＳリソースを用いて構成される。句「送信ポ
イント」は、あるいは句「ＣＳＩ－ＲＳリソース」と共に使用され、１つまたは複数の実
施形態では、ＣＳＩ－ＲＳリソースは、送信ポイントに対応する。送信ポイントは、少な
くとも１つの共通基準信号（ＣＲＳ）をも送信し、ＷＴＲＵは、たとえば、他の目的の中
でも、ＣＳＩ評価および／または報告のために少なくとも１つのＣＲＳをも測定する。
【００６０】
　やはり本明細書で言及されるように、ＣＳＩ－ＲＳリソースは、１つの送信（またはお
そらくは複数の送信ポイント）から送信されるＣＳＩ－ＲＳ基準信号またはアンテナポー
トのセットである。これらの基準信号の特性は、より上の層によってＷＴＲＵに供給され
る。ＷＴＲＵは、たとえばＣＳＩ評価および／または報告のために、１つまたは複数のＣ
ＳＩ－ＲＳリソースを用いて構成される。前に説明したように、表現「送信ポイント」は
、ＣＳＩ－ＲＳリソースが送信ポイントに対応することが理解される場合に、「ＣＳＩ－
ＲＳリソース」によって置換される。また、本明細書では、ポイントごとのランクインジ
ケーション（ＲＩ）は、１つの送信ポイントからの送信に関する有用な送信層（またはラ
ンク）の推奨される個数に対応する。ポイントごとのＲＩは、同等に、おそらくは関係す
るＣＳＩ－ＲＳリソースがＣＳＩ測定に使用される場合に「ＣＳＩ－ＲＳリソースごとの
ＲＩ」またはおそらくはＣＲＳがＣＳＩ測定に使用される場合に「ＣＲＳごとの」もしく
は「セルごとの」ＲＩと呼ばれる。
【００６１】
　さらに、本明細書で言及するように、ポイントごとのＣＱＩは、１つの送信ポイントか
らの符号語（またはＰＤＳＣＨトランスポートブロック）の送信に適用可能なチャネル品
質インジケータ（ＣＱＩ）に対応する。ポイントごとのＣＱＩは、同等に、おそらくは対
応するＣＳＩ－ＲＳリソースがＣＳＩ測定に使用される場合に「ＣＳＩ－ＲＳリソースご
とのＣＱＩ」またはおそらくは共通基準信号（ＣＲＳ）がＣＳＩ測定に使用される場合に
「ＣＲＳごとの」もしくは「セルごとの」ＣＱＩと呼ばれる。
【００６２】
　本明細書で言及する時に、ポイントごとのプリコーディング行列インジケータ（ｐｒｅ
－ｃｏｄｉｎｇ　ｍａｔｒｉｘ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ、ＰＭＩ）またはローカルプリコー
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ディング行列インジケータは、１つの送信ポイントからの送信の推奨されるプリコーディ
ング行列（またはプリコーダ）に対応する。ポイントごとのＰＭＩは、同等に、おそらく
は関係するＣＳＩ－ＲＳリソースがＣＳＩ測定に使用される場合に「ＣＳＩ－ＲＳリソー
スごとのＰＭＩ」またはおそらくはＣＲＳがＣＳＩ測定に使用される場合に「ＣＲＳごと
の」もしくは「セルごとの」ＰＭＩと呼ばれる。同一のＣＳＩ－ＲＳリソースまたはポイ
ントについて、諸実施形態は、単一のプリコーディング行列をジョイントで示す複数のプ
リコーディング行列インジケータがある（たとえば、第１プリコーディングインジケータ
および第２プリコーディングインジケータ、ここで、後者は、経時的に前者よりすばやく
変化する）ことを企図するものである。
【００６３】
　また、本明細書で言及するように、ジョイントランクインジケーションまたは共通ラン
クインジケーションは、たとえば複数のＣＳＩ－ＲＳリソースに対応する、複数の送信ポ
イントからのジョイント送信に関する有用な送信層の推奨される個数に対応する。
【００６４】
　アグリゲーテッドＣＱＩ（ａｇｇｒｅｇａｔｅｄ　ＣＱＩ）またはジョイントＣＱＩは
、複数のＣＳＩ－ＲＳリソースに対応する、複数の送信ポイントからの符号語のジョイン
ト送信に適用可能なＣＱＩに対応する。アグリゲーテッドＣＱＩは、ある種のプリコーデ
ィングベクトルまたはプリコーディング行列が、ＣＳＩ－ＲＳリソースに対応するいくつ
かのまたは各送信ポイントで使用されると仮定して、推定される。また、アグリゲーテッ
ドＣＱＩは、これらのＣＳＩ－ＲＳリソースに対応する送信ポイントで使用されるプリコ
ーダの間のある種の関係を仮定して推定される。たとえば、他の企図される仮定の中でも
、プリコーダの間の相対位相が、送信ポイントからの信号がコヒーレントに組み合わされ
（ゼロ位相差を伴う）または事前に決定された位相差を伴って組み合わされるようになっ
ていると仮定される。
【００６５】
　本明細書で言及されるように、アグリゲーテッドＰＭＩ（ａｇｇｒｅｇａｔｅｄ　ＰＭ
Ｉ）またはグローバルＰＭＩは、複数のＣＳＩ－ＲＳリソースに対応する、複数の送信ポ
イントからの送信の推奨されるプリコーディング行列に対応する。推奨されるプリコーデ
ィング行列の次元は、たとえば、少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳリソースからのアンテナ
ポートの総数に層（またはランク）の個数を乗じたものに対応する。
【００６６】
　本明細書で言及するように、ポイント間位相インジケータまたは組み合わせるインジケ
ータは、送信ポイントにおいて使用されるプリコーディング行列の少なくとも１対につい
て、少なくとも１つの送信層に関する推奨されるポイント間位相差に対応する。ポイント
間位相インジケータは、同等に、おそらくはＣＳＩ－ＲＳリソースの関係するセットがＣ
ＳＩ測定に使用される場合に「ＣＳＩ－ＲＳリソース間インジケータ」またはおそらくは
共通基準信号（ＣＲＳ）がＣＳＩ測定に使用される場合に「ＣＲＳ間」もしくは「セル間
」ＣＱＩと呼ばれる。
【００６７】
　また、本明細書で言及される時に、用語「送信ポイントのセットのＣＳＩ」は、送信ポ
イントのこのセットの任意のサブセットから導出された任意のタイプのチャネル状態情報
を指す。たとえば、送信ポイントのセットのＣＳＩは、チャネル品質情報、ランクインジ
ケーション、プリコーディング行列インジケーション、および／または任意のタイプの明
示的なもしくは暗黙のフィードバックを含む。送信ポイントのセットのＣＳＩは、本明細
書で開示されるように、これまでに定義されていない、複数の送信ポイントの機能である
、あるタイプのチャネル状態情報をも含む。
【００６８】
　諸実施形態は、地理的に分離された送信ポイントに関係するＣＳＩを効率的に評価し、
かつ／または報告するために個別にまたは組み合わせて使用できるデバイスおよび技法を
企図するものである。１つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、異なるサブフレーム
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内でのＣＳＩ報告のために構成された、異なる送信ポイント（またはＣＳＩ－ＲＳリソー
ス）またはそのサブセットのＣＳＩを報告する。送信ポイントのサブセットは、より上の
層（たとえば、ＲＲＣシグナリングまたはＭＡＣシグナリング）から各サブセットの一部
である送信ポイント（またはＣＳＩ－ＲＳなどの対応する基準信号）を受信すること、お
よび／または送信ポイントから受信された信号の１つもしくは複数の特性のうちの１つま
たは複数に基づいて決定される。たとえば、信号の特性は、各Ｔｘポイントから送信され
たＣＳＩ－ＲＳ（チャネル状態インジケータ基準信号）と、各ポイントから送信されたＣ
ＲＳ（共通基準信号）と、各ポイントから送信された基準信号を導出するのに使用された
物理セルアイデンティティと（たとえば、送信ポイントのサブセットは、特定のセルから
のすべての送信ポイントに対応するように定義される、および各送信ポイントから受信さ
れた信号の品質メトリック（受信信号強度、受信信号品質、および／またはチャネル品質
情報など）とを含むが、これに限定されない。
【００６９】
　たとえば、送信ポイントの２つのサブセットが定義され、ここで、一方のサブセットは
、正確でタイムリーなＣＳＩ情報が要求される相対的に高い電力レベルで受信される送信
ポイントに対応し（たとえば、「アクティブ」サブセット）、他方のサブセットは、ＣＳ
Ｉ情報が、少なくとも非常に頻繁には要求されない、相対的に低いレベルで受信される送
信ポイントに対応する（たとえば、「監視される」サブセット）。ネットワークは、どの
送信ポイントが各サブセットの一部であるのかを決定し、無線リソース制御シグナリング
を使用して、Ｔｘポイントのアクティブサブセットおよび監視されるサブセットを示すこ
とができる。あるいは、ＷＴＲＵは、受信信号強度が、より上の層を介してネットワーク
によってシグナリングされ、かつ／またはたとえば最良の送信ポイントの受信信号強度の
関数とすることができるしきい値より大きいまたはこれより小さい（いくつかの実施形態
では、おそらくは事前定義の時間の期間にわたってしきい値より大きいまたはこれより小
さい）のどちらであるのかを決定することによって、ある送信ポイントがアクティブグル
ープまたは監視されるグループのどちらに属するのかを決定することができる。アクティ
ブセットの構成は、たとえば、ＷＴＲＵに非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースのセットおよ
び／またはいくつかの実施形態でセルアイデンティティのセットを供給することによって
、行うことができる。
【００７０】
　もう１つの例では、送信ポイントの第１サブセット（たとえば、「サービング」サブセ
ット）は、ＷＴＲＵのサービングセルによって使用される送信ポイントのセットとして定
義されるが、送信ポイントの他のサブセット（たとえば、「非サービング」サブセット）
は、それらがそこから送信されるセルに従って定義される。もう１つの例では、１つのサ
ブセットが、「サービング」送信ポイントとして識別される単一の特定の送信ポイントを
含み、少なくとも１つの他のサブセットが、「援助する」送信ポイントとして識別される
少なくとも１つの送信ポイントを含む。ＷＴＲＵがそれに関して送信ポイントの特定のサ
ブセットのＣＳＩを報告するサブフレームは、システムフレーム番号およびサブフレーム
番号の特定の関数によって決定される。たとえば、この関数は、それに関して送信ポイン
トの特定のサブセットのＣＳＩの少なくとも一部が報告されるサブフレームが周期的に発
生するように定義される。諸実施形態は、同一の送信ポイントのＣＳＩの異なる部分（た
とえば、ＲＩおよびＰＭＩ／ＣＱＩ）がサブフレームの異なる周期的セットを使用するこ
とを認めるものである。周期性（および／またはオフセット）は、送信ポイントの異なる
サブセットまたはＣＳＩの異なるタイプもしくは異なる部分について異なる。これは、た
とえば、ＷＴＲＵが、送信ポイントの第１サブセット（「アクティブ」サブセットまたは
「サービング」サブセット）について、送信ポイントの第２サブセット（「監視される」
サブセットまたは「非サービング」サブセット）より頻繁にＣＳＩを送信することを可能
にすることができる。どのサブフレーム内で特定のサブセットが報告されるのかを決定す
る特定の関数のパラメータは、より上の層（たとえば、ＲＲＣシグナリング）によって供
給される。たとえば、より上の層は、おそらくはこれらのパラメータをそれから導出でき
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る単一のインデックスを介して、送信ポイントのサブセットごとの周期性およびオフセッ
トならびに／またはＣＳＩの諸部分を提供する。諸実施形態は、第２サブセットの周期性
が、第１サブセットの周期性の所定の倍数またはシグナリングされた倍数として決定され
ることをも企図するものである。また、たとえば、１つまたは複数の実施形態は、ある種
のサブセットについて、周期的報告が全くないことを企図するものである。これらのサブ
セットについて、ＣＳＩは、非周期的ＣＱＩ／ＣＳＩ要求がＷＴＲＵによって受信される
場合に報告され、いくつかの実施形態では、おそらく、非周期的ＣＱＩ／ＣＳＩ要求がＷ
ＴＲＵによって受信される場合に限って報告される。
【００７１】
　諸実施形態は、送信ポイントのある種のサブセットについて報告されるＣＳＩのタイプ
が、送信ポイントの他のサブセットに関するものと異なることを企図するものである。よ
り一般的に、ＣＳＩのどの部分がどのサブフレーム内で報告されるのかを定義するＣＳＩ
報告モードは、送信ポイントのサブセットごとに異なる。たとえば、送信ポイントの第１
サブセットのＣＳＩフィードバックは、ＰＵＣＣＨ　ＣＳＩ報告モード２－１（サブバン
ドＣＱＩが報告される）について構成されることができ、送信ポイントの第２サブセット
のＣＳＩフィードバックは、ＰＵＣＣＨ　ＣＳＩ報告モード１－１（広帯域ＣＱＩが報告
される）について構成されることができる。もう１つの例では、送信ポイントの第１サブ
セットのＣＳＩフィードバックは、ＰＵＳＣＨ報告モード２－２（サブバンドＰＭＩおよ
びＣＱＩが報告される）について構成されることができ、送信ポイントの第２サブセット
のＣＳＩフィードバックは、ＰＵＳＣＨ報告モード１－２（広帯域ＣＱＩおよびサブバン
ドＰＭＩが報告される）またはＰＵＳＣＨ報告モード３－１（広帯域ＰＭＩおよびサブバ
ンドＣＱＩが報告される）について構成されることができる。
【００７２】
　１つまたは複数の実施形態は、ＷＴＲＵが、前のサブフレーム（ｎ－ｋ）（ただし、ｋ
は事前に定義されまたはシグナリングされる）内に非周期的ＣＳＩ要求を受信する場合に
、ＷＴＲＵが、特定のサブセットのＣＳＩを所与のサブフレーム（ｎ）にも報告すること
を企図するものである。そのような非周期的ＣＳＩ要求は、たとえば、ダウンリンク制御
情報（ＤＣＩ）の特定のフィールドに値のサブセットのうちの少なくとも１つをセットす
ることによって、物理層でシグナリングされ、ここで、ＤＣＩは、アップリンクグラント
をシグナリングしつつあり、ＰＤＣＣＨまたは機能強化された制御チャネル（Ｅ－ＰＤＣ
ＣＨ）などの別のダウンリンク制御チャネルを介して送信される。ＷＴＲＵがそれに関し
てＣＳＩを報告するサブセット（またはサブセットのセット）は、（１）非周期的ＣＳＩ
要求を含むダウンリンク送信の特性、（２）おそらくはシステムフレーム番号およびサブ
フレーム番号に関して表される、要求が受信されるサブフレーム（ｎ－ｋ）またはＣＳＩ
が報告されるサブレーム（ｎ）のタイミング、（３）非周期的ＣＳＩ要求と同一のサブフ
レームにおいて受信される（送信される）ＣＳＩ－ＲＳのセットまたは非周期的ＣＳＩ要
求のｘ－ｙサブフレーム内で受信されまたは送信されるＣＳＩ－ＲＳのセット（ここで、
ｘは非周期的ＣＳＩ要求が受信されるサブフレームであり、ｙは所定のまたは構成された
値である）、（４）非周期的ＣＳＩ要求と同一のサブフレームにおいて受信される（送信
される）ＣＳＩ－ＲＳのセットまたは非周期的ＣＳＩ要求のｘ－ｙサブフレーム内で受信
されまたは送信されるＣＳＩ－ＲＳのセット（ここで、ｘは非周期的ＣＳＩ要求が受信さ
れるサブフレームであり、ｙは所定のまたは構成された値である）、（５）非周期的ＣＳ
Ｉ要求と同一のサブフレームにおいて受信される（送信される）ＣＳＩ－ＲＳのセットま
たは非周期的ＣＳＩ要求のｘ－ｙサブフレーム内で受信されまたは送信されるＣＳＩ－Ｒ
Ｓのセット（ここで、ｘは非周期的ＣＳＩ要求が受信されるサブフレームであり、ｙは所
定のまたは構成された値である）、（６）非周期的ＣＳＩ要求を含んだダウンリンク制御
シグナリングによって示されるアップリンク送信の特性、および／または（７）ＣＳＩが
それに関して報告される送信ポイントのサブセットが非周期的ＣＳＩ要求を示すダウンリ
ンク制御シグナリングの送信に使用される送信ポイントのサブセットに対応することを示
す非周期的ＣＳＩ要求フィールドのコードポイント予約など、上記の組合せのうちの１つ
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または複数に従って決定され、かつ／または導出される。
【００７３】
　一例では、非周期的ＣＳＩ要求を含むダウンリンク送信の特性は、（１）ＵＥに関する
非周期的ＣＳＩ要求を含むダウンリンク制御シグナリング（ＰＤＣＣＨなど）からのイン
ジケーション（たとえば、インジケーションは、ＣＱＩ要求フィールドなどの既存のフィ
ールドまたはおそらくはこれまで未定義のＤＣＩフォーマットでのフィールドの特定のコ
ードポイント（１つまたは複数）によって提供される）、（２）非周期的ＣＳＩ要求を含
むダウンリンク制御チャネル（たとえば、発展型ＰＤＣＣＨなど）の送信に使用される送
信ポイント（１つまたは複数）（たとえば、ダウンリンク制御シグナリングが機能強化さ
れた制御チャネルを通じて伝えられる場合に、ＷＴＲＵがそれに関してＣＳＩを報告する
送信ポイントのサブセットは、機能強化された制御チャネルの送信に使用される送信ポイ
ントのセットに対応することができる、（３）非周期的ＣＳＩ要求を含むダウンリンク制
御シグナリングがそこから送信されるセル（たとえば、ＷＴＲＵは、このセルに対応する
送信ポイントのサブセットのＣＳＩを報告し、いくつかの実施形態では、ＷＴＲＵは、こ
のセルに対応する送信ポイントのサブセットのＣＳＩだけを報告する）、および／または
（４）それに関するフィードバックがＣＳＩ要求フィールドの値に従って提供されるセル
のサブセット（たとえば、ＷＴＲＵは、セルのサブセットに対応する送信ポイントのサブ
セットのＣＳＩを報告する）を含むが、これに限定されない。
【００７４】
　１つまたは複数の実施形態は、ＷＴＲＵが、所与のサブフレーム内で、次のうちの１つ
または複数に従って決定される送信ポイントのサブセットのＣＳＩを報告することを企図
するものである。（１）それに関してＣＳＩを報告すべき送信ポイントもしくは送信ポイ
ントのサブセットおよび／またはＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの最大個数Ｍの決定
。この値は、事前に決定されまたはより上の層によってシグナリングされる、および／ま
たは（２）関連するメトリックの値（１つまたは複数）がＣＳＩ報告のために構成された
すべての送信ポイント（またはそのサブセット）の中で最大の値であり、かつ／またはあ
るしきい値を超えるＭ個までの送信ポイントまたはそのサブセットの選択。関連するメト
リックは、対応する送信ポイント（１つまたは複数）から受信された信号の品質および／
またはこれらの送信ポイント上での送信の期待される性能を表す。１つまたは複数の実施
形態では、このメトリックは、各送信ポイントまたは送信ポイントの各サブセットに関連
付けられる。
【００７５】
　諸実施形態は、単一のメトリックがＭ個の送信ポイントの選択に関連付けられることを
も企図するものである。たとえば、送信ポイントの選択は、（１）送信ポイントの広帯域
ＣＱＩもしくは送信ポイントのサブセットに関するプリコーディング行列にわたる最良の
可能な広帯域ＣＱＩ、（２）報告が特定のサブバンドに関する場合にはサブバンドＣＱＩ
、もしくは最良のプリコーディング行列（送信ポイントのサブセットの）を使用するサブ
バンドにわたるサブバンドＣＱＩの最大値、（３）送信ポイント（１つまたは複数）から
の受信信号強度（ＲＳＲＰ）、（４）送信ポイント（１つまたは複数）からの受信信号品
質（ＲＳＲＱ）、（５）選択された送信ポイントからの仮説の送信に関する期待されるス
ループット、および／または（６）選択された送信ポイントからの仮説の送信に関する最
大ランク（同一のまたは異なる層（１つまたは複数）および／またはフロー（１つまたは
複数）は、いくつかの送信ポイントまたは各送信ポイントから受信される）のうちの１つ
または複数に基づく。
【００７６】
　諸実施形態は、ＷＴＲＵが、（１）おそらくは少なくとも１つのプリコーディング行列
を仮定して、たとえばＣＱＩ、ＲＳＲＰ、および／もしくはＲＳＲＱなどまたは類似物に
よって測定される最良のチャネル品質を提供する送信ポイントを選択することと、（２）
性能メトリック（スループットまたはＳＩＮＲその他など）が事前定義のしきい値を超え
て改善される場合に、およびいくつかの実施形態では性能メトリック（スループットまた
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はＳＩＮＲその他など）が事前定義のしきい値を超えて改善される場合に限って、送信ポ
イントの報告されるセットにもう１つの送信ポイントを追加することとのうちの１つまた
は複数に従って、Ｍ個までの送信ポイントを選択することを企図するものである。１つま
たは複数の実施形態では、本明細書で説明されるＭ個の送信ポイントの選択に関連するメ
トリックは、事前定義の時間の期間にわたって永続する。たとえば、メトリックが、ＣＱ
Ｉレポートに頼る場合には、送信ポイントは、測定された品質がある時間の期間にわたっ
てしきい値より大きい／小さい場合に選択される。
【００７７】
　諸実施形態は、アクティブ化状態が、送信ポイント（１つまたは複数）またはそのサブ
セット（１つまたは複数）について定義されることを企図するものである。所与のサブフ
レーム内で、ＷＴＲＵは、「アクティブ」状態である送信ポイント（１つまたは複数）お
よび／またはそのサブセット（１つまたは複数）のＣＳＩを報告する。１つまたは複数の
実施形態では、ＷＴＲＵは、非アクティブ送信ポイント（１つまたは複数）またはそのサ
ブセット（１つまたは複数）に関連する基準信号（１つまたは複数）の品質を測定しない
。アクティブ化状態は、（１）送信ポイント（１つまたは複数）もしくはそのサブセット
（１つまたは複数）の構成の後に初期アクティブ化状態を「アクティブ」もしくは「非ア
クティブ」のいずれかにセットすること、および／または（２）アクティブ化コマンドも
しくは非アクティブ化コマンドの受信を通じて明示的なアクティブ化もしくは非アクティ
ブ化のうちの１つまたは複数を使用して決定される。コマンドは、たとえば、次の特性す
なわち、ＤＣＩが少なくとも１つのＣｏＭＰ機能の使用を示す無線ネットワーク識別子（
Ｒａｄｉｏ－Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ、ＲＮＴＩ）を使用してスクランブ
ルされ、ＣｏＭＰが送信に適用可能であることを少なくとも１つの無線リソース割当（た
とえば、ダウンリンク割当）が示すようにＤＣＩが前記割当を示し、かつ／またはＰＤＣ
ＣＨ制御シグナリング（たとえば、ＤＣＩ）の受信からなどの物理層シグナリングが少な
くとも１つのＣｏＭＰ機能のアクティブ化および／または非アクティブ化のインジケーシ
ョン（たとえば、１ビット）を含む場合の上記特性のいずれかのうちの１つまたは複数と
共に前記シグナリングによって伝えられる。さらに、コマンドは、ＭＡＣ層シグナリング
（たとえば、ＭＡＣ制御要素）および／またはＲＲＣシグナリングの一方または両方によ
って伝えられる。諸実施形態は、たとえば、送信ポイントもしくはそのサブセットに関連
するメトリックがしきい値未満になり、ＷＴＲＵがＷＴＲＵへの送信のために送信ポイン
トもしくはそのサブセットを利用し始めるようにネットワークをトリガする１つまたは複
数の測定値を報告し、かつ／または送信ポイント（１つまたは複数）もしくはそのサブセ
ットを利用するネットワークからの最後の送信時に開始（または再開始）されたタイマが
満了するなど、１つまたは複数の条件が検出される時に、暗黙の非アクティブ化が発生す
ることを企図するものである。
【００７８】
　前に説明したシグナリング方法のうちの１つまたは複数について、１つまたは複数の実
施形態は、ＷＴＲＵがＣｏＭＰ機能のアクティブ化／非アクティブ化を肯定応答するため
にＨＡＲＱ　Ａ／Ｎを送信することを企図するものである。さらに、シグナリング手順は
、たとえば、ＣＳＩ報告／モードおよび／または報告するＣｏＭＰセット、および／また
はフィードバックフォーマット、および／または使用すべきフィードバックリソースの構
成へのインデックステーブル（たとえば、００、０１、１０、１１）に基づいて構築され
る。
【００７９】
　諸実施形態は、ＣＳＩ報告もしくは測定値報告のためにアップリンクにおける送信ポイ
ントのセットおよび／または非周期的ＣＳＩ要求もしくはデータ送信のためにダウンリン
ク制御シグナリング（ＰＤＣＣＨまたは機能強化されたＰＤＣＣＨのＤＣＩフォーマット
など）での送信ポイントのセットを示すのに使用される技法を企図するものである。たと
えば、ＷＴＲＵは、各ビット位置が特定の送信ポイントまたはそのサブセットに対応する
ビットマップによって、送信ポイント（１つまたは複数）または送信ポイントのサブセッ
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ト（１つまたは複数）を示す（またはそのＷＴＲＵへ示させる）。もう１つの例では、送
信ポイント（１つまたは複数）のサブセットは、関係するシグナリング（ＣＱＩレポート
、ＤＣＩなど）の送信のサブフレームのタイミング、関係するシグナリングの送信に使用
される送信ポイントなど、関係するシグナリングの送信の特性によって暗黙のうちに示さ
れる。もう１つの例では、ビットの事前定義のシーケンスが、ＣＳＩが報告されない送信
ポイントのＣＳＩを置換するのに使用される。もう１つの例では、インデックスが、構成
内でいくつかのまたは各ＣＳＩ－ＲＳリソースに関連付けられる。ＷＴＲＵは、関連する
ＣＳＩレポートと一緒にこのインデックスを報告する。インデックスは、明示的に供給さ
れ、またはたとえばＲＲＣメッセージ内の受信された構成の順序に従ってＷＴＲＵにおい
て暗黙のうちに決定される。
【００８０】
　諸実施形態は、Ｋ個の送信ポイントのセットのＣＳＩフィードバックのコンポーネント
を企図するものである。ＣＳＩフィードバックの決定の基礎として使用される測定値は、
次の信号のセットすなわち、ＣＳＩ－ＲＳ基準信号、ＣＲＳ基準信号、および／または他
のタイプの基準信号のうちの少なくとも１つから導出される。そのような基準信号は、セ
ットの第ｋ送信ポイントのＡｋ個の（基準信号）アンテナポート上で送信される。いくつ
かのまたは各送信ポイントのアンテナポートの構成ならびに関連する基準信号の１つまた
は複数のマッピング技法が、諸実施形態によって企図されている。
【００８１】
　１つまたは複数の実施形態は、ＷＴＲＵが、セットのＫ個の送信ポイントのいくつかま
たはすべてを介するジョイント送信のために達成される「ジョイントランクインジケーシ
ョン」ＲＩｊｏｉｎｔまたは「共通ランクインジケーション」を報告することを企図する
ものである。ジョイントランクインジケーションは、たとえば、Ｋ個の送信ポイントを介
するジョイント送信に関する有用な送信層（またはランク）の推奨される個数として解釈
される。ＷＴＲＵは、第ｋ送信ポイント上で、およびいくつかの実施形態で第ｋ送信ポイ
ントのみ上での送信に関して有用な送信層（またはランク）の推奨される個数に対応する
ポイントごとのランクインジケーションＲＩｋを報告する。ポイントごとのランクインジ
ケーションは、たとえばＣＳＩ評価がＣＳＩ－ＲＳ測定値に基づく場合に、「ＣＳＩ－Ｒ
Ｓリソースごとのランクインジケーション」とも呼ばれる。
【００８２】
　諸実施形態は、ポイントごとのランクインジケーションが、無条件のポイントごとのラ
ンクインジケーションおよび／または条件付きのポイントごとのランクインジケーション
を含むことを企図するものである。無条件のポイントごとのランクインジケーションＲＩ

ｋは、他のＴＷＲＵ（１つまたは複数）の他の送信ポイント上で利用されるプリコーディ
ングに関する仮定を全く伴わずに、送信ポイントｋを介するＷＴＲＵ（および、いくつか
の実施形態では、おそらくはＷＴＲＵだけ）への送信を示す。条件付きのポイントごとの
ランクインジケーションＲＩｋは、他のＷＴＲＵヘの送信が１つまたは複数のプリコーダ
を用いて他の送信ポイント上で行われることを仮定して、送信ポイントｋを介するＷＴＲ
Ｕ（および、いくつかの実施形態では、おそらくはＷＴＲＵだけ）への送信を示す。１つ
または複数のプリコーダは、その使用がＷＴＲＵヘの最大の干渉をもたらす他の送信ポイ
ントについて、ＷＴＲＵによって示される。あるいはまたはそれに加えて、１つまたは複
数の実施形態では、１つまたは複数のプリコーダは、その使用がＷＴＲＵへの最小の干渉
をもたらす他の送信ポイントについて、ＷＴＲＵによって示される。１つまたは複数のプ
リコーダは、「ゼロ」プリコーダ（たとえば、送信なしまたは「ミュート」）を含む。プ
リコーダのサブセットからのプリコーダは、許容されるプリコーダのセットからまたは制
限されたプリコーダのセットの外部からなど、他の送信ポイントについてＷＴＲＵによっ
て示される。そのようなプリコーダの使用は、ＷＴＲＵが、関連する送信ポイントからデ
ータを正しく受信することを可能にする。ＷＴＲＵは、関連する複数の送信ポイントから
独立にデータを受信する。ランクインジケーション（１つまたは複数）は、たとえば、周
波数帯全体について、またはサブバンドの特定のセットについて、報告される。
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【００８３】
　１つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、送信パラメータ（たとえば、変調、符号
速度、トランスポートブロックサイズ）の少なくとも１つの組合せに対応する少なくとも
１つのチャネル品質インデックス（ＣＱＩ）を報告する。たとえば、この組合せは、ある
種のＣＳＩ基準リソースを占有する単一のＰＤＳＣＨトランスポートブロック（たとえば
、符号語）が、事前に決定されるしきい値（たとえば、０．１など）を超えないトランス
ポートブロックエラー確率で受信されることができるようにするものである。異なるタイ
プのＣＱＩは、本明細書で説明するように、Ｋ個の送信ポイントを介する送信の仮定され
るタイプに基づいて定義される。
【００８４】
　諸実施形態は、ＣＱＩが、「ジョイントＣＱＩ」または「アグリゲーテッドＣＱＩ」（
ＣＱＩｊｏｉｎｔ）および「ポイントごとのＣＱＩ」または「ＣＳＩ－ＲＳリソースごと
のＣＱＩ」（ＣＱＩｋ）など複数のタイプを含むことを企図するものである。ジョイント
（またはアグリゲーテッド）ＣＱＩ（ＣＱＩｊｏｉｎｔ）は、セットのＫ個すべての送信
ポイントを介する符号語のジョイント送信に関するＣＱＩを含む。ＷＴＲＵがジョイント
ＣＱＩを使用する時には、それに関してＣＱＩがフィードバックされようとしているセッ
トにおけるポイントの送信状態に関する仮定が行われる。たとえば、ポイントは、次の状
態すなわち、ＷＴＲＵに送信中、ＷＴＲＵに干渉中（たとえば、別のＷＴＲＵに送信中）
、ミュートされている（たとえば、ブランクにされている）、または未知のうちの１つで
ある。未知状態（１つまたは複数）は、ＷＴＲＵが、ポイントの送信状態に関して仮定を
設けないことを示し、ポイントは、３つの前述の定義された状態のうちの１つである。Ｗ
ＴＲＵに送信中と仮定されるポイントは、コヒーレントにまたは非コヒーレントに送信す
る。ＷＴＲＵは、送信するポイントに対して行われた仮定に基づいて、コヒーレントジョ
イント（またはアグリゲーテッド）ＣＱＩおよび非コヒーレントジョイント（またはアグ
リゲーテッド）ＣＱＩをフィードバックする。ジョイント（またはアグリゲーテッド）Ｃ
ＱＩは、コヒーレントジョイントＣＱＩおよび非コヒーレントジョイントＣＱＩを含む。
コヒーレントジョイント（またはアグリゲーテッド）ＣＱＩは、符号語のシンボルが、お
そらくは本明細書で説明される組み合わせる行列または組み合わせるインジケータに従っ
て、各Ｋ個の送信ポイントで使用されるプリコーダの間の決定された関係を使用してＫ個
までの送信ポイント上で送信されると仮定する。たとえば、プリコーダの間の相対位相が
、送信ポイントからの信号がコヒーレントに（ゼロ位相差で）組み合わされ、または事前
に決定された位相差で組み合わされるようなものであると仮定される。非コヒーレントジ
ョイント（またはアグリゲーテッド）ＣＱＩは、符号語のシンボルが、いくつかのまたは
各Ｋ個の送信ポイントで使用されるプリコーダの間の決定された関係なしに、Ｋ個までの
送信ポイントを介して送信されると仮定する。
【００８５】
　諸実施形態は、たとえば、複数の送信ポイントからの送信に関してＣＱＩを評価するこ
とを企図するものである。１つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵ構成に
従ってＣＳＩ－ＲＳ信号またはＣＲＳ信号が存在することが分かっている少なくとも１つ
のリソース要素の受信信号強度ＳＲＳ，ｉを推定する。比Ｐｃ，ｉが、この基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳまたはＣＲＳ）のリソース要素あたりのエネルギ（ｅｎｅｒｇｙ　ｐｅｒ　ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ、ＥＰＲＥ）と少なくとも１つのリソース要素のＰＤＳ
ＣＨ送信のＥＰＲＥとの間で決定される。ＷＴＲＵは、ＰＤＳＣＨ送信の信号強度ＳＰＤ

ＳＣＨと干渉Ｉとの間の比として仮説のＰＤＳＣＨ送信の信号対干渉比（ＳＩＲ）を評価
し、ここで、ＳＰＤＳＣＨは、少なくとも１つの（ＳＲＳ，ｉ／Ｐｃ，ｉ）項の関数、た
とえば、ＳＰＤＳＣＨ＝Ｓｕｍ＿ｏｖｅｒ＿ｉ（ＳＲＳ，ｉ／Ｐｃ，ｉ）などとして決定
される。干渉Ｉは、たとえば、他の技法の中でも、ネットワークによって提供される他の
リソース要素からのエネルギを測定することによって推定される。
【００８６】
　ポイントごとのＣＱＩまたはＣＳＩ－ＲＳリソースごとのＣＱＩ（ＣＱＩｋ）は、第ｋ
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送信ポイントを介する、およびいくつかの実施形態ではおそらく第ｋ送信ポイントだけを
介する、このＷＴＲＵへの符号語の送信に関するＣＱＩを含む。ポイントごとのＣＱＩは
、無条件のポイントごとのＣＱＩｋおよび条件付きのポイントごとのＣＱＩｋを含む。無
条件のポイントごとのＣＱＩｋは、他のＷＴＲＵに関する他の送信ポイント上で利用され
るプリコーディングに関する仮定なしでまたはＷＴＲＵへの独立データについて、送信ポ
イントｋを介する（およびおそらくは送信ポイントｋだけを介する）このＷＴＲＵへの符
号語の送信のＣＱＩを示す。条件付きのポイントごとのＣＱＩｋは、他のＷＴＲＵの送信
が１つまたは複数のプリコーダを用いて他の送信ポイントで行われると仮定して、送信ポ
イントｋを介する（およびおそらくは送信ポイントｋだけを介する）このＷＴＲＵへの符
号語の送信のＣＱＩを示す。プリコーダ（１つまたは複数）は、その使用がＷＴＲＵへの
最大の干渉をもたらす他の送信ポイントについて、ＷＴＲＵによって示される。プリコー
ダ（１つまたは複数）は、ＷＴＲＵへの最小の干渉をもたらす他の送信ポイントについて
、ＷＴＲＵによって示される。プリコーダ（１つまたは複数）は、「ゼロ」プリコーダ（
たとえば、送信なしまたは「ミュート」）を含む。プリコーダのサブセットからのプリコ
ーダは、たとえば許容されるプリコーダのセットからまたは制限されたプリコーダのセッ
トの外部からなど、他の送信ポイントについてＷＴＲＵによって示される。そのようなプ
リコーダの使用は、ＷＴＲＵが、関連する送信ポイントからデータを正しく受信すること
を可能にする。ＣＱＩは、たとえば、周波数帯全体について、またはサブバンドの特定の
セットについて、報告される。
【００８７】
　ＣＱＩの上記のタイプ／サブタイプのうちの複数が、少なくとも１つの符号語について
報告される場合には、ＷＴＲＵは、第１の符号語に適用可能なＣＱＩの第１のタイプ／サ
ブタイプについて、ＣＱＩのこの第１のタイプ／サブタイプの値と同一の符号語または第
２の符号語に適用可能なＣＱＩの第２のタイプ／サブタイプの値との間の差を報告する。
たとえば、符号語のＣＱＩの第２のタイプ／サブタイプは、ＣＱＩのそれぞれの第１のタ
イプ／サブタイプに関して差分的に符号化される。
【００８８】
　１つまたは複数の実施形態は、ＷＴＲＵが、Ｋ個の送信ポイントのセットに適用可能な
少なくとも１つのプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）を報告することを企図す
るものである。ＰＭＩは、グローバルプリコーディング行列インジケータ、ローカルプリ
コーディング行列インジケータ、および干渉プリコーディング行列インジケータを含む。
【００８９】
　少なくとも１つのグローバルプリコーディング行列インジケータは、次元（Ａ１＋Ａ２

＋…ＡＫ）ｘＲＩｊｏｉｎｔのグローバル（または「アグリゲーテッド」）プリコーディ
ング行列Ｗに対応する。この行列は、Ｋ個の送信ポイントのいくつかまたはすべてからの
ＲＩｊｏｉｎｔ個の層のいくつかまたはすべてを介するこのＷＴＲＵに関するデータの送
信について推奨されるプリコーダを表す。１つまたは複数の実施形態では、グローバル（
またはアグリゲーテッド）ＰＭＩの解釈は、最後の報告されたジョイントランクインジケ
ーションＲＩｊｏｉｎｔに依存する。
【００９０】
　送信ポイントｋのローカル（または「ポイントごと」もしくは「ＣＳＩ－ＲＳリソース
ごと」）のプリコーディング行列インジケータは、次元ＡｋｘＲＩｋの行列Ｗｋを含む。
この行列は、第ｋ送信ポイントからのＲＩｋ個の層のそれぞれを介するこのＷＴＲＵのた
めのデータの送信について推奨されるプリコーダを表す。ローカル（またはポイントごと
）のＰＭＩの解釈は、最後の報告されたポイントごとのランクインジケータＲＩｋに依存
する。
【００９１】
　送信ポイントｋのプリコーディング行列インジケータは、行列Ｙｋを含む。この行列は
、第ｋ送信ポイントから別のＷＴＲＵのために送信されるデータなど、望まれないデータ
の送信に関して使用されるプリコーダを表す。このプリコーダは、少なくとも１つの送信



(25) JP 6162045 B2 2017.7.12

10

20

30

40

50

層についてＷＴＲＵへの最小の干渉をもたらす少なくとも１つの他のＷＴＲＵへの送信用
のプリコーダのうちの少なくとも１つに対応する。このプリコーダは、少なくとも１つの
送信層についてＷＴＲＵへの最大の干渉をもたらす少なくとも１つの他のＷＴＲＵへの送
信用のプリコーダにも対応する。
【００９２】
　諸実施形態は、１つまたは複数の送信ポイントｋ１のプリコーディング行列Ｗ’ｋのセ
ットがプリコーダのセットに対応することを企図するものである。プリコーディング行列
のセットは、プリコーダ行列のグループを含む。このセットは、ＷＴＲＵが他の送信ポイ
ント（１つまたは複数）（たとえば、ｋ２）からのおそらくは独立のデータを正しく受信
することを保証するために、送信ポイントｋ１によって使用されないプリコーダ（１つま
たは複数）のセットに対応する。このセットは、送信ポイントｋ１がＷＴＲＵによってフ
ィードバックされるプリコーダ行列インジケーションによって識別されるプリコーダを使
用しないことを選択する場合に、送信ポイントｋ１がプリコーダをそこから選択するプリ
コーダ（１つまたは複数）のセットに対応する。
【００９３】
　諸実施形態は、ローカル（またはポイントごとの）プリコーディング行列Ｗｋに対応す
る少なくとも１つのプリコーディング行列インジケータが、次のうちの１つまたは複数を
含むことを企図するものである。
　－　事前に定義されたマッピングに従ってプリコーディング行列Ｗｋに対応し、その解
釈が最後に報告されたポイントごとのランクインジケーションＲＩｋに依存する、単一の
インデックスｉｋと、
　－　事前に定義されたマッピングに従ってプリコーディング行列Ｗｋに対応し、それが
最後に報告されたポイントごとのランクインジケーションＲＩｋに依存する、一つまたは
２つのインデックスｉ１ｋおよび／またはｉ２ｋと。第１のインデックスｉ１ｋは、短期
的な基礎で変化しないプリコーディング行列のプロパティ、たとえば、アンテナポートの
少なくとも１つのグループに適用される重み（またはビーム）の少なくとも１つのセット
に対応し、アンテナポートのこの少なくとも１つのグループは、ポイントごとのランクイ
ンジケーションＲＩｋに依存する。第２のインデックスｉ２ｋは、短期的な基礎で変化す
るプリコーディング行列のプロパティ、たとえば、ＲＩｋ個の送信層のそれぞれについて
、アンテナポートのグループのそれぞれから選択されたビームおよびこれらのビームの間
の組み合わせる情報（たとえば、共位相）に対応する。
諸実施形態は、単一のインデックスまたは２つのインデックスのどちらがこの送信につい
て報告されるのかが、より上の層のシグナリングもしくは構成、および／または送信ポイ
ントにおけるアンテナの個数に依存することを企図するものである。
【００９４】
　諸実施形態は、グローバルプリコーディング行列Ｗに対応する１つまたは複数のプリコ
ーディング行列インジケータが、次のうちの１つまたは複数を含むことを企図するもので
ある。
　－　送信ポイントｋごとに、前に説明したようにローカルプリコーディング行列Ｗｋに
対応する少なくとも１つのポイントごとのプリコーディング行列インジケータ（たとえば
、ｉｋまたは対ｉ１ｋ、ｉ２ｋ）。
　－　次元（ＲＩ１＋ＲＩ２＋…＋ＲＩｋ）ｘＲＩｊｏｉｎｔの組み合わせる行列Ｗｃｏ

ｍｂに対応し、その解釈が最後に報告されたジョイントランクインジケーションＲＩｊｏ

ｉｎｔおよびおそらくはポイントごとのランクインジケータＲＩｋの可能なセットに依存
する、少なくとも１つの組み合わせるインジケータｉｃｏｍｂ（または、ポイント間イン
ジケータもしくはＣＳＩ－ＲＳリソース間インジケータ）。組み合わせる行列Ｗｃｏｍｂ

は、送信ポイントの組み合わされたセットのＲＩｊｏｉｎｔ個の送信層のそれぞれについ
て、各送信ポイントの最後に報告されたローカルプリコーダのどのビーム（存在する場合
に）が使用されるのかと、これらの送信ポイントのビームの間の共位相情報とを示す。こ
のインジケータは、たとえば、相対振幅情報をも提供する。
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プリコーディング行列インジケータのこのセットに対応するグローバルプリコーディング
行列Ｗは、次の例示的な式（行はセミコロンによって分離される）を用いて入手される。
　Ｗ＝［Ｗ１　０…０；０　Ｗ２　０…０；０　０　Ｗｋ…０；０…０　ＷＫ］ｘＷｃｏ

ｍｂ

【００９５】
　諸実施形態は、１つまたは複数の組み合わせるインジケータｉｃｏｍｂが、次のうちの
１つまたは複数を含むことを企図するものである。
　－　事前に定義されたマッピングによる特定の組み合わせる行列Ｗｃｏｍｂへの少なく
とも１つのインデックスと、
　－　グローバル（またはアグリゲーテッド）プリコーディング行列が、各層が多くとも
１つの送信ポイントを介して送信されるようになっているかどうか（すなわち、行列Ｗｃ

ｏｍｂが単位行列であるかどうか）のインジケーションと、
　－　送信層ごとに、各送信ポイントのローカル（またはポイントごとの）プリコーダに
またはその間で適用されなければならない位相差（または補正）の少なくとも１つのイン
ジケーションと。より多くのまたはより多くの実施形態では、特定の「基準」のポイント
ごとのプリコーダの位相差は、０に固定され、この場合に、位相差は、「ポイント間位相
情報」と呼ばれる。
【００９６】
　限定ではなく例として、諸実施形態は、少なくとも１つの送信層の量子化されたタイミ
ングオフセットΔτの送信ポイントごとに１つのインジケーション（基準は、一特定の送
信ポイントのタイミングである）、送信層ごとにコヒーレントな組合せのためにこの送信
ポイントのプリコーダに適用されなければならない位相差（または補正）の送信ポイント
ごとに１つのインジケーション（ｉｋ，ｃｏｍｂ）、および／または送信層ごとにコヒー
レントな組合せのためにこの送信ポイントのプリコーダに適用される位相差（または補正
）の送信ポイントごとに２つのインジケーション（ｉ１ｋ，ｃｏｍｂおよびｉ２ｋ，ｃｏ

ｍｂ）を企図するものであり、ここで、
　・１つのポイントごとのインジケーションｉ１ｋ，ｃｏｍｂは、量子化された位相補正
のＭ個の最上位ビットなどの短期的な基礎で変化しない位相補正のプロパティに対応し、
　・１つのポイントごとのインジケーションｉ２ｋ，ｃｏｍｂは、量子化された位相補正
のＬ個の最下位ビットなどの短期的な基礎で変化する位相補正のプロパティに対応する。
【００９７】
　諸実施形態は、グローバル（またはアグリゲーテッド）プリコーディング行列Ｗに対応
する１つまたは複数のプリコーディング行列インジケータが、次をも含むことを企図する
ものである。
　－　送信ポイントｋごとに、短期的な基礎で変化しないグローバル（またはアグリゲー
テッド）プリコーディング行列のプロパティ、たとえば、送信ポイントｋのアンテナポー
トの少なくとも１つのグループに適用される重み（またはビーム）の少なくとも１つのセ
ット（アンテナポートの少なくとも１つのグループは、ポイントごとのランクインジケー
ションＲＩｋまたはジョイント（または共通）ランクインジケーションＲＩｊｏｉｎｔに
依存する）に対応するインデックスｉ１ｋ、
　－　ｉ１ｋのインデックスのセットは、単一のジョイント（またはアグリゲーテッド）
長期プリコーディングインデックスｉ１ｊｏｉｎｔに連結され、および／または
　－　短期的な基礎で変化するグローバルプリコーディング行列Ｗのプロパティ、たとえ
ば、ＲＩｊｏｉｎｔ個の送信層のそれぞれについて、すべての送信ポイントからのアンテ
ナポートのグループのそれぞれから選択されたビームおよびこれらのビームの間の組み合
わせる情報（たとえば、共位相）に対応するインデックスｉ２ｃｏｍｂ。
【００９８】
　諸実施形態は、グローバル（またはアグリゲーテッド）プリコーディング行列Ｗが、短
期的な基礎で変化しないグローバルプリコーディング行列のプロパティに対応する単一の
インデッｉ１（およびおそらくは単一のインデックスｉ１）を含むことを企図するもので
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ある。たとえば、インデックスｉ１は、送信ポイントに適用される重みおよび／またはビ
ームのセットに対応する。グローバル（またはアグリゲーテッド）プリコーディング行列
Ｗは、送信ポイントｋごとにインデックスｉ２ｋを含む。インデックスｉ２ｋは、短期的
な基礎で変化する各ローカル（またはポイントごとの）プリコーディング行列のプロパテ
ィに対応する。たとえば、インデックスｉ２ｋは、は、重みの選択されたサブセットと、
ＲＩ個の送信層のそれぞれの各分極の間の共位相とに対応する。
【００９９】
　たとえば、ＷＴＲＵが、それぞれが４つのｘ－ｐｏｌ送信アンテナを有する２つの送信
ポイントから１つの層を受信する場合に、信号ｙ＝Ｗｘ＋ｚが受信され、ここで、ｙは、
受信された信号のｎｒ×１ベクトルであり、ｘは、送信された信号のｎｉ×１ベクトルで
あり（ｎｌ＝１である）、ｚは、ｎｒ×１雑音ベクトルであり、Ｗは、ｎｒ×ｎｌプリコ
ーディング行列である。送信ポイント「ａ」に割り当てられた４つのポートは、ａ１，ａ

２，ａ３，ａ４と表され、送信ポイント「ｂ」に割り当てられた４つのポートは、ｂ１，
ｂ２，ｂ３，ｂ４と表される。プリコーディング行列は、次のようにアンテナポートにマ
ッピングされる：Ｗ→［ａ１，ａ２，ｂ１，ｂ２，ａ３，ａ４，ｂ３，ｂ４］Ｔ。次のコ
ードブック構造を使用することができる（表２をも参照されたい）。
【０１００】
【数１】

【０１０１】
【数２】

【０１０２】
　ｖｍ＝［１　ｅｊ２Πｎ／３２　ｅｊ４Πｎ／３２　ｅｊ６Πｎ／３２］Ｔ

【０１０３】
【表２】

【０１０４】
　同一の長期／広帯域ＰＭＩ　ｉ１が、両方の送信ポイントによって使用される。各送信
ポイントは、それ自体の短期／狭帯域ｉ２（ｉ２ａおよびｉ２ｂなど）を有する。インデ
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ックスｉ１は、４ビットのフィードバックを必要とするが、インデックスｉ２ａは、４ビ
ットを必要とし、インデックスｉ２ｂは、２ビットを必要とする。たとえば、送信ポイン
トａでのプリコーディングは、ｉ１およびｉ２ａを必要とする。送信ポイントｂでのプリ
コーディングは、ｉ１、ｉ２ａ、およびｉ２ｂを必要とする。代替の送信ポイントｂは、
たとえば、フィードバックｉ１およびｉ２ｂだけを有する。送信ポイントｂでのｉ２ａへ
の依存性を除去するために、各送信ポイントでのコードブックは、次を含む（表３および
４を参照されたい）。
【０１０５】
【表３】

【０１０６】
【表４】

【０１０７】
この場合に、いくつかの送信ポイントまたは各送信ポイントは、たとえば、ｉ１（４ビッ
ト）ならびにそれぞれのｉ２（各４ビット）を受信する。
【０１０８】
　プリコーディング行列Ｗ’ｋのセットは、所定のマッピングに従ってプリコーディング
行列のグループに対応するインデックス（および、おそらくは単一のインデックス）を含
む。プリコーディング行列のグループの解釈は、最後に報告されたポイントごとのランク
インジケーションＲＩｋおよび／またはこのＷＴＲＵについて使用される所望のプリコー
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ディング行列に対応するプリコーディング行列インジケータに依存する。プリコーディン
グ行列のセットは、たとえば、そのグループ化がセットを構成する所定のマッピングに従
って特定のプリコーディング行列をそれぞれが示す複数のインデックスを含む。
【０１０９】
　１つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、少なくとも１つの送信ポイントに関する
少なくとも１つの電力調整インジケータ（ｐｏｗｅｒ　ａｄｊｕｓｔｍｅｎｔ　ｉｎｄｉ
ｃａｔｏｒ）ＰＡＩｋを報告する。電力調整インジケータＰＡＩｋは、送信ポイントｋか
らこのＷＴＲＵへの送信に関するＤＭ－ＲＳ基準信号およびデータシンボルのうちの少な
くとも１つに関する推奨される電力調整の値にマッピングする。これは、ネットワークが
すべての送信ポイントから受信される電力のバランスをよりよくとることを可能にする。
電力調整インジケータと実際の電力調整（たとえば、ｄＢ単位）との間のマッピングは、
たとえば、事前に定義され、またはより上の層によって供給される。１つまたは複数の実
施形態では、ＷＴＲＵは、ネットワークからのあるタイプの単一ポイント送信またはマル
チポイント送信を仮定して、チャネル状態情報を報告する。そのような送信仮説は、本明
細書で「送信状態」と呼ぶことができる。送信状態は、少なくとも１つの送信ポイントに
ついて、この送信ポイントが
　－　報告されたポイントごとのプリコーディング行列インジケータまたはアグリゲーテ
ッドプリコーディング行列インジケータに従ってＷＴＲＵに送信中である
　－　報告されたポイントごとのプリコーディング行列インジケータまたはアグリゲーテ
ッドプリコーディング行列インジケータに従って別のＷＴＲＵに送信中である、かつ／ま
たは
　－　どのＷＴＲＵにも送信していない（たとえば、ミュートされまたはブランクにされ
ている）
のどれであるのかに関する仮定を含む。
１つまたは複数の実施形態では、所与の送信状態について、少なくとも１つの送信ポイン
トについて行われる仮定がない。
【０１１０】
　送信ポイントは、送信中（Ｔ）、干渉中（Ｉ）（たとえば、たとえば別のＷＴＲＵへの
望まれない送信）、ブランクにされている（Ｂ）、および／または未知（Ｕ）などの送信
状態である。たとえば、ｎ個のポイントについて、４ｎ個までの可能な送信状態ベクトル
（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｓｔａｔｅ　Ｖｅｃｔｏｒ、ＴＳＶ）がある。いくつかの
または各送信状態ベクトルは、１つまたは複数の送信状態インジケータ（Ｔｒａｎｓｍｉ
ｓｓｉｏｎ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ、ＴＳＩ）によって示される。ＴＳＩは、
ＴＳＶにマッピングされるスカラ値またはＴＳＶ自体である。さらにまたはあるいは、Ｔ
ＳＩは、ＴＳＶを表すビットマップである。また、たとえば、ＷＴＲＵは、２つの送信す
るポイント、２つの干渉するポイント、および１つのブランクにされている／ミュートさ
れているポイントを含む５つのポイントに関する仮定を用いてフィードバックする。例示
的な対応するＴＳＩは、［Ｔ　Ｔ　Ｉ　Ｉ　Ｂ］などのベクトルを含む。例示的な対応す
るＴＳＩは、［Ｔ　Ｔ　Ｉ　Ｉ　Ｂ］などのベクトルにマッピングする値を含む。追加の
送信状態またはＴＳＩが、ジョイント送信がコヒーレント（すなわち、組み合わせるイン
ジケータまたはポイント間位相情報を使用する）または非コヒーレントのどちらと仮定さ
れるのかを示すために定義される。
【０１１１】
　諸実施形態は、ＷＴＲＵが、ある種の可能な送信状態について、およびいくつかの実施
形態でおそらくはある種の可能な送信状態だけについて、ＣＳＩを報告するように構成さ
れることを企図するものである。たとえば、ＷＴＲＵは、２つのポイントについてＣＳＩ
を報告するように構成され、次の送信状態についてＣＳＩを報告するように構成される。
　－　第２ポイントが別のＷＴＲＵに送信する、第１ポイントからの単一の送信（または
、前の用語法を使用すると、たとえば［Ｔ　Ｉ］）、
　－　第２ポイントがどのＷＴＲＵにも送信しない、第１ポイントからの単一の送信（ま
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たは、前の用語法を使用すると、たとえば［Ｔ　Ｂ］）、
　－　第１ポイントが別のＷＴＲＵに送信する、第２ポイントからの単一の送信（または
、前の用語法を使用すると、たとえば［Ｉ　Ｔ］）、
　－　第１ポイントがどのＷＴＲＵにも送信しない、第２ポイントからの単一の送信（ま
たは、前の用語法を使用すると、たとえば［Ｂ　Ｔ］）、および／または
　－　両方のポイントからのジョイント送信（または、前の用語法を使用すると、たとえ
ば［Ｔ　Ｔ］）。
諸実施形態は、ＷＴＲＵが潜在的にそれに関してＣＳＩを報告する送信状態のセットおよ
び／またはＴＳＶのセット（１つまたは複数）が、より上の層によって構成されることが
できることを企図するものである。
【０１１２】
　諸実施形態は、送信状態選択がネットワークによって制御されることを企図するもので
ある。ネットワークは、送信状態またはＴＳＩ値（１つまたは複数）（たとえば、ＣＳＩ
報告に対応するＴＳＩ値（１つまたは複数））を決定する。ネットワークは、より上の層
のシグナリングを介して、ＷＴＲＵが使用するＴＳＩおよび／またはＴＳＶを示す。ネッ
トワークは、たとえば、周期的または非周期的なフィードバックグラントのためにＷＴＲ
Ｕが使用するＴＳＩおよび／またはＴＳＶを示す。ＴＳＩは、非周期的フィードバックの
１つのインスタンスに使用され、または、半永続的な非周期的フィードバックグラントの
持続時間の間に使用される。１つまたは複数の実施形態では、ＴＳＩは、１つまたは複数
のサブフレーム番号に関連付けられる。この関連付けは、より上の層のシグナリングによ
って事前に構成される。１つまたは複数の実施形態では、ＴＳＩおよび／またはＴＳＶは
、以前のフィードバックに基づく。たとえば、ＷＴＲＵは、ＴＳＩおよび／またはＴＳＶ
が変化したことをネットワークに示すインジケータをフィードバックする。新しいＴＳＩ
および／またはＴＳＶは、別の事前に構成された値にサイクルする。たとえば、ＷＴＲＵ
は、ＴＳＩおよび／またはＴＳＶが変更されなければならないことをネットワークに示す
インジケータをフィードバックする。ネットワークは、別のＣＳＩフィードバックがＷＴ
ＲＵによって実行される前に、ＷＴＲＵに新しいＴＳＩおよび／またはＴＳＶを示すよう
に促される。
【０１１３】
　１つまたは複数の実施形態では、ＴＳＩ／ＴＳＶ選択は、ＷＴＲＵによって制御される
。たとえば、ＷＴＲＵは、それを用いてＣＳＩフィードバックが計算された条件について
ネットワークに知らせるためにＴＳＩおよび／またはＴＳＶをフィードバックする。ＷＴ
ＲＵは、ＴＳＩおよび／またはＴＳＶの値（１つまたは複数）を決定する。たとえば、ｎ
個のポイントについて、ＷＴＲＵは、４ｎ個の可能なＴＳＩ値および／またはＴＳＶ値か
ら選択する。たとえば、ＷＴＲＵは、可能なＴＳＩ値および／またはＴＳＶ値のサブセッ
トから選択する。可能なＴＳＩ値および／またはＴＳＶ値のサブセットは、ＷＴＲＵにシ
グナリングされる。たとえば、サブセットは、ネットワークによって制御されるＴＳＩお
よび／またはＴＳＶの選択に関して上で説明された１つまたは複数の方法によって（たと
えば、ＴＳＩをＴＳＩセットに置換することによって）ＷＴＲＵにシグナリングされる。
たとえば、可能な値のサブセットは、送信中（Ｔ）の単一ポイントを伴うＴＳＶを含む。
いくつかの実施形態では、他のポイントに関する他の条件は使用されない（たとえば、ミ
ュートなしのＤＰＳ）。たとえば、可能な値のサブセットは、送信中（Ｔ）の少なくとも
２つのポイントとブランクにされている（Ｂ）他のポイント（たとえば、ブランキングを
用いるジョイント送信）を伴うＴＳＩを含む。ＷＴＲＵは、選択されたＴＳＩおよび／ま
たはＴＳＶが変更されたことを示すインジケータをネットワークにフィードバックする。
新しいＴＳＩおよび／またはＴＳＶは、たとえば、事前に構成され、またはＷＴＲＵによ
ってフィードバックされる。
【０１１４】
　上で説明したように、ＷＴＲＵは、可能な送信状態のセットまたは可能な値のセット（
たとえば、一実施形態では可能な４ｎ個の値のサブセットを含み、ｎはポイントの個数で
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ある）からＴＳＩ（１つまたは複数）および／またはＴＳＶ（１つまたは複数）を選択す
る。ＴＳＩおよび／またはＴＳＶは、性能に関する事前に構成されたしきい値を達成する
のに必要なポイントの個数に基づいて選択される。たとえば、ＷＴＲＵは、性能に関する
事前に構成されたしきい値（たとえば、ＳＩＮＲの最大化、ＢＬＥＲの最小化、スループ
ットの最大化、または類似物）を達成するために、送信すべき最少の（または最多の）ポ
イントを必要とするＴＳＩ（１つまたは複数）および／またはＴＳＶ（１つまたは複数）
を選択する。ＴＳＩ（１つまたは複数）および／またはＴＳＶ（１つまたは複数）は、性
能に関する事前に構成されたしきい値を達成するためにブランクにされる必要があるポイ
ントの個数に基づいて選択される。たとえば、ＷＴＲＵは、性能に関する事前に構成され
たしきい値（たとえば、ＳＩＮＲの最大化、ＢＬＥＲの最小化、スループットの最大化、
または類似物）を達成するためにブランクにされる最少の（または最多の）ポイントを必
要とするＴＳＩ（１つまたは複数）および／またはＴＳＶ（１つまたは複数）を選択する
。ＴＳＩ（１つまたは複数）および／またはＴＳＶ（１つまたは複数）は、送信していな
いポイントに対する制限に基づいて選択される。たとえば、ＷＴＲＵは、性能に関する事
前に構成されたしきい値（たとえば、ＳＩＮＲの最大化、ＢＬＥＲの最小化、スループッ
トの最大化、または類似物）を達成するために送信していないポイントに対して最少の（
または最多の）制約を課す（最少の（または最多の）未知ポイント）ＴＳＩ（１つまたは
複数）および／またはＴＳＶ（１つまたは複数）を選択する。１つまたは複数の実施形態
では、ＴＳＩ（１つまたは複数）および／またはＴＳＶ（１つまたは複数）は、ＣＱＩお
よび／またはランク（たとえば、（ＲＩ））に基づいて選択される。たとえば、ＷＴＲＵ
は、最高のＣＱＩおよび／または最高のランク（たとえば、（ＲＩ））を有するＴＳＩ（
１つまたは複数）および／またはＴＳＶ（１つまたは複数）を選択する。
【０１１５】
　さらにまたはあるいは、ＴＳＩ（１つまたは複数）および／またはＴＳＶ（１つまたは
複数）は、スループットまたは転送されるビットの量に基づいて選択される。たとえば、
ＷＴＲＵは、ネットワークが推奨されるＣＳＩ（たとえば、ＣＱＩとＲＩとの両方を含む
）に従う場合に総スループットまたは１サブフレームにおいて転送されるビットの総量を
最大にするＴＳＩ（１つまたは複数）および／またはＴＳＶ（１つまたは複数）を選択す
る。１つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、許容されるＴＳＩおよび／またはＴＳ
ＶのサブセットからＴＳＩおよび／またはＴＳＶを選択する。許容されるＴＳＩおよび／
またはＴＳＶのサブセットは、送信中（Ｔ）状態であり、最小の許容可能な経路損しきい
値を超え、最小のポイントごとのＣＱＩしきい値を達成し、かつ／または最大のポイント
ごとのＣＱＩしきい値と比較した時にあるポイントごとのＣＱＩ差を超えるという判断基
準のうちの１つまたは複数を満足するポイントに対応するＴＳＩおよび／またはＴＳＶ（
１つまたは複数）を含む。
【０１１６】
　諸実施形態は、ある送信状態に関するＣＳＩの評価の際に、ＷＴＲＵが、その送信状態
に関係し、対応し、または固有であるパラメータ（前に説明された）および／または報告
されるＣＳＩのタイプ（たとえば、ＣＳＩフィードバックが組み合わせるインジケータを
含むかどうか、またはコヒーレントジョイント送信もしくは非コヒーレントジョイント送
信に使用されるのかどうか）を含む１つまたは複数のパラメータを使用することを企図す
るものである。たとえば、ＷＴＲＵは、（１）各ポイントからの仮定されるＰＤＳＣＨ送
信電力（または各ポイントに関するＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥ対ＣＳＩ　ＥＰＲＥの仮定され
る比）、各ポイントからの仮定されるＰＤＳＣＨ送信電力に対する補正係数、および／も
しくは推定されたＣＱＩインデックスへのオフセット、または類似物という例の送信状態
固有パラメータのうちの１つまたは複数を使用する。
【０１１７】
　１つまたは複数の実施形態では、そのような送信ベースのパラメータの使用（たとえば
、最大スループット（またはＣＱＩもしくはランク）に基づく送信状態のＷＴＲＵ選択機
構と組み合わせての）は、ネットワークの展望からより多くのリソースを使用する（また
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はより多くのＣＳＩビットの報告を使用する）送信状態の使用がリソースをより少なく消
費する状態と比較して利益をもたらす場合に、そのようなそれぞれの送信状態に関するＣ
ＳＩが報告されることを可能にする。いくつかの実施形態では、同一の送信状態について
、異なるパラメータが、異なる仮定されるランクについて適用されもする。
【０１１８】
　たとえば、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵによって報告される送信状態のセットが、第１ポイン
トからの単一の送信（第２ポイントはおそらくは干渉しつつある）、第２ポイントからの
単一の送信（第２ポイントはおそらくは干渉しつつある）、両方のポイントからのジョイ
ント送信、および／または類似物のうちの１つまたは複数を含む（たとえば、送信ポイン
トを使用する）場合に、２つまでの送信ポイントについてＣＳＩを報告するように構成さ
れる。
【０１１９】
　諸実施形態は、送信状態のそれぞれに関する推定されたＣＱＩインデックスが、たとえ
ば、ある種のサブフレーム（たとえば、補正係数がない場合）でそれぞれ８、６、および
９であることを企図するものである。したがって、ＷＴＲＵは、単一送信を超える増分利
益が最小限である場合であっても、ジョイント送信（たとえば、ネットワークの展望から
そのような送信のコストを２倍にする）に関するＣＳＩを報告する。いくつかの実施形態
では、本明細書で説明される仮定されたＰＤＳＣＨ送信電力に補正係数を適用する方法が
使用される場合に、ＷＴＲＵは、たとえば、各単一ポイント送信状態に０ｄＢの補正係数
を、ジョイント送信状態に－３ｄＢの補正係数を適用する。さらに、そのような補正係数
（たとえば、適用される時に）は、８、６、および６の推定されたＣＱＩインデックスを
もたらし、ＵＥが、たとえば第１ポイント（ＣＱＩ＝８）からの単一送信に対応するＣＳ
Ｉを報告するようになる。
【０１２０】
　諸実施形態は、適用される補正係数の値（１つまたは複数）が、いくつかのまたは各あ
る種の送信状態について定義されまたは提供される（たとえば、ジョイント送信について
２ｄＢ、単一ポイント送信について０ｄＢ、他のポイントでのミュートを伴う単一ポイン
ト送信について１ｄＢ、または類似物）ことを企図するものである。あるいは、補正係数
の値（１つまたは複数）は、ＷＴＲＵに干渉していないまたはしていないと仮定される送
信ポイントの個数の関数である。１つまたは複数の実施形態では、補正係数の値（１つま
たは複数）は、たとえば、ＷＴＲＵに送信しつつあると仮定される送信ポイントの個数の
関数である。
【０１２１】
　諸実施形態は、補正係数（または補正係数を導出するのに使用されるパラメータ）の値
（１つまたは複数）も事前に定義されることを企図するものである。あるいは、補正係数
（または補正係数を導出するのに使用されるパラメータ）の値（１つまたは複数）は、た
とえばより上の層（たとえば、ＲＲＣ）シグナリングを使用してネットワークによってシ
グナリングされる。パラメータのそのようなシグナリングは、ネットワークが、他の条件
の中でもネットワーク負荷などの現在の条件に基づいてある種の送信状態に関してＣＳＩ
を報告する尤度を調整することを可能にする。たとえば、低いシステム負荷が存在する場
合には、１つまたは複数のＷＴＲＵは、ネットワーク内に余分の容量、おそらくはかなり
の余分の容量があるので、ジョイント送信に関するＣＳＩを報告する。その場合に、他の
考慮事項について、１つまたは複数の実施形態は、ジョイント送信の補正係数が減らされ
ることを企図するものである。あるいはまたはそれに加えて、１つまたは複数の実施形態
は、他の理由の中でも、おそらくはシステムがより重い負荷を有する時に、補正係数が増
やされることを企図するものである。
【０１２２】
　諸実施形態は、送信状態ごとに補正係数を提供するのに使用される１つまたは複数の技
法を企図するものである。１つまたは複数の実施形態は、ＣＳＩ－ＲＳ　ＥＰＲＥに対す
るＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥの仮定される比の補正係数（たとえば、既にシグナリングされて
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いる）が、各構成されたＣＳＩ－ＲＳリソース（送信ポイントに対応する）の一部として
提供されることを企図するものである。そのような補正係数は、たとえばそのような送信
ポイントおよび少なくとも１つの追加のポイントからＷＴＲＵへのジョイント送信を伴う
送信状態に関するＣＳＩを推定するために適用される。あるいは、ジョイント送信に適用
可能なＣＳＩ－ＲＳ　ＥＰＲＥに対するＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥの仮定される比の新しい値
は、直接に供給される（単一ポイント送信に適用可能なＣＳＩ－ＲＳ　ＥＰＲＥに対する
ＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥの仮定される比に補正係数を適用するのではなく）。類似する手法
は、１つの送信ポイントと少なくとも１つの他の送信ポイントからのミュートとを用いる
送信状態または１つの送信ポイントからのミュートを用いる送信状態に使用されるパラメ
ータを提供するのにも使用される。
【０１２３】
　あるいはまたはそれに加えて、諸実施形態は、仮定されるＰＤＳＣＨ送信電力（たとえ
ば、ポイントのそれぞれからの）に関連する補正係数が、いくつかの許容可能な送信状態
および／またはすべての許容可能な送信状態から提供されることを企図するものである。
たとえば、可能な送信状態のそれぞれを明示的にリストするのではなく、補正係数は、任
意の所与の送信状態に関する、ＷＴＲＵに送信しつつある送信ポイントの個数および／ま
たはどのＷＴＲＵにも送信していない（たとえば、ミュートされている）送信ポイントの
個数の関数として提供される。１つまたは複数の実施形態では、０ｄＢ、２ｄＢ、および
４ｄＢの補正係数が、たとえばそれぞれ単一送信ポイント、２つの送信ポイント、および
／または３つの送信ポイントなどからＷＲＵへの送信にかかわる（および／またはミュー
トされている）送信状態（１つまたは複数）について定義される。さらに、ＷＴＲＵに送
信しつつあるポイントの個数に関する補正係数（たとえば、補正係数と一緒に適用される
）が、ミュートされている（たとえば、ＷＴＲＵに送信していない）送信ポイントの個数
について定義される。
【０１２４】
　諸実施形態は、１つまたは複数の送信ポイント（またはＣＳＩ－ＲＳリソース）に関す
るＣＳＩを報告するように構成されたＷＴＲＵが、特定の場合にこれらの送信ポイントの
サブセットに関する、およびいくつかの実施形態ではおそらく特定の場合にこれらの送信
ポイントのサブセットだけに関するＣＳＩを報告しなければならないことを企図するもの
である。これは、次の理由の故である。
【０１２５】
　－　ＷＴＲＵによって推奨されるまたはネットワークによって要求される送信状態が、
送信ポイントのサブセットからの送信を用い、かつ、いくつかの実施形態でおそらくは送
信ポイントのサブセットからの送信だけを用い、
　－　ペイロード制約に起因して、たとえば周期的報告の場合に、ＷＴＲＵが、送信ポイ
ントまたはＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに関するフィードバックコンポーネントを
報告することができ、かつ、いくつかの実施形態で、特定の場合にのみそのような報告を
行うことができる。
諸実施形態は、ＣＳＩフィードバックコンポーネントを含むレポートが適用される送信ポ
イントの１つまたは複数のサブセットを示す、本明細書で説明される１つまたは複数の方
法を企図するものである。
【０１２６】
　諸実施形態は、ＷＴＲＵが、複数のセルに関するフィードバックを報告する時に、ポイ
ントインジケータ（ｐｏｉｎｔ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ、ＰＩ）および／またはＣＳＩ－Ｒ
Ｓリソースインジケータが、フィードバックレポートがそれに関する送信ポイントまたは
送信ポイントのセットを明示的に示すことを企図するものである。ＰＩは、送信ポイント
のＰＣＩを含む。ＰＩは、ネットワークによって供給されるビットマップの実現を含み、
ここで、特定のビット位置にある１は、より上の層によって構成された特定の送信ポイン
トまたはＣＳＩ－ＲＳリソースを表す。このビットマップは、より上の層のＲＲＣシグナ
リングによってＷＴＲＵにシグナリングされ、または、たとえばアップリンクＤＣＩ（Ｐ
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ＵＳＣＨ上の非周期的フィードバックをトリガする）またはランダムアクセス応答グラン
ト（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ　Ｇｒａｎｔ）において提供される
。このビットマップは、ＣｏＭＰ測定セットに基づき、静的、半静的、または動的である
。ＰＩは、ｎビットストリームを含み、ここで、可能なｎタプルは、２ｎ個の送信ポイン
トのうちの１つを表す。ＰＩは、インデックスの順序付きリストを含み、ここで、おそら
くは２進フォーマットの、リストのいくつかのインデックスまたは各インデックスは、特
定の送信ポイントまたは構成されたＣＳＩ－ＲＳリソースを示す。このタイプのポイント
インジケータは、ポイントの間のランキング情報を提供するのに有用である。１つまたは
複数の実施形態では、ＰＩは、たとえばＭ個の推奨されるポイントを選択するために、た
とえばサイズＭ（Ｎ個の可能な送信ポイントのうちの）のセットを示す。ＰＩは、ＴＳＶ
における特定のポイントに関係するインジケータを含む。ＰＩは、組合せインデックスｒ
を含み、ここで、
【０１２７】
【数３】

【０１２８】
であり、セット
【０１２９】

【数４】

【０１３０】
、１≦ｓｉ≦Ｎ、ｓｉ＜ｓｉ＋１は、Ｍ個のソートされた送信インデックスを含み、
【０１３１】
【数５】

【０１３２】
である。いくつかのまたは各特定のフィードバックについて、フィードバックレポートが
それに関する送信ポイントのどれが、インジケータに基づいて決定される。
【０１３３】
　あるいはまたはそれに加えて、諸実施形態は、送信ポイントのサブセットが、ポイント
－サブバンドインジケータ（ｐｏｉｎｔ－ｓｕｂｂａｎｄ－ｉｎｄｉｃａｔｏｒ、ＰＳＩ
）への選択されたサブバンドのサブセットと共にジョイントで示されることを企図するも
のである。ＰＳＩは、
　－　特定のビット位置の１が、送信ポイントおよびサブバンドの特定の組合せを表すビ
ットマップ、および／または
　－　ＷＴＲＵが、サイズＭ（送信ポイントとサブバンドとのＮ個の可能な組合せのうち
の）のセットを示す場合に、たとえば、ポイントとサブバンドとのＭ個の推奨される組合
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せを選択するために、組合せインデックスｒが使用され、ここで、
【０１３４】
【数６】

【０１３５】
であり、セット
【０１３６】
【数７】

【０１３７】
、１≦ｓｉ≦Ｎ、ｓｉ＜ｓｉ＋１は、Ｍ個のソートされたポイントサブバンド組合せイン
デックスを含み、
【０１３８】
【数８】

【０１３９】
である
のうちの１つまたは複数を含む。
【０１４０】
　諸実施形態は、ＰＩまたはＰＳＩが、
　－　それが適用されるフィードバックコンポーネントと同一のサブフレーム。複数のＰ
ＩまたはＰＳＩが同一サブフレームにおいて送信される場合には、ＰＩ（またはＰＳＩ）
とフィードバック情報との間の関連付けは、ビット順序によって事前に決定される、およ
び／または
　－　フィードバック情報がその中で送信されるサブフレームの前に発生する、いくつか
の実施形態では事前に決定されるルールに従う、サブフレーム。言い替えると、送信ポイ
ントのサブセットは、最も最近に送信されたＰＩまたはＰＳＩに対応する。たとえば、Ｗ
ＴＲＵは、事前に決定されたサブフレームの第１セット内でＰＩまたはＰＳＩを（たとえ
ば周期的に）および事前に決定されたサブフレームの第２のセットにおいて関連するフィ
ードバックを送信する。第２セットの所与のサブフレーム内で送信されるフィードバック
に適用可能なＰＩまたはＰＳＩは、たとえば、第１セットにおける最も最近に送信された
ＰＩまたはＰＳＩである。
のうちの１つまたは複数で送信されることを企図するものである。諸実施形態は、ＰＩま
たはＰＳＩの少なくとも１つの利益が、フィードバックオーバヘッドに関する節約を可能
にすることであることを企図するものである。というのは、ＷＴＲＵが、最強のｎ個のセ
ル（および、いくつかの実施形態では、最強のｎ個のセルのみ）に関してレポートをフィ
ードバックし、任意の他のセルに関するフィードバックレポートを捨てるからである。フ
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ィードバックレポートは、フィードバックがどの送信ポイントに関するのかをネットワー
クに示すためにＰＩを含む。
【０１４１】
　フィードバックがどの送信ポイントに関するのかのインジケーションは、明示的である
または明示的でない。たとえば、送信ポイントは、送信ポイント固有スクランブリングに
基づいて暗黙のうちに決定される。１つまたは複数の実施形態では、送信ポイントのサブ
セットは、フィードバックが送信されるサブフレーム（フレーム番号およびサブフレーム
番号）のタイミングから暗黙のうちにおよび／または一意に決定される。ＷＴＲＵは、フ
ィードバックが第２の前のサブフレームにおいて送信ポイントのこのサブセットについて
提供されたことのインジケーションをＷＴＲＵが送信したという条件の下で、第１サブフ
レームにおいて送信ポイントのサブセットに関するフィードバックコンポーネントを送信
する。いくつかの実施形態で、ＷＴＲＵは、フィードバックが第２の前のサブフレームに
おいて送信ポイントのこのサブセットについて提供されることのインジケーションをＷＴ
ＲＵが送信したという条件の下に限って、第１サブフレームにおいて送信ポイントのサブ
セットに関するフィードバックコンポーネントを送信する。第２サブフレームは、たとえ
ば、事前に決定されたサブフレームのセットにおける最も最近のサブフレームである。イ
ンジケーションは、単一のビット、ＰＩ、もしくはＰＳＩを示し、かつ／またはこれまで
に未定義のレポートタイプまたは変更されたレポートタイプの特定のコードポイントとし
て符号化される。
【０１４２】
　１つまたは複数の実施形態では、送信ポイントのサブセットは、最も最近に送信された
送信状態インジケータ（ＴＳＩ）、ＰＩ、またはＰＳＩならびにたとえば周期的報告の特
定のモードに従うルールの事前に構成されたセットに従うサブフレームタイミングから暗
黙のうちに決定される。たとえば、周期的に発生するサブフレームのセット内で、フィー
ドバックが提供される送信ポイントは、最も最近に送信されたＰＩにおいて示される送信
ポイントの中でサイクルされる。もう１つの例では、送信ポイントは、サブフレームの第
１セットにおいて最も最近に送信されたＰＩにおいて最初に示された送信ポイント、およ
びサブフレームの第２セットにおいて最も最近に送信されたＰＩ内で２番目に示された送
信ポイントに対応する。これは、たとえば、第２送信ポイントに関するものよりも頻繁に
第１送信ポイントに関するフィードバックを送信することが望まれる場合など、複数の理
由から有用である。
【０１４３】
　諸実施形態は、前述の技法のうちの１つまたは複数で、ある種のフィードバックコンポ
ーネントが適用される送信ポイントのサブセットが、さらに、フィードバックのタイプ（
ＣＱＩ、ＰＭＩ、またはＰＩ）に依存することも可能であることを企図するものである。
たとえば、ＷＴＲＵは、所与のサブフレームにおいて、２つのポイントからの送信に関す
るアグリゲーテッドＣＱＩを、２つのポイントのうちの１つに関するポイントごとのＰＭ
Ｉと一緒に報告する。これは、たとえば、他のポイントに関するポイントごとのＰＭＩが
前のサブフレームにおいて既に供給されている場合など、複数の理由から有用である。
【０１４４】
　諸実施形態は、上で説明されたＣＳＩフィードバックコンポーネントおよびタイプのう
ちのどれがネットワークにおよび／またはどのサブフレーム（１つまたは複数）において
報告されるのかを決定する技法を企図するものである。一例では、ＷＴＲＵは、たとえば
以前のサブフレーム（ｎ－ｋ）において非周期的ＣＳＩ報告を受信した場合に、所与のサ
ブフレーム（ｎ）内で少なくとも１つのタイプまたはサブタイプ（適用可能な場合に）の
少なくとも１つのＣＳＩフィードバックコンポーネントを報告し、ｋは、事前に定義され
またはシグナリングされる。一実施形態では、サブフレーム（ｎ）における非周期的ＣＳ
Ｉ要求は、異なる送信ポイントについて異なるサブフレームにおいて、少なくとも１つの
タイプまたはサブタイプ（適用可能な場合に）の少なくとも１つのＣＳＩフィードバック
コンポーネントを報告するためにＷＴＲＵをトリガする。たとえば、送信ポイント１のフ
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ィードバックは、サブフレームｎ＋ｋ１に送信され、送信ポイント２のフィードバックは
、サブフレームｎ＋ｋ２に送信され、以下同様である。｛ｋ１，ｋ２，…｝のセットは、
たとえば、事前に定義されまたはシグナリングされる。
【０１４５】
　諸実施形態は、送信ポイント所与のセットについて、ＣＳＩコンポーネントのセット、
報告されるタイプおよびサブタイプ、ならびに関連する条件（本明細書で説明される）が
、次のうちの少なくとも１つに従って決定されることを企図するものである。
　－　ＷＴＲＵに関する非周期的ＣＳＩ報告を含む、ダウンリンク制御シグナリング（Ｐ
ＤＣＣＨなど）からのインジケーションなど、非周期的ＣＳＩ報告を含むダウンリンク送
信の特性。たとえば、このインジケーションは、ＣＱＩ要求フィールドなどの既存フィー
ルドまたはおそらくは企図されたがこれまでに定義されていなＤＣＩフォーマットでのフ
ィールドの特定のコードポイント（１つまたは複数）、ダウンリンク制御シグナリング（
ＣＲＲまたはＤＭーＲＳ）の送信に使用されるアンテナポートまたは基準信号のセット、
および／またはこれから非周期的ＣＳＩ要求を含むダウンリンク制御シグナリングが送信
されるセルによって提供され、
　－　システムフレーム番号および／またはサブフレーム番号に関して表される、要求が
受信されるサブフレーム（ｎ－ｋ）またはＣＳＩが報告されるサブフレーム（ｎ）のタイ
ミング、
　－　非周期的ＳＣＳＩ要求を含んだダウンリンク制御シグナリングによって示されるア
ップリンク送信の特性、
　－　より上の層のシグナリング（たとえば、ＲＲＣ構成）、
　－　（ＰＵＳＣＨ）ＣＳＩ報告モード、
　－　すべての送信ポイントが同一の（依存する）または異なる（独立の）データのどち
らを送信しつつあるのか、および／または
　－　報告されるＣＳＩコンポーネントのセットまたはタイプ／サブタイプが、要求が受
信されるサブフレームのタイミングに対応することを示すのに非周期的ＣＳＩ要求フィー
ルドのコードポイントを予約することなど、上記の組合せ。
【０１４６】
　諸実施形態は、示される関連する条件の１つまたは複数の例を企図するものである（下
記などであるがこれに限定されない）。
　－　報告されるポイントごとのＣＱＩｋが無条件または条件付きのどちらであるのか、
およびおそらく後者の場合に条件が最小干渉（「送信なし」または「ゼロプリコーダ」な
ど）または最大干渉のどちらに関するのか、
　－　コヒーレントまたは非コヒーレントのどちらのアグリゲーテッドＣＱＩ（またはジ
ョイントＣＱＩ）が報告されなければならないのか、
　－　組み合わせるインジケータｉｃｏｍｂまたは組み合わせる行列Ｗｃｏｍｂのどちら
が報告されなければならないのか、
　－　レポートが広帯域または特定のサブ部バンドに関するのどちらであるのか、
　－　長期（第１）プリコーディング行列インジケーションが報告されるまたは短期（第
２）プリコーディング行列インジケーションが報告される、のどちらであるのか、
　－　干渉プリコーディング行列が最大干渉または最小干渉のどちらに対応するのか、
　－　プリコーディング行列Ｗ’ｋのセットが、送信ポイントがそれからプリコーディン
グ行列を選択しなければならないセットまたは送信ポイントがそれからプリコーディング
行列を選択してはならないセットのどちらに対応するのか、および／または
　－　送信状態ベクトル（または送信状態インジケータ、ＴＳＩ）のインジケーション。
【０１４７】
　諸実施形態は、非周期的要求に続いて報告されるＣＳＩコンポーネントのセット、タイ
プ、およびサブタイプの１つまたは複数の例を企図するものである。アグリゲーテッドＣ
ＳＩまたはジョイントＣＳＩは、共通（またはジョイント）ランクインジケーション（Ｒ
Ｉｊｏｉｎｔ）、「サービング送信ポイント」として識別される送信ポイントなどの特定
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の送信ポイントｋに関するポイントごとのランクインジケーション（ＲＩｋ）、少なくと
も１つの符号語に関するアグリゲーテッドＣＱＩ（またはジョイントＣＱＩ）（ＣＱＩｊ

ｏｉｎｔ）、および／またはグローバルプリコーディング行列インジケータ（１つまたは
複数）、ならびに類似物のうちの１つまたは複数を含む。アグリゲーテッドＣＳＩ（また
はジョイントＣＳＩ）は、送信状態のインジケータまたは送信状態インジケータ（ＴＳＩ
）のうちの１つまたは複数を含む。アグリゲーテッドＣＳＩ（またはジョイントＣＳＩ）
は、主ポイントごとのＣＱＩおよび少なくとも１つのデルタポイントごとのＣＱＩ（たと
えば、副送信ポイントに関する）を含む。アグリゲーテッドＣＳＩ（またはジョイントＣ
ＳＩ）は、ＷＴＲＵが報告されるフィードバックについてブランクにされると仮定するポ
イントを示すミューティングパターンを含む。アグリゲーテッドＣＳＩ（またはジョイン
トＣＳＩ）は、ポイントインジケータ（ＰＩ）のベクトルを含む。１つまたは複数の実施
形態は、ＰＩが送信状態ベクトル内のポイント（ＴＳＩによって示される）にマッピング
することを企図するものである。アグリゲーテッドＣＳＩ（またはジョイントＣＳＩ）は
、１つまたは複数の関連する条件を含む。送信ポイントのサブセットに関するポイントご
とのＣＳＩは、ポイントごとのランクインジケーション（ＲＩｋ）、少なくとも１つの符
号語に関するポイントごとのＣＱＩ（ＣＱＩｋ）、ポイントごとの（またはローカルの）
プリコーディング行列インジケータ（１つまたは複数）、プリコーディング行列インジケ
ータ（１つまたは複数）Ｗ’ｋのセット、ＰＩ、送信状態ベクトルの対応する要素、主Ｃ
ＱＩまたはデルタＣＱＩ（主ＣＱＩに関連する）、および／または送信ポイントごとの少
なくとも１つの関連する条件を含む。
【０１４８】
　諸実施形態は、フィードバックタイプがＷＴＲＵの選択したサブバンドに関するもので
ある報告モードについて、ＷＴＲＵが、たとえば、いくつかの送信ポイントまたはおそら
くは各送信ポイントがサブバンドの同一のサブセットを有するかどうか、および／または
それらがお互いに直交であるかどうか、および／またはそれらがオーバーラップするかど
うかをも示すことを企図するものである。１つまたは複数の実施形態では、これは、本明
細書で説明されるポイント－サブバンドインジケータ（ＰＳＩ）を送信することによって
実現される。たとえばサブセットの少なくとも部分的なオーバーラップがあるときなど、
複数の理由から、ＷＴＲＵは、アグリゲーテッドＣＳＩ（またはジョイント）ＣＳＩの組
合せおよび、いくつかの実施形態ではポイントごとのＣＳＩを提供する。諸実施形態は、
ビットマップが、どのタイプのＣＳＩがどのサブバンドに適用可能であるのかを送信ポイ
ントに示すのに使用されることを企図するものである。
【０１４９】
　諸実施形態は、レポートタイプが、異なるＣＳＩレポートが既存のフィールドにマッピ
ングされる先在するモードを使用してフィードバックされることができることを企図する
ものである。たとえば、非周期的ＰＵＳＣＨフィードバックモード１－２は、おそらくは
サブバンドごとに１つを表す複数のＰＭＩをフィードバックするのではなく、ＷＴＲＵが
送信ポイントごとに１つを表す複数のＰＭＩをフィードバックする場合に再利用される。
【０１５０】
　１つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、ネットワークによって非周期的フィード
バックを用いてトリガされ、ＷＴＲＵは、いくつかのまたは各ポイントの周期性／オフセ
ットを変更するために送信ポイントの新しいランキングを提供する。ＷＴＲＵは、新しい
（または新鮮な）非周期的フィードバックがトリガされるまで、周期的フィードバックで
そのようなパラメータを使用する。諸実施形態は、ＣｏＭＰに関する非周期的ＣＳＩ報告
が、次のうちの少なくとも１つの任意の組合せを含むことを企図するものである。
　－　送信状態インジケータ（ＴＳＩ）と、
　－　ポイントインジケータ（ＰＩ）と、
　－　ＵＥによって選択されたＭ個のサブバンドを示す組合せインデックスと、
　－　ＵＥによって選択されたＮ個のポイントを示す組合せインデックスと、
　－　ＵＥによって選択されたポイント－サブバンド組合せ（ＰＳＩ）を示す組合せイン
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デックスと、
　－　アグリゲーテッドまたはポイントごとのＲＩ（ＲＩａまたはＲＩｐ）と、
　－　アグリゲーテッドまたはポイントごとの広帯域ＣＱＩ（Ｗ－ＣＱＩａまたはＷ－Ｃ
ＱＩｐ）と、
　－　アグリゲーテッドまたはポイントごとのサブバンドＣＱＩ（Ｓ－ＣＱＩａまたはＳ
－ＣＱＩｐ）と、
　－　アグリゲーテッドまたはポイントごとのＭバンドＣＱＩ（Ｍ－ＣＱＩａまたはＭ－
ＣＱＩｐ）と、
　－　アグリゲーテッドまたはポイントごとの広帯域ＰＭＩ（Ｗ－ＰＭＩａまたはＷ－Ｐ
ＭＩｐ）と、
　－　アグリゲーテッドまたはポイントごとの広帯域第１ＰＭＩ（Ｗ－ＰＭＩ１ａまたは
Ｗ－ＰＭＩ１ｐ）（ここで、ＰＭＩ１は、Ｒｅｌ－１０で導入された２ＰＭＩ法における
第１プリコーディング行列に対応する）と、
　－　アグリゲーテッドまたはポイントごとの広帯域第２ＰＭＩ（Ｗ－ＰＭＩ２ａまたは
Ｗ－ＰＭＩ２ｐ）（ここで、ＰＭＩ２は、Ｒｅｌ－１０で導入された２ＰＭＩ法における
第２プリコーディング行列に対応する）と、
　－　アグリゲーテッドまたはポイントごとのサブバンドＰＭＩ（Ｓ－ＰＭＩａまたはＳ
－ＰＭＩｐ）と、
　－　アグリゲーテッドまたはポイントごとのサブバンド第１ＰＭＩ（Ｓ－ＰＭＩ１ａま
たはＳ－ＰＭＩ１ｐ）と、
　－　アグリゲーテッドまたはポイントごとのサブバンド第２ＰＭＩ（Ｓ－ＰＭＩ２ａま
たはＳ－ＰＭＩ２ｐ）と、
　－　アグリゲーテッドまたはポイントごとのＭバンドＰＭＩ（Ｍ－ＰＭＩａまたはＭ－
ＰＭＩｐ）と、
　－　アグリゲーテッドまたはポイントごとのＭバンド第１ＰＭＩ（Ｍ－ＰＭＩ１ａまた
はＭ－ＰＭＩ１ｐ）と、
　－　アグリゲーテッドまたはポイントごとのＭバンド第２ＰＭＩ（Ｍ－ＰＭＩ２ａまた
はＭ－ＰＭＩ２ｐ）と、
　－　広帯域ポイント間位相インジケータと、
　－　サブバンドポイント間位相インジケータと、
　－　Ｍバンドポイント間位相インジケータと。
諸実施形態は、ポイント間位相インジケータ（たとえば、広帯域、サブバンド、および／
またはＭバンド）が、たとえば３つ以上の協力するポイントがある場合など、さまざまな
状況で複数の位相値にリンクされることを企図するものである。
【０１５１】
　諸実施形態は、Ｒｅｌ－１０の非周期的報告モードが、効率的なＣｏＭＰフィードバッ
ク報告に対処するために変更され、かつ／または増補されることができることを企図する
ものである。モードは、モードｘ－ｙとして定義され、ここで、ｘは、ＣＱＩフィードバ
ックが広帯域、ネットワークによって構成されたサブバンド、またはＷＴＲＵによって選
択されたサブバンドのどれに関するのかを示す。また、ｙは、ＰＭＩフィードバックがな
い、単一のＰＭＩフィードバックがある、または複数のＰＭＩフィードバックがあるのど
れであるのかを示す。１つまたは複数の実施形態では、１つまたは複数のこれまでに未定
義の次元が、フィードバックがａ）ＣｏＭＰ測定セットにおけるすべてのポイント、ｂ）
ネットワークによって選択されたＴＳＶ、またはｃ）ＷＴＲＵによって選択されたＴＳＶ
のどれに関するのかなど、ＴＳＶの選択に関する仮定を示すためにモードのいくつかまた
はすべてに追加されることができる。一例として、企図されるモードは、モードｘ－ｙ－
ｚの形をとることができ、ここで、ｚは、ＴＳＶの選択に関する仮定を表す。ポイント選
択仮定のいくつかのまたは３つすべてのいずれかで、ＷＴＲＵは、各個々のレポートタイ
プに関するアグリゲーテッドまたはポイントごとのフィードバックを提供するように指示
される。非周期的ＣＱＩ報告モードは、より上の層のシグナリングによって（たとえば、
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パラメータｃｑｉ－ＲｅｐｏｒｔＭｏｄｅＡｐｅｒｉｏｄｉｃ内で）構成される。
【０１５２】
　１つまたは複数の実施形態では、既存の非周期的ＣＳＩ報告モードが、再利用されるこ
とができ、ＴＳＶに関する３つの仮定のいずれかに適用可能である。その場合に、アップ
リンクＤＣＩまたはランダムアクセス応答グラント（非周期的フィードバックをトリガす
るのに使用される）のいずれかが、ＴＳＶの選択に関する仮定（すべてのポイント、ネッ
トワークによって選択されたＴＳＶ、および／またはＵＥによって選択されたＴＳＶ）に
ついてＷＴＲＵに指示するのに使用されることができる。ネットワークによって選択され
たＴＳＶの場合に、非周期的フィードバックトリガは、ネットワークによって選択された
ＴＳＩをも含む。ＴＳＩは、たとえば、ＣＳＩ要求フィールドに対する拡張として含まれ
る。非周期的フィードバックトリガ（たとえば、アップリンクＤＣＩまたはランダムアク
セス応答グラント）は、いくつかのまたは各個々のレポートタイプについてアグリゲーテ
ッドフィードバックまたはポイントごとのフィードバックのどちらが要求されるのかを示
すこともできる。
【０１５３】
　ＷＴＲＵがＴＳＶを選択する実施形態では、非周期的フィードバックレポートは、ＴＳ
ＩならびにＰＩおよび／またはＰＳＩを含む。諸実施形態は、そのような状況でのＰＩが
、ＷＴＲＵがＴＳＶにおいて送信されるものとして選択される多数のポイントを有するシ
ナリオに関し、送信するポイントのサブセットに関する特定の非周期的フィードバックを
使用することを企図するものである。その場合に、１つの非周期的フィードバックが、Ｔ
ＳＶにおけるすべてのポイントに関するフィードバックを含まない場合であっても、アグ
リゲーテッドＣＱＩは、全体のＴＳＶまたはＰＩ（１つまたは複数）によって示されるポ
イントだけに関して条件付けられる。
【０１５４】
　諸実施形態は、ポイントの階層が、ＷＴＲＵまたはネットワークのいずれかによって（
たとえば、たとえばポイントごとのＣＱＩをランキングすることに基づいて）提供される
ことを企図するものである。この階層は、最高ランクのポイント以外のポイントに関する
いくつかのまたはすべてのフィードバックレポートが、たとえば最高ランクのポイントの
フィードバックレポートに対する差分になるように使用される。
【０１５５】
　諸実施形態は、複数の送信ポイントまたはＣＳＩ－ＲＳリソースを用いて構成されるＷ
ＴＲＵの周期的ＣＳＩの報告で使用される１つまたは複数の技法を企図するものである。
【０１５６】
　１つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、たとえば、構成された（ＰＵＣＣＨ）Ｃ
ＳＩ報告モードおよび／またはサブモードに従って周期的にＣＳＩを報告する。報告モー
ドおよび／またはサブモードは、どの事前に決定されたレポートタイプがどの報告するイ
ンスタンスにおいて送信されるのかを定義する。
【０１５７】
　諸実施形態は、ＷＴＲＵが、本明細書で説明されるように、既存のレポートタイプまた
は変更されたもしくは以前には未定義の報告モードの一部として送信される以前には未定
義のレポートタイプにおいて、おそらくは少なくとも１つの関連する条件と組み合わされ
た、少なくとも（適用可能な場合に）１つのタイプもしくはサブタイプの少なくとも１つ
のＣＳＩコンポーネントおよび／または追加のタイプインジケーション（１つまたは複数
）を報告することを企図するものである。たとえば、次のレポートタイプが、定義される
。
　－　組み合わせるインジケータｉｃｏｍｂ、
　－　既存のプリコーディングタイプインジケーション（ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｔｙｐｅ
　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ、ＰＴＩ）または現在定義されているタイプインジケーション（
下を参照されたい）を伴う共通（またはジョイント）ランクインジケーションＲＩｊｏｉ

ｎｔ、
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　－　第１（長期）ポイントごとのプリコーディングインジケータｉ１ｋと組み合わされ
た第１（長期）ポイントごとの組み合わせるインジケータｉ１ｋｃｏｍｂ、
　－　共通（またはジョイント）ランクインジケータＲＩｊｏｉｎｔと組み合わされた第
１（長期）ポイントごとの組み合わせるインジケータｉ１ｋｃｏｍｂ、
　－　第１（長期）ポイントごとのプリコーディングインジケータｉ１ｋおよび共通（ま
たはジョイント）ランクインジケータＲＩｊｏｉｎｔと組み合わされた第１（長期）ポイ
ントごとの組み合わせるインジケータｉ１ｋｃｏｍｂ、
　－　第２（短期）ポイントごとのローカルプリコーディングインジケータｉ２ｋと組み
合わされた第２（短期）ポイントごとの組み合わせるインジケータｉ２ｋｃｏｍｂ、
　－　送信ポイントごとのポイントごとのインジケータｉ１ｋ、ｉ２ｋおよび組み合わせ
るインジケータｉｃｏｍｂを含む、グローバル（またはアグリゲーテッド）プリコーディ
ング行列インジケータ、および／または
　－　所与の送信ポイントまたはＣＳＩ－ＲＳリソース（またはそのセット）のＣＳＩフ
ィードバックが後に報告されるかどうかのインジケータ。
【０１５８】
　ＷＴＲＵは、少なくとも１つの送信状態インジケータ（ＴＳＩ）を報告する。ＷＴＲＵ
は、異なるＴＳＩ（１つまたは複数）についてフィードバックを報告するために異なるレ
ポートを送信する。ＷＴＲＵは、ＴＳＩ（１つまたは複数）の異なるセットについてフィ
ードバックを報告するために異なるレポートを送信する。１つまたは複数の実施形態では
、ＴＳＩのセットは、オーバーラップする。レポートは、たとえば、それ自体の周期性お
よびサブフレームオフセット（１つまたは複数）を伴って送信される。
【０１５９】
　１つまたは複数の実施形態では、フィードバックレポートがどのポイントに関するのか
のインジケーションは、別のレポートと共にジョイントで送信される。一例として、ラン
クおよびポイントインジケータは、以前には未定義のレポートタイプでジョイントで送信
される。単一の値は、ポイント＃１（いくつかの実施形態ではおそらくはポイント＃１だ
け）を使用するランク１、ポイント＃１（いくつかの実施形態ではおそらくはポイント＃
１だけ）を使用するランク２、ポイント＃２（いくつかの実施形態ではおそらくはポイン
ト＃２だけ）を使用するランク１、および／またはポイント＃２（いくつかの実施形態で
はおそらくはポイント＃２だけ）を使用するランク２、および／または類似物に対応する
。
【０１６０】
　ジョイントレポートは、ＪＴ　ＣｏＭＰに関するフィードバック情報を提供する位相補
正値を含む。たとえば、ジョイントレポートは、位相補正θ１を伴うポイント＃１／＃２
を使用するランク１と、位相補正θ２を伴うポイント＃１／＃２を使用するランク１と、
類似物とを含む。ジョイントレポートは、位相補正θｎを伴うポイント＃１／＃２を使用
するランク１と、位相補正θ１を伴うポイント＃１／＃２を使用するランク２と、位相補
正θ２を伴うポイント＃１／＃２を使用するランク２と、類似物とを含む。ジョイントレ
ポートは、位相補正θｎを伴うポイント＃１／＃２を使用するランク２と、各ポイントが
独立データを送信するポイント＃１／＃２を使用するランク２と、類似物とを含む。
【０１６１】
　値の上記の２セットの１つまたは複数の組合せも、ＪＴおよびＤＰＳの任意の組合せを
サポートするシステムについて使用される。さらに、非コヒーレントシステムについて、
位相補正は、ジョイントレポートから除去される。ポイント＃１およびポイント＃２の識
別は、以前に、別のレポートタイプ（たとえばＰＩなど）でフィードバックされる。
【０１６２】
　ＰＩは、そのセルのレポートとジョイントで送信される。１つまたは複数の実施形態で
は、ＰＩは、１回送信される。ｅＮＢは、さらなるＰＩが送信されるまで、フィードバッ
クレポートが、その送信ポイントに関すると仮定する。１つまたは複数の実施形態では、
ＷＴＲＵは、規則的なインターバルで、たとえば、特定の周期／サブフレームオフセット
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を使用して、ＰＩをフィードバックする。ＷＴＲＵは、ＰＩが変化しなかった場合であっ
てもＰＩをフィードバックする。これは、誤り伝搬（たとえば、不正なＰＩがｅＮＢで復
号される時）の影響を減らす。
【０１６３】
　１つまたは複数の実施形態では、ＰＩは、ＲＩの代わりに送信される。たとえば、ＰＩ
／ＲＩレポートは、ＰＩ／ＲＩレポートがＰＩまたはＲＩのどちらに関するのかを示すフ
ラグを含む。たとえば、レポートがＲＩまたはＰＩのどちらに関するのかを決定する事前
に構成されたパターンがある。事前に構成されたパターンは、ｘ個おきのＲＩ報告するイ
ンスタンスがＰＩに置換されることを示す。ＰＩがそのような形でフィードバックされる
時に、フィードバックされるさらなるレポートタイプは、たとえば別のＰＩがフィードバ
ックされるまで、その送信ポイントに関する。
【０１６４】
　諸実施形態は、ＰＭＩおよび位相オフセットの粒度が下げられることを企図するもので
ある。たとえば、位相オフセットは、送信ポイントのうちの少なくとも１つのＰＭＩとジ
ョイントで符号化される。ＰＭＩは、サブサンプリングされ、ある種のＰＭＩが、ある種
の位相オフセットに関連付けられ、特定のＰＭＩのフィードバックは、少なくとも暗黙の
うちに、送信ポイント可能な位相オフセットのサブセットを示す。諸実施形態は、別のイ
ンジケータが、サブセットからオフセットを決定するのにネットワークによって使用され
ることを企図するものである。たとえば、位相オフセットは、別のフィードバックレポー
トタイプがスケジューリングされる場合にフィードバックされる。たとえば、そのインス
タンスがそのために使用されつつあるレポートタイプを示すフラグが、ＷＴＲＵによって
送信される。
【０１６５】
　諸実施形態は、ＷＴＲＵがいくつかのまたは各帯域幅部分でサブバンドを選択するモー
ドについて、レポートタイプが、次のうちの少なくとも１つを含むことを企図するもので
ある。
　－　いくつかのポイントまたは各ポイントについて、ＷＴＲＵは、いくつかのまたはす
べての帯域幅部分で少なくとも１つのサブバンドを選択する（帯域幅部分のセットは、帯
域幅全体にまたがる）。したがって、各ポイントについてのいくつかのポイントについて
、ＷＴＲＵは、サブバンドの異なるセットを有し、
　－　いくつかのポイントまたは各ポイントについて、ＷＴＲＵは、いくつかのまたはす
べての帯域幅部分で１つのサブバンドを選択する。したがって、サブバンドの同一のセッ
トが、いくつかのポイントまたはすべてのポイントに適用され、
　－　いくつかのまたはすべての帯域幅部分について、ＷＴＲＵは、少なくとも１つのサ
ブバンド／ポイント組合せを選択する。この場合に、ＷＴＲＵは、たとえば、帯域幅部分
におけるサブバンドとそれが適用可能であるポイントとの両方を示すラベルを提供する。
【０１６６】
　ＷＴＲＵが周期的に報告するＣＳＩは、本明細書で説明されるように少なくとも１つの
関連する条件の対象になり、この条件は、次のうちの少なくとも１つを使用して決定され
る。
　－　構成された報告モードおよびサブモードなどのより上の層のシグナリング、および
／または
　－　最後に報告されたＰＴＩまたは最後に報告されたタイプインジケーション（おそら
くは新たに定義された）。
【０１６７】
　１つまたは複数の実施形態では、複数のセルのレポートタイプが、組み合わされる。報
告モードは、複数のセルに関するレポートタイプの組合せを可能にする。たとえば、複数
の送信ポイントが、同一のランクを使用する。この報告モードでは、１つのＲＩが、複数
の送信ポイントについて送信される。この報告モードは、たとえば（たとえばｎ個のポイ
ントについて）１つのＲＩ、ｎ個の広帯域ＣＱＩ、ｎ個の広帯域ＰＭＩ、および構成され
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る場合に複数のサブバンドＣＱＩおよびＰＭＩをフィードバックするようにＷＴＲＵを構
成する。
【０１６８】
　諸実施形態は、既存のまたは以前に未定義の報告モードに従う周期的ＣＳＩ報告の例を
企図するものである。たとえば、少なくとも１つの報告モード／サブモードで、ＷＴＲＵ
は、次を報告する。
　－　第１周期によって分離された報告するインスタンスの第１セットにおいて、共通（
またはジョイント）ランクインジケータを含むレポートタイプ、
　－　第２周期によって分離された報告するインスタンス（第１セットに属する報告する
インスタンスを除く）の第２セットにおいて、少なくとも１つの広帯域アグリゲーテッド
（またはジョイント）ＣＱＩおよび少なくとも１つの広帯域組み合わせるインジケータｉ

ｃｏｍｂを含むレポートタイプ、および／または
　－　第３周期によって分離された報告するインスタンス（第１セットまたは第２セット
に属する報告するインスタンスを除く）の第３セットにおいて、少なくとも１つのサブバ
ンドアグリゲーテッド（またはジョイント）ＣＱＩおよび少なくとも１つのサブバンド組
み合わせるインジケータｉｃｏｍｂを含むレポートタイプ。
諸実施形態は、説明される報告モードが、いくつかの送信ポイントまたは各送信ポイント
について別々に構成される周期的報告との組合せにおいて有用であることを企図するもの
である。
【０１６９】
　また、たとえば、少なくとも１つの報告モード／サブモードでは、ＷＴＲＵは、次を報
告する。
　－　第１周期によって分離された報告するインスタンスの第１セット内で、ＷＴＲＵが
本明細書で説明される技法に従って決定する、共通（またはジョイント）ランクインジケ
ータ、少なくとも１つの送信ポイントの１つのポイントごとのランクインジケータ、およ
びプリコーディングタイプインジケータ（ＰＴＩ）を含むレポートタイプ、
　－　第２周期によって分離された報告するインスタンス（第１セットに属する報告する
インスタンスを除く）の第２セットにおいて、
　　・ＷＴＲＵによって送信された最新のＰＴＩに第１値がセットされた場合に、（おそ
らくは、いくつかの実施形態で異なる報告するインスタンスにおける）いくつかのまたは
各送信ポイントに関する１つの長期（第１）ポイントごとのプリコーディング行列インジ
ケータおよびおそらく１つのポイントごとの長期組み合わせるインジケータｉ１ｋ，ｃｏ

ｍｂと、
　　・ＷＴＲＵによって送信された最新のＰＴＩに第２値がセットされた場合に、（おそ
らくは、異なる報告するインスタンスにおける）いくつかのまたは各送信ポイントに関す
る少なくとも１つの広帯域アグリゲーテッド（またはジョイント）ＣＱＩ、１つの広帯域
短期（第２）ポイントごとのプリコーディング行列インジケータ、および１つのポイント
ごとの（短期）広帯域組み合わせるインジケータｉ２ｋｃｏｍｂと
　を含むレポートタイプ、ならびに／または
　－　第３周期によって分離された報告するインスタンス（第１セットおよび第２セット
に属する報告するインスタンスを除く）の第３セット内で、
　　・ＷＴＲＵによって送信された最新のＰＴＩに第１値がセットされた場合に、（おそ
らくは、異なる報告するインスタンスにおける）いくつかのまたは各送信ポイントに関す
る少なくとも１つの広帯域アグリゲーテッド（またはジョイント）ＣＱＩおよび／または
少なくとも１つの広帯域短期（第２）ポイントごとのプリコーディング行列インジケータ
および／または少なくとも１つのポイントごとの（短期）広帯域組み合わせるインジケー
タｉ２ｋｃｏｍｂ、および／もしくは
　　・ＷＴＲＵによって送信された最新のＰＴＩに第２値がセットされた場合に、（おそ
らくは、異なる報告するインスタンスにおける）いくつかのまたは各送信ポイントに関す
る少なくとも１つのサブバンドアグリゲーテッド（またはジョイント）ＣＱＩ、および／
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もしくは少なくとも１つのサブバンド短期（第２）プリコーディング行列インジケータ、
および／もしくは少なくとも１つの（短期）サブバンド組み合わせるインジケータｉ２ｋ

ｃｏｍｂ

　を含むレポートタイプ。
【０１７０】
　前に説明された例示的なサブバンドの１つまたは複数では、ＷＴＲＵは、たとえば、長
期ポイントごとのプリコーディング行列インジケータおよび／または長期ポイントごとの
組み合わせるインジケータが、第１値をセットされたプリコーディングタイプインジケー
タの以前の送信以降に、少なくとも１つの送信ポイントについて大きく変化したとＷＴＲ
Ｕが決定するときに、プリコーディングタイプインジケータに第１値をセットする。ある
いは、ＷＴＲＵは、たとえば、誤り伝搬を防ぐために、Ｎ個のサブフレームまたは報告す
るインスタンスおきに周期的にプリコーディングタイプインジケータに第１値をセットす
る。１つまたは複数の実施形態では、Ｎの値は、たとえば、より上位の層のシグナリング
によって構成される。
【０１７１】
　１つまたは複数の実施形態は、たとえばＷＴＲＵが次を報告するなど、報告モード／サ
ブモードを企図するものである。
　－　第１周期によって分離された報告するインスタンスの第１セットにおいて、共通（
またはジョイント）ランクインジケータ、プリコーディングタイプインジケータ（ＰＴＩ
）、およびＷＴＲＵが
　　・ＷＴＲＵは、異なる層が異なる送信ポイントから送信されなければならない場合に
ジョイントプリコーディングタイプインジケータ（ｊｏｉｎｔ　ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｔ
ｙｐｅ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ、ＪＰＴＩ）に第１の値をセットし（組み合わせる行列は単
位行列である）、かつ／もしくは
　　・ＷＴＲＵは、少なくとも１つの層が異なる送信ポイントから送信されなければなら
ない場合にＪＰＴＩに第２の値をセットする
　のうちの少なくとも１つに従って決定するＪＰＴＩを含むレポートタイプ、
　－　第２周期によって分離された報告するインスタンス（おそらくは第１セットに属す
る報告するインスタンスを除く）第２セットにおいて、
　　・ＷＴＲＵによって送信された最新のＰＴＩに第１値がセットされた場合に、（おそ
らくは異なる報告するインスタンスにおける）各送信ポイントに関する１つの長期（第１
）ポイントごとのプリコーディング行列インジケータ、および／もしくは
　　・ＷＴＲＵによって送信された最新のＰＴＩに第２値がセットされた場合に、（おそ
らくは異なる報告するインスタンスにおける）いくつかのもしくは各送信ポイントに関す
る少なくとも１つの広帯域アグリゲーテッド（またはジョイント）ＣＱＩおよび／もしく
は１つの広帯域短期（第２）ポイントごとのプリコーディング行列インジケータ、および
ＷＴＲＵによって報告された最新のＪＰＴＩに第２値がセットされた場合に、１つの広帯
域組み合わせるインジケータｉｃｏｍｂ

　のうちの少なくとも１つを含むレポートタイプ、ならびに／または
　－　第３周期によって分離された報告するインスタンス（おそらくは第１セットまたは
第２セットに属する報告するインスタンスを除く）第３セット内で、
　　・ＷＴＲＵによって送信された最新のＰＴＩに第２値がセットされた場合に、（おそ
らくは異なる報告するインスタンスにおける）いくつかのもしくは各送信ポイントに関す
る少なくとも１つの広帯域アグリゲーテッド（またはジョイント）ＣＱＩおよび／もしく
は１つの広帯域短期（第２）ポイントごとのプリコーディング行列インジケータ、および
ＷＴＲＵによって報告された最新のＪＰＴＩに第２値がセットされた場合に、１つの広帯
域組み合わせるインジケータｉｃｏｍｂ

　を含むレポートタイプ。
【０１７２】
　ＷＴＲＵによって送信された最新のＰＴＩに第２値がセットされた場合には、（おそら
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くは異なる報告するインスタンスにおける）いくつかのまたは各送信ポイントに関する少
なくとも１つのサブバンドアグリゲーテッド（またはジョイント）ＣＱＩおよび／または
１つのサブバンド短期（第２）ポイントごとのプリコーディング行列インジケータ、なら
びにＷＴＲＵによって報告された最新のＪＰＴＩに第２値がセットされた場合には、１つ
のサブバンド組み合わせるインジケータｉｃｏｍｂ。
【０１７３】
　諸実施形態は、周期的フィードバックが独立の周期および／またはフィードバックに基
づく１つまたは複数の技法を企図するものである。多少異なった形で述べると、諸実施形
態は、そのいくつかのまたはそれぞれが少なくとも周期および／またはオフセットによっ
て定義されるサブフレームの複数のセットにおいて周期的ＣＳＩレポートを送信すること
に基づく周期的ＣＳＩフィードバックの実現を企図するものである。そのような実施形態
では、サブフレームの特定のセット内で送信されるＣＳＩレポートは、
　－　送信ポイント、送信ポイントのセット、もしくはＣＳＩ－ＲＳリソースのセット、
　－　送信状態（たとえば、ジョイント送信または単一ポイント送信に関するレポート）
、
　－　関連する条件、および／または
　－　レポートタイプ（たとえば、ＷＴＲＵがランクインジケータまたはＣＱＩ／ＰＭＩ
フィードバックのどちらを報告するのか）
のうちの少なくとも１つに関する。諸実施形態は、サブフレームの所与のセットの周期お
よび／またはオフセットが、たとえばより上の層によって示されるパラメータから導出さ
れることを企図するものである。
【０１７４】
　１つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、レポートタイプおよび送信ポイントのい
くつかの組合せ、またはいくつかの実施形態ではレポートタイプおよび送信ポイントのす
べての可能な組合せに関するＣＳＩレポートを、それぞれサブフレームの異なるセットに
おいて送信する。たとえば、ＷＴＲＵは、サブフレームセットＡにおいてポイント１のＲ
Ｉ、サブフレームセットＢにおいてポイント２のＲＩ、サブフレームセットＣにおいてポ
イント１のＣＱＩ／ＰＭＩ、サブフレームセットＤにおいてポイント２のＣＱＩ／ＰＭＩ
、などを送信する。
【０１７５】
　１つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、サブフレームの単一のセットにおけるい
くつかのまたはすべての送信ポイントに適用可能なある種のタイプのフィードバックに関
するＣＳＩレポートを送信する。これは、たとえば、いくつかのタイプのＣＳＩ情報が送
信ポイントの間で共通するなど、複数の理由から有用である。たとえば、ＲＩは、すべて
の送信ポイント、送信状態に共通し、または特定の送信ポイントのＲＩにリンクされる。
この場合に、情報は、送信ポイントごとにサブフレームの１つのセットではなくサブフレ
ームの単一のセットにおいて送信され、したがって、オーバーヘッドを節約する。同一の
技法が、たとえば、送信状態インジケータ（ＴＳＩ）または送信ポイントの順序付きセッ
トを示すＰＩに適用される。
【０１７６】
　１つまたは複数の実施形態では、サブフレームの所与のセットは、半静的な基礎で、送
信ポイント（またはＣＳＩ－ＲＳリソース）の特定のセットまたは送信状態（ジョイント
送信など）にリンクされる。オーバーヘッドを最小にするために、ＷＴＲＵは、ある１つ
または複数の条件が満足される場合に、いくつかの実施形態ではおそらくはある１つまた
は複数の条件が満足される場合に限って、ある送信ポイントまたは送信状態に関連するあ
るタイプのＣＳＩが送信されると決定する。たとえば、条件は、ＷＴＲＵが決定する送信
状態に関連付けられる。ＷＴＲＵは、ある送信ポイントが決定された送信状態に従ってＷ
ＴＲＵへの送信に用いられる場合に、いくつかの実施形態ではこの送信ポイントが決定さ
れた送信状態に従ってＷＴＲＵへの送信に用いられる場合に限って、その送信ポイントに
関するＣＳＩフィードバックを送信する。また、たとえば、別の条件は、送信ポイントま
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たは状態に関連するメトリック（広帯域ＣＱＩなど）が、最良の送信ポイントまたは状態
に関連するメトリックからしきい値を引いたものよりよいことである。ＷＴＲＵが、ある
送信ポイントまたは送信状態が送信に関する条件を満足しないと決定する場合に、ＷＴＲ
Ｕは、たとえばその送信ポイントに固有のサブフレームの別々のセット内で、ＴＳＩまた
はこれまでに未定義のタイプのレポートなど、別々のタイプのレポート内でこれをネット
ワークに示す。１つまたは複数の実施形態では、ある１つまたは複数の送信ポイントに関
するＣＳＩフィードバックの送信は、たとえば、このレポートの最新の送信された値に条
件付けられる。
【０１７７】
　１つまたは複数の実施形態では、サブフレームのセットと送信ポイントとの間のリンケ
ージが動的である。たとえば、送信ポイントは、少なくとも１つの品質判断基準（たとえ
ば、最大のＲＩまたは最大の広帯域ＣＱＩなど）を使用してＷＴＲＵによってランキング
される。ＷＴＲＵは、このランキングを、ＰＩを含むこれまでは未定義の、サブフレーム
の特定のセットにおいて送信されるレポートタイプで示す。最新の送信されたＰＩに基づ
いて、最高ランクの送信ポイントに関するＣＳＩは、サブフレームの第１セットにおいて
送信され、２番目に高い送信ポイントに関するＣＳＩはサブフレームの第２セットにおい
て送信され、以下同様である。この技法は、たとえば、より重要な送信ポイントに関する
フィードバックの、より重要でないポイントより頻繁な送信を可能にする。
【０１７８】
　諸実施形態は、ＷＴＲＵが送信ポイントの新しいランキングを提供する場合にレポート
タイプがフィードバックされることを企図するものである。各送信ポイントの周期性／オ
フセットは、事前に構成されかつ／またはＷＴＲＵによって提供されるランクに結び付け
られる。１つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、一方はより高い周期性を必要とす
る「よい」送信ポイントを有し、他方はより低い周期性を必要とする「悪い」送信ポイン
トを有する少なくとも２つのリストを送信する。リストの個数は、たとえば、要求される
周期性粒度に伴って増加する。ＷＴＲＵは、より上の層のシグナリングを使用してポイン
トのリストを含むＰＩをも報告する。
【０１７９】
　ＷＴＲＵが、前述の技法のうちの１つを使用して複数の送信ポイントに関してＣＳＩを
フィードバックするように構成される時に、サブフレームのセットの間にオーバーラップ
がある場合に、フィードバックレポートの衝突が発生する。１つまたは複数の実施形態で
は、送信ポイントの優先権の順序は、たとえば同一のレポートタイプに関して衝突が発生
する場合など、ネットワークによって事前に構成され、いくつかの実施形態では、衝突が
同一のレポートタイプに関して発生する場合に限って事前に構成される。２つの送信ポイ
ントが、同一のリソースについてスケジューリングされたレポートをフィードバックした
場合に、ＷＴＲＵは、より高い優先権を有する送信ポイントに関するレポートをフィード
バックする。１つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、フィードバックされる送信ポ
イントを選択する。フィードバックＣＳＩは、たとえば、そのフィードバックがどのポイ
ントに関するのかを示すためにＰＩを含む。
【０１８０】
　諸実施形態は、周期的フィードバックが、複数のポイントに関するレポートの送信に基
づくことを企図するものである。たとえば周期的ＣＳＩ報告を実行するためなど、さまざ
まな理由から、ＷＴＲＵは、単一ポイントフィードバックに関する使用可能なＲｅｌ－１
０報告モードのいずれかを用いて構成される。諸実施形態は、モードが、ＴＳＩおよび／
またはＰＩを含むためにこれまでは未定義のレポートタイプを含めることによって増補さ
れることを企図するものである。企図されるレポートタイプは、これまでに未定義の独立
レポートタイプであり、または任意の他のレポートタイプを用いてジョイントで提供され
る（たとえば、ＲＩをＴＳＩと組み合わせるレポートタイプ）。その場合に、いくつかの
またはすべての他のフィードバックレポートタイプは、ＴＳＩおよび／またはＰＩを含む
最も最近に送信されたレポートタイプ内で示されたポイント（１つまたは複数）に関して
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条件付けられる。１つまたは複数の実施形態では、ＴＳＩは、ＰＩまたは他のレポートタ
イプより高い周期性を用いて送信され、ＰＩは、ＴＳＶ内のどのポイント（ＴＳＩによっ
て示される）に関して、将来のレポートが条件付けられるのかを示すために送信される。
あるいはまたはそれに加えて、いくつかのまたはすべてのフィードバックレポートは、そ
の特定のレポートがどのポイントに関するのかを示すＴＳＩおよび／またはＰＩを含む。
【０１８１】
　１つまたは複数の実施形態では、複数のポイントに関するＣＳＩコンポーネントは、同
一サブフレームにおいて報告される。たとえば、レポート内で提供されるＣＳＩ情報のタ
イプが、単一ポイントではなく複数のポイントに関して提供されるように、既存のレポー
トタイプ（たとえば、１、１ａ、２、２ａ、２ｂ、その他など）を維持し、変更し、また
は拡張することが可能である。諸実施形態は、彼のが、いくつかのレポートまたは各レポ
ートの情報ペイロードの増加をもたらすが、たとえば送信ポイントの個数にかかわりなく
既存の周期的モードの時間編成の維持を容易にすることを企図するものである。
【０１８２】
　諸実施形態は、下記などであるがこれに限定されない、１つまたは複数の特定のレポー
トタイプに適用可能な１つまたは複数の技法を企図するものである。
　－　ＢＷ部分の最良のＷＴＲＵによって選択されたサブバンドに関するサブバンドＣＱ
Ｉを含むレポート１および１ａで、ＷＴＲＵは、両方のポイント（およびおそらくは両方
のポイントの単一のサブバンド）もしくは各ポイントの１つのサブバンドを報告し、
　－　ＣＱＩを含むレポート（たとえば、１、１ａ、２、２ｂ、２ｃ、４）で、ＷＴＲＵ
は、次のうちの少なくとも１つを報告し（ポイントごとのＣＱＩがミュート仮説を伴いま
たは伴わないことが企図されている）
　　・各ポイントの第１符号語のポイントごとのＣＱＩ、そのいくつかもしくはそれぞれ
がそれぞれのポイントの第１符号語に対して相対的である、各ポイントの第２符号語の空
間差分ポイントごとのＣＱＩ（ＲＩ＞１の場合）、
　　・あるポイントの第１符号語のポイントごとのＣＱＩ、各他のポイントの第１符号語
の差分ポイントごとのＣＱＩ（その一部またはそれぞれは、第１ポイントの第１符号語に
対して相対的である）、そのいくつかもしくはそれぞれが第１ポイントの第１符号語もし
くはそれぞれのポイントの第１符号語のいずれかに対して相対的である各ポイントの第２
符号語に関する差分ポイントごとのＣＱＩ（たとえば、ＲＩ＞１の場合）、および／また
は
　　・いくつかのまたはすべてのポイントからのジョイント送信を仮定する、第１符号語
に関するアグリゲーテッドＣＱＩ、いくつかのまたはすべてのポイントからのジョイント
送信を仮定する、第２符号語に関する空間差分アグリゲーテッドＣＱＩ（たとえば、ＲＩ
＞１）、
　－　ＰＭＩまたは第２ＰＭＩを含むレポート（たとえば、１ａ、２、２ｂ、５）で、
　　・８つ未満のアンテナポイントを有するいくつかのもしくは各ポイントに関するポイ
ントごとのＰＭＩ、８つのアンテナポートを有するいくつかのもしくは各ポイントに関す
る第２ＰＭＩ、
　　・第１ポイント以外のいくつかのまたは各ポイントに関して、第１ポイントとこのポ
イントとの間の少なくとも１つの位相オフセット、および／または
　　・１つまたは複数の組み合わせるインジケータ（たとえば、ポイントの間の共位相行
列をポイントする単一のインジケータ）、および／または
　－　少なくとも１つのポイントが８つのアンテナポートを有する場合に、
　　・レポート２ａもしくは２ｃは、８つのアンテナポートを有するポイントに関する第
１ＰＭＩを含み、いくつかの実施形態で、レポート２ａもしくは２ｃは、８つのアンテナ
ポートを有するポイントに関する第１ＰＭＩだけを含む。
【０１８３】
　１つまたは複数の実施形態では、ＴＳＩを含む企図されるレポートタイプは、ＣＳＩが
それに関してフィードバックされるポイントの順序（たとえば、ポイントのベクトル）を
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も含む。その場合に、ＴＳＩおよびポイントの順序がフィードバックされた後に発生する
フィードバックレポートは、第１ポイントに関するものである。これまでに未定義の単一
ビットフラグが、企図されるレポートタイプのいずれにも追加され、フラグに関する事前
定義の値をフィードバックした後に、将来のレポートがそれに関して条件付けられるポイ
ントは、順序付けられたポイントのベクトル内の次のポイントへサイクルする。あるいは
またはそれに加えて、１つまたは複数の実施形態では、ポイントの順序は、ネットワーク
によってＷＴＲＵにシグナリングされる。
【０１８４】
　１つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、Ｒｅｌ－１０周期的フィードバックモー
ドで構成される。諸実施形態は、ＷＴＲＵが、サブフレーム番号をポイントおよび／また
はＴＳＩおよび／またはＰＩに関連付ける周期および／またはオフセットを用いて構成さ
れることを企図するものである。いくつかのまたはすべてのフィードバックレポートは、
サブフレームが関連するポイントに対して条件付けられ、いくつかの実施形態では、いく
つかのまたはすべてのフィードバックレポートは、サブフレームが関連するポイントに対
して条件付けられなければならない。
【０１８５】
　１つまたは複数の実施形態では、ＴＳＩおよび／もしくはＰＩまたはより上のシグナリ
ングもしくはサブフレーム番号を含むレポートタイプは、明示的にまたは暗黙のうちにの
いずれかで、フィードバックレポートがアグリゲーテッド値またはポイントごとの値のど
ちらに関するのかに関する情報をも含む。アグリゲーテッドフィードバックは、最も最近
に報告されたＰＩに対するレポートタイプの条件付けを除去することによって、および／
または最も最近にフィードバックされたＴＳＩに対していくつかのまたはすべてのアグリ
ゲーテッドレポートタイプを条件付けることによって達成される。あるいはまたはそれに
加えて、アグリゲーテッドフィードバックは、事前に選択されたポイントのフィードバッ
クに対して条件付けられる差分値を送信することによって達成される。事前に選択される
ポイントは、最高のポイントごとのＣＱＩなどであるがこれに限定されないメトリックに
よって決定される。たとえば、ポイント１は、基準ポイントと考えられ、したがって、Ｐ
Ｉがポイント１フィードバックを示す時に、ＣＱＩは、ポイント１のポイントごとのＣＱ
Ｉを表す。１つまたは複数の実施形態では、ＰＩが他のポイントを示す時に、ＣＱＩは、
たとえばアグリゲーテッドＣＱＩを提供するための差分値（ポイント１のポイントごとの
ＣＱＩト比較した）を表す。
【０１８６】
　諸実施形態は、送信ポイントおよび／または送信状態の間のサイクリングに基づく周期
的フィードバックを企図するものである。１つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、
ある種のフィードバックレポートタイプがポイントを通ってサイクルすることを可能にす
ることによって増補されたＲｅｌ－１０報告モードのうちの１つを用いて構成される。た
とえば、ＲＩが構成される場合に、ＷＴＲＵは、すべてのポイントの少なくとも１つの値
（すなわち、アグリゲートＲＩ）をフィードバックし、いくつかの実施形態では、おそら
くは、すべてのポイントについて１つの値だけをフィードバックする。１つまたは複数の
実施形態では、いくつかのまたは各連続するＲＩレポートは、異なるポイントのランクを
表す。ＲＩレポートがそれに関して構成されるポイントは、ポイントのベクトルを通って
サイクルすることによって入手することができる。ポイントのベクトルは、たとえば、最
も最近のＴＳＩおよび／もしくはＰＩから暗黙のうちに決定され、または、これまでに未
定義のレポートタイプ内でＷＴＲＵによって明示的にフィードバックされ、または、より
上の層のシグナリングを介してネットワークによって事前に構成される。１つまたは複数
の実施形態では、ＷＴＲＵがＲＩサイクリングを使用する時に、ＲＩ報告のポイントごと
の周期は、Ｎｐｏｉｎｔｓ＊ＭＲＩ＊Ｎｐｄになる（ここで、Ｎｐｏｉｎｔｓは、ポイン
トの総数であり、ＲＩレポートの報告インターバルは、たとえば３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．
２１３で定義されているように、ＣＱＩ／ＰＭＩレポート周期Ｎｐｄの整数倍（ＭＲＩ）
である。
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【０１８７】
　広帯域ＣＱＩ／ＰＭＩ報告が構成される場合に、ＷＴＲＵは、ＣＱＩ／ＰＭＩに関する
連続する報告ごとに、いくつかのポイントまたは各ポイントを通ってサイクルする。その
場合に、いくつかのまたは各ポイントのＣＱＩ／ＰＭＩが報告される周期性は、Ｎｐｏｉ

ｎｔｓ＊Ｎｐｄによって与えられる。諸実施形態は、ＰＭＩが２つの部分（たとえば、Ｐ
ＭＩ１およびＰＭＩ２）によって示される場合に、各プリコーディング行列に関するポイ
ントンサイクリングが、依存しまたは独立であることを企図するものである。たとえば、
単一ポイント報告モード２－１では、ＰＴＩ＝０の場合に、報告の次の順序が構成される
。
　Ｗ－ＰＭＩ１、Ｗ－ＣＱＩ／Ｗ－ＰＭＩ２、Ｗ－ＣＱＩ／Ｗ－ＰＭＩ２　Ｗ－ＣＱＩ／
Ｗ－ＰＭＩ２、Ｗ－ＰＭＩ１、Ｗ－ＣＱＩ／Ｗ－ＰＭＩ２、Ｗ－ＣＱＩ／Ｗ－ＰＭＩ２、
Ｗ－ＣＱＩ／Ｗ－ＰＭＩ２…
（ここで、Ｗは、広帯域を意味し、ＰＭＩ１は、第１プリコーダ行列インジケータを意味
し、ＰＭＩ２は、第２プリコーディング行列インジケータを意味する）。ポイントを通っ
てサイクルする時に、次の例は、Ｗ－ＰＭＩ１およびＷ－ＰＭＩ２のサイクリングが依存
することを実証するものである。
　Ｗ－ＰＭＩ１ａ、Ｗ－ＣＱＩ／Ｗ－ＰＭＩ２ａ、Ｗ－ＣＱＩ／Ｗ－ＰＭＩ２ａ　Ｗ－Ｃ
ＱＩ／Ｗ－ＰＭＩ２ａ、Ｗ－ＰＭＩ１ｂ、Ｗ－ＣＱＩ／Ｗ－ＰＭＩ２ｂ、Ｗ－ＣＱＩ／Ｗ
－ＰＭＩ２ｂ、Ｗ－ＣＱＩ／Ｗ－ＰＭＩ２ｂ…
【０１８８】
　１つまたは複数の依存する方法では、諸実施形態は、サイクリングが、１つのレポート
タイプ（たとえば、ＰＭＩ１）、いくつかの実施形態ではおそらく１つのレポートタイプ
だけに関して発生し、他のレポートタイプが、サイクルされるレポートタイプについて使
用されるポイントに関して条件付けられることを企図するものである。あるいは、諸実施
形態は、サイクリングが、独立であることを企図するものである。
　Ｗ－ＰＭＩ１ａ、Ｗ－ＣＱＩ／Ｗ－ＰＭＩ２ａ、Ｗ－ＣＱＩ／Ｗ－ＰＭＩ２ｂ　Ｗ－Ｃ
ＱＩ／Ｗ－ＰＭＩ２ｃ、Ｗ－ＰＭＩ１ｂ、Ｗ－ＣＱＩ／Ｗ－ＰＭＩ２ａ、Ｗ－ＣＱＩ／Ｗ
－ＰＭＩ２ｂ、Ｗ－ＣＱＩ／Ｗ－ＰＭＩ２ｃ…
（ここで、文字付きの添字は、異なるポイントを表すのに使用される）。
諸実施形態は、依存するサイクリングおよび独立のサイクリングという概念が、レポート
タイプのいずれかに帰せられることを企図するものである。依存サイクリングについて、
いくつかの実施形態では、１つのレポートタイプは、別のレポートタイプのポイント依存
性がそれに基づいて条件付けられるアンカと考えられる。たとえば、広帯域ＣＱＩ／ＰＭ
ＩとサブバンドＣＱＩとの両方が構成される場合について、サブバンドＣＱＩが、広帯域
ＣＱＩにアンカリングされる場合に、サブバンドレポートがそれに基づいて条件付けられ
るポイントは、最も最近の広帯域ＣＱＩに関するポイントに依存する。例示的な例として
、モード２－０で、単一ポイントおよび２つの帯域幅部分について、報告は、
　Ｗ－ＣＱＩ、Ｓ－ＣＱＩ１、Ｓ－ＣＱＩ２、Ｓ－ＣＱＩ１、Ｓ－ＣＱＩ２、Ｗ－ＣＱＩ
、Ｓ－ＣＱＩ１、Ｓ－ＣＱＩ２、Ｓ－ＣＱＩ１、Ｓ－ＣＱＩ２…
である（番号付きの添字は、サブバンド番号を示す）。
【０１８９】
　諸実施形態は、ポイントを通ってサイクルする時に、次が、サブバンドＣＱＩと広域Ｃ
ＱＩとの間のサイクリング依存性の例を示すことを企図するものである。
　Ｗ－ＣＱＩａ、Ｓ－ＣＱＩ１，ａ、Ｓ－ＣＱＩ２，ａ、Ｓ－ＣＱＩ１，ａ、Ｓ－ＣＱＩ

２，ａ、Ｗ－ＣＱＩｂ、Ｓ－ＣＱＩ１，ｂ、Ｓ－ＣＱＩ２，ｂ、Ｓ－ＣＱＩ１，ｂ、Ｓ－
ＣＱＩ２，ｂ…
その場合に、広帯域ＣＱＩの周期性は、Ｎｐｏｉｎｔｓ＊Ｈ＊Ｎｐｄによって与えられる
（ここで、Ｈは、たとえば３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１３で定義される広帯域ＣＱＩ／広
帯域ＰＭＩ報告の周期性を決定するのに使用される整数倍数である。
【０１９０】
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　１つまたは複数の実施形態について、次は、広帯域ＣＱＩとサブバンドＣＱＩとの間の
サイクリング依存性の例を示す。
　Ｗ－ＣＱＩａ、Ｓ－ＣＱＩ１，ａ、Ｓ－ＣＱＩ２，ａ、Ｓ－ＣＱＩ１，ｂ、Ｓ－ＣＱＩ

２，ｂ、Ｗ－ＣＱＩｂ、Ｓ－ＣＱＩ１，ａ、Ｓ－ＣＱＩ２，ａ、Ｓ－ＣＱＩ１，ｂ、Ｓ－
ＣＱＩ２，ｂ…
１つまたは複数の実施形態は、サブバンド報告が、ポイントを通ってサイクルする前に連
続するレポートにおける少なくとも１つのポイントのいくつかのまたはすべての帯域幅部
分を通ってサイクルすることを企図するものである。あるいはまたはそれに加えて、サイ
クリングの順序を逆転することができ、連続するレポートにおいて、異なるポイントに関
するいくつかのまたはすべてのサブバンドレポートが、帯域幅部分を通ってサイクルする
前に帯域幅部分を一定に保ちながらサイクルされる。諸実施形態は、サイクリングおよび
／またはサイクリングの依存性が、レポートタイプの任意の組合せおよび任意のレポート
モードに関して適用可能であることを企図するものである。１つまたは複数の実施形態で
は、サイクリングは、すべてのポイントにまたがって行われ、また、アグリゲーテッドま
たはポイントごとのフィードバックの２つの仮説にまたがって行われる。
【０１９１】
　諸実施形態は、ＲＲＣ層で生成される測定レポートを使用する複数の送信ポイントから
のチャネル状態情報の報告の技法を企図するものである。１つまたは複数の実施形態では
、ＷＴＲＵは、ある種のセルの送信ポイントのサブセットの受信信号強度（ＲＳＲＰ）お
よび／または受信信号品質（ＲＳＲＱ）および／または経路損を、送信ポイントのサブセ
ットに関する送信されたＣＳＩ－ＲＳ基準信号（１つまたは複数）を測定することに基づ
いて、推定することができる。
【０１９２】
　諸実施形態は、ＷＴＲＵが、ある種のセルの送信ポイントのサブセットに関して送信さ
れた基準信号（１つまたは複数）（送信ポイント基準信号またはＴＰ－ＲＳと呼ばれる）
の以前に定義されていないタイプを測定することに基づいて、送信ポイントのこのサブセ
ットの受信信号強度（ＲＳＲＰ）および／または受信信号品質（ＲＳＲＱ）および／また
は経路損を推定することをも企図するものである。ＴＰ－ＲＳは、「マルチポイント測定
」サブフレームと定義され、そのパターンがより上の層によって供給される特定のサブフ
レーム中に、いくつかの実施形態では特定のサブフレーム中に限って、この方法に従って
ＣｏＭＰ対応ＷＴＲＵのために送信され、これによって受信される。そのようなサブフレ
ームは、たとえばレガシＷＴＲＵがこれらのサブフレームでのある種の測定および関連す
る処理を実行することを試みるのを防ぐためにＭＢＳＦＮサブフレームのサブセットとし
て含まれる。
【０１９３】
　諸実施形態は、異なる（隣接する）送信ポイントから送信されたＴＰ－ＲＳが、これら
のポイントから受信される信号の間の潜在的な電力アンバランスに起因する正確さの消失
を防ぐために異なるＯＦＤＭシンボルにおいて送信されることを企図するものである。
【０１９４】
　その測定値に関してＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳを使用して、ＷＴＲＵは、同一のセ
ル（１つまたは複数）および／または異なるセル（１つまたは複数）のいくつかのまたは
各送信ポイントのＲＳＲＰ値またはＲＳＲＱ値を別々に報告する。ＲＲＣ測定レポートに
基づいて、ネットワークは、ＣＳＩ報告に関する送信ポイントのサブセットを用いてＷＴ
ＲＵを明示的に構成する。諸実施形態は、ＣＳＩ－ＲＳごとのまたはＴＰ－ＲＳごとのよ
り上の層のＲＳＲＰ測定値が、たとえば他の理由の中でもＣＳＩ測定値報告のためにＷＴ
ＲＵが使用するＣＳＩ－ＲＳリソースのセットを管理するためにネットワークによって使
用されることを企図するものである。
【０１９５】
　より具体的には、ＷＴＲＵは、おそらくは測定構成の一部として、測定すべき送信ポイ
ント、ＣＳＩ－ＲＳ、またはＴＰ－ＲＳ（ポート）のリストを用いて構成される。この構
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成は、サービングセルに関係するＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳのリスト（たとえば、Ｗ
ＴＲＵのサービングセル、主サービングセル、またはあるいは副セルから送信されたＣＳ
Ｉ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳ）、特定のＰＣＩに関連するＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳの
リスト、および／または任意のＰＣＩに関連するＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳのリスト
のうちの１つまたは組合せに対応するＣＳＩ－ＲＳ構成またはＴＰ－ＲＳ構成の少なくと
も１つのサブセットを含む。
【０１９６】
　諸実施形態は、より上の層の測定について使用されるＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳの
構成が、次の構成パラメータのうちの少なくとも１つを含むことを企図するものである。
　－　アンテナポートカウント（たとえば、１、２、４、または８）、
　－　リソース構成（たとえば、ＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳのリソース要素構成）、
　－　サブフレーム構成（たとえば、ＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳが送信されるサブフ
レーム）、
　－　ＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥ対ＣＳＩ－ＲＳ　ＥＰＲＥの仮定される比（たとえば、Ｐｃ
値）、
　－　仮想セルアイデンティティなど、ＣＳＩ－ＲＳの擬似乱数シーケンスの初期値の導
出に使用される少なくとも１つのパラメータ。１つまたは複数の実施形態では、ポートの
うちのいくつかもしくはそれぞれまたはポートのサブセットのうちのいくつかもしくはそ
れぞれは、それ自体の擬似乱数シーケンス初期化構成を有する、および／または
　－　関連するＰＣＩ－このパラメータは、ＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳがサービング
セルまたはＰｃｅｌｌと異なるセルに対応する場合に含まれる。さらに、このパラメータ
は、異なるセルのＣＳＩ－ＲＳがＲＳＲＳＰ測定値に関して構成される場合に含まれる。
１つまたは複数の実施形態では、ネットワークは、たとえばＷＴＲＵにおけるより上の層
の測定セットについて含まれるいくつかのまたはすべてのＣＳＩ－ＲＳに関する上で説明
されたパラメータの完全なセットまたは部分的なセットを構成する。
【０１９７】
　あるいはまたはそれに加えて、１つまたは複数の実施形態は、たとえばシグナリングを
最適化するためなど、複数の理由から、以前に説明された構成のサブセットが、構成され
た送信ポイントにまたがって共通である（たとえば、あるパラメータが、いくつかのまた
はすべての送信ポイントについて提供される）ことを企図するものである。残りのサブセ
ットは、いくつかのまたは各送信ポイント構成について個別にＷＴＲＵに提供される。た
とえば、アンテナポートカウントは、共通のパラメータであり、リソース構成、サブフレ
ーム構成、および／または擬似乱数シーケンス構成は、いくつかのまたは各提供される送
信ポイント（ＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳ）について異なる。
【０１９８】
　もう１つの例では、サブフレーム構成は、より上の層の測定に関して構成された送信ポ
イントにまたがる共通の構成パラメータでもある。より具体的には、そのような例で、Ｗ
ＴＲＵ測定セット構成は、１つのサブフレーム構成および潜在的に１つのアンテナポート
構成（または、あるいは、デフォルトアンテナポート構成（たとえば、２）が仮定される
）と、それに続く、リソース構成および／または擬似乱数シーケンス構成を含むがこれに
限定されない独立の送信ポイント（たとえば、ＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳ）パラメー
タ構成のリストを含む。
【０１９９】
　さらなる例として、１つのＣＳＩ－ＲＳ構成またはＴＰ－ＲＳ構成は、それぞれが個々
のシーケンス生成を伴うポートの複数のサブセットを有する。これは、異なるＷＴＲＵの
異なるＣＳＩ－ＲＳ構成を管理するためのネットワーク柔軟性を可能にする。この場合に
、ＷＴＲＵは、複数のシーケンスイニシエータならびにいくつかのまたは各初期化が適用
可能であるポートについて知らされる。あるいはまたはそれに加えて、ＷＴＲＵは、構成
されたセル内で送信され（かつ、検出され）るＣＳＩ－ＲＳのＲＳＲＰを盲目的に復号し
、かつ／または測定することを試みる。ＷＴＲＵがＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳを盲目
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的に復号するのを援助するために、ＷＴＲＵは、デフォルトアンテナポートカウント（た
とえば、２アンテナポート構成）または所与の構成されたアンテナポートカウントを考慮
して、ＣＳＩ－ＲＳを検索するためのサブフレーム構成を与えられる。それに加えてまた
はあるいは、諸実施形態は、ネットワークが、ブラインド復号に使用される少なくともい
くつかのサブフレームを構成することを企図するものである。これらのサブフレームまた
は任意の他のサブフレームにおいて、同一のシーケンス生成初期化が、いくつかのまたは
すべてのＣＳＩ－ＲＳリソースまたはＴＰ－ＲＳリソースについて使用される。シーケン
ス生成初期化は、たとえば、マクロセルの実際のＰＣＩによって入手される。
【０２００】
　諸実施形態は、ＷＴＲＵが、アンテナポートカウントに関するＣＳＩ－ＲＳがＣＳＩ－
ＲＳの潜在的送信を検出するために送信される、いくつかのリソース要素またはすべての
可能なリソース要素を検討することを企図するものである。１つまたは複数の実施形態で
は、より上の層の測定値をネットワークに報告する時に、ＷＴＲＵは、ＣＳＩ－ＲＳが検
出されたリソース要素（１つまたは複数）をＲＳＲＰと一緒に報告する。これは、ネット
ワークが、測定値がどのＣＳＩ－ＲＳに対応するのかを決定し、かつ／またはＣＳＩ報告
するセットおよび／もしくはＣｏＭＰセットを正しく構成することを可能にする。１つま
たは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、これらのリソース要素の位置を示すリソース構成
インデックス（またはｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇパラメータ）をＲＳＲＰと一緒に報
告する。ＷＴＲＵが送信ポイントを復号するのをさらに援助するために、１つまたは複数
の実施形態では、ネットワークは、ＷＴＲＵが構成されたサブフレームにおいて復号する
（または、少なくとも復号を試みる）ＣＳＩ－ＲＳポイントに関するスクランブリング構
成を提供する。
【０２０１】
　あるいはまたはそれに加えて、１つまたは複数の実施形態は、そのシーケンスがお互い
の循環シフトである（たとえば、もはやゴールドシーケンスではなく、ＣＡＺＡＣシーケ
ンスにより近い）ＣＳＩ－ＲＳを企図するものであり、その場合に、スクランブリング構
成は、前もってＷＴＲＵに提供される必要がない。その場合に、いくつかのまたはすべて
の協力するポイントは、同一のルートシーケンスを共有する。１つまたは複数の実施形態
は、ルートシーケンスが、たとえば、ネットワークによって事前に構成され、より上の層
を介してＷＴＲＵにシグナリングされる形で、サブフレーム番号に対して条件付けられる
ことを企図するものである。また、１つまたは複数の実施形態は、いくつかのまたは各送
信ポイントについて、ＷＴＲＵが、たとえば報告する判断基準の評価または測定判断基準
に使用する測定品質を維持し、かつ／または測定することを企図するものである。
【０２０２】
　たとえば、限定ではなく、測定構成メッセージは、１つの情報または情報の組合せをＷ
ＴＲＵに与える。たとえば、この情報は、サービングセル物理アイデンティティに属する
または属さない複数ポイントＣＳＩ－ＲＳ報告または複数ポイントＴＰ－ＲＳ報告のため
に（および、いくつかの実施形態では、おそらくは複数ポイントＣＳＩ－ＲＳ報告または
複数ポイントＴＰ－ＲＳ報告だけのために）使用される測定アイデンティティのセットを
含む。この情報は、ＷＴＲＵがいくつかのまたはすべてのセルおよび／または送信ポイン
トにまたがって使用できる少なくとも１つの測定オブジェクトに関連する測定アイデンテ
ィティのセットを含む。さらに、この情報は、構成されたＰＣＩに関する送信ポイント（
たとえば、サービングセル）あたりのＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳを測定するようにＷ
ＴＲＵを構成する指示を含む。この構成は、測定アイデンティティ、測定オブジェクト、
もしくは報告する構成に固有であり、またはあるいは、いくつかもしくはすべての測定ア
ンデンティティおよび／もしくはイベントにまたがって適用される。もう１つの例では、
この情報は、ＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳのリストに加えて、ＣＲＳを測定するように
ＷＴＲＵを構成する指示をも含む。もう１つの例では、ＷＴＲＵは、リストの存在に基づ
いて、異なる送信ポイントを測定し、おそらくいくつかの実施形態では測定しなければな
らないと決定する。これらの測定が実行され（および、いくつかの実施形態ではおそらく
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は測定されなければならない）、ＷＴＲＵが判断基準評価にこれらを使用できる、測定ア
イデンティティは、測定構成メッセージ内で明示的に示される。あるいは、ＷＴＲＵは、
これらをいくつかのまたはすべての測定アイデンティティにまたがって適用する。もう１
つの例では、この情報は、サブセット内の送信ポイントの測定値をどの測定アンデンティ
ティに適用できるのかの明示的なインジケーションを含む。
【０２０３】
　測定イベントおよび測定アイデンティティの範囲は、異なる展開およびネットワークに
またがって変化するが、ＷＴＲＵは、１つまたは複数の測定イベントを用いて構成される
。たとえば、測定イベントは、イベントＡ４を含む。この例では、隣接するセルの品質は
、時間の構成された期間の間に、構成されたしきい値よりよくなる。このイベントは、複
数の送信ポイントのＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳを測定する指示と共に構成された時に
、送信ポイントの品質が時間の構成された期間の間に構成されたしきい値よりよくなるの
で、ＷＴＲＵによって解釈される。さらに、ＷＴＲＵは、サービングセルにおける送信ポ
イントにおいて、いくつかの実施形態ではおそらくはサービングセルにおける送信ポイン
トにおいてのみ、このイベントの送信を制限する。
【０２０４】
　測定イベントのもう１つの例では、イベントは、サービングセルの送信ポイントの品質
が構成されたしきい値未満に低下する時である。これは、イベントＡ４の「ｒｅｐｏｒｔ
ＯｎＬｅａｖｅ」ビットをセットすることによっても構成される。一例では、送信ポイン
トの品質は、時間の構成された期間の間に、ＣＳＩ報告するセットまたはＣｏＭＰセット
内に送信ポイントの品質よりしきい値だけよくなる。これは、たとえば、ＣｏＭＰセット
を維持するのに使用される以前に未定義のイベントに対応する。
【０２０５】
　ＷＴＲＵは、たとえば正しい測定判断基準評価およびやはり複数の送信ポイントを用い
て構成された他のセルとの比較を可能にするためなどの理由から、同一セルにおけるまた
は異なるセルにおける複数の送信ポイントに関する測定を実行しつつあるので、ＷＴＲＵ
は、さまざまな測定のうちの１つまたは組合せを使用する。一例では、ＷＴＲＵは、いく
つかのまたはすべての構成された送信ポイントのＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳの測定に
加えて、サービングセルおよび／または隣接するセルでのＣＲＳ測定をも実行し、いくつ
かの実施形態では、ＣＲＳ測定は、Ｒ１０　ＣＲＳ測定である。この例では、測定は、他
のイベントに関する比較の基礎として使用される。もう１つの例では、ＷＴＲＵは、他の
イベントに関する比較の基準として、いくつかのセルまたは各セルの最良の測定された送
信ポイントを使用する（たとえば、イベントＡ３を評価し、トリガするために、ＷＴＲＵ
は、サービングセルにおける最良の送信ポイントの品質を考慮に入れ、いくつかの実施形
態では、サービングセルにおける最良の送信ポイントの品質を考慮に入れるのみである）
。もう１つの例では、ＷＴＲＵは、構成される場合に、いくつかのまたは各構成されたサ
ブセットの最初のＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳを使用する。もう１つの例では、ＷＴＲ
Ｕは、異なる物理チャネルアイデンティティまたは異なるサブセットから測定されたＣＳ
Ｉ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳの関数または平均値を使用する（たとえば、あるいは、式に使
用されるＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳは、構成されたＣｏＭＰセット内のＣＳＩ－ＲＳ
ＭまたはＴＰ－ＲＳ（たとえば、ＣＳＩレポートセット）である）。
【０２０６】
　もう１つの例では、ＷＴＲＵは、いくつかのまたはすべての送信ポイント測定値を使用
し、これらを異なるセルからの測定値として扱う。次に、いくつかのまたはすべての構成
されたイベントが、同一のサービングセルにおける送信ポイントについてトリガされる。
たとえば、イベントＡ３は、サービングセルにおける最良の送信ポイントの変化がある時
またはサービングセルにおけるいくつかのまたはすべての送信ポイントと比較した時の最
良のセルの変化がある時にトリガされる。もう１つの例では、ＷＴＲＵは、判断基準が満
足される送信ポイントが同一のサブセットに属する場合に、イベントをトリガする（たと
えば、ある種のイベントは、判断基準がある送信ポイントについて満足される場合にトリ
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ガされる）。１つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、判断基準が満足される送信ポ
イントが同一のサブセットに属する場合にイベントをトリガするのみである（たとえば、
ある種のイベントは、判断基準がある送信ポイントについて満足される場合にトリガされ
るのみである）。
【０２０７】
　企図される実施形態のうちの１つまたは複数では、ＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳに対
してとられた測定値は、送信ポイント固有の構成されたイベントの評価に、および／また
は送信ポイント測定品質報告を実行するのに使用される。そのような実施形態では、レガ
シＣＲＳに対して実行された隣接するセル測定は、他のイベントおよび／または報告構成
に独立に使用される。諸実施形態は、たとえば、測定構成（たとえば、ｍｅａｓＣｏｎｆ
ｉｇ）によって、ＷＴＲＵが、サービングセルおよび／または異なるセル（１つまたは複
数）上の送信ポイントのセットに対して周波数内測定（ｉｎｔｒａ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ
　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）を実行することを要求されることを企図するものである。１
つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、別の周波数上で送信ポイントのセットの周波
数間測定（ｉｎｔｅｒ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）を実行すること
をも要求される。
【０２０８】
　１つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、構成されたイベントまたは構成がＣＳＩ
－ＲＳ測定またはＴＰ－ＲＳ測定に適用されることをＷＴＲＵにおそらくは明示的に示す
測定オブジェクトおよび／または報告する構成を用いて構成される。これは、次のうちの
１つまたは組合せを使用して実行される。
　－　新しい測定オブジェクトは、ＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳに対する送信ポイント
測定について定義される。１つまたは複数の実施形態では、１つの周波数に関する複数の
測定オブジェクトが定義される（たとえば、セル評価のための１つの測定オブジェクトお
よび送信ポイント評価のための１つの測定オブジェクト）。レポート構成は、新しいＣｏ
ＭＰセット管理イベントまたは既存のイベント構成を含む。諸実施形態は、少なくとも１
つの測定アンデンティティが、送信ポイントＣＳＩ－ＲＳリストもしくは送信ポイントＴ
Ｐ－ＲＳリストおよび／または報告する構成を含む関連する測定オブジェクトを有するよ
うに構成されることを企図するものであり、
　－　１つまたは複数のこれまでは未定義の目的が、報告する構成ｒｅｐｏｒｔＣｏｎｆ
ｉｇにおいて企図されている。たとえば、１つの目的は、「ｒｅｐｏｒｔＭｅａｓＣＳＩ
＿ＲＳ」をセットされた目的に対応する。諸実施形態は、「ｒｅｐｏｒｔＭｅａｓＣＳＩ
＿ＲＳをセットされた目的を有する報告する構成が、ＷＴＲＵによって受信される時に、
そのＷＴＲＵが、送信ポイントの基準信号（たとえば、ＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳ）
に対する測定を実行することを企図するものである。レポート構成は、このレポート構成
がＣＳＩ－ＲＳ測定に使用されることの追加の目的および／または識別子を有する、イベ
ントによってトリガされる構成を含む。レポート構成は、たとえば、リストされたＣＳＩ
－ＲＳを測定し、それらを構成された時間期間内に報告するようにＷＴＲＵに要求するの
に使用され、
　－　測定オブジェクトは、送信ポイントＣＳＩ－ＲＳ構成または送信ポイントＴＰ－Ｒ
Ｓ構成を含む（たとえば、ＣＳＩ－ＲＳ測定またはＴＰ－ＲＳ測定を実行するための送信
ポイントのリスト）。以下で言及される時に、このリストは、「ｐｏｉｎｔｓＦｏｒＷｈ
ｉｃｈＴｏＲｅｐｏｒｔＭｅａｓＣＳＩ＿ＲＳ」と呼ばれ、構成は、前に説明された構成
のいずれかに従い、かつ／または
　－　報告する構成は、「ｐｏｉｎｔｓＦｏｒＷｈｉｃｈＴｏＲｅｐｏｒｔＭｅａｓＣＳ
Ｉ＿ＲＳ」情報を含む。
【０２０９】
　諸実施形態は、報告する構成が、測定判断基準（たとえば、イベント）を用いてＷＴＲ
Ｕを構成するための前に説明された技法のいずれかに関連して使用されることを企図する
ものである。関連するイベント（１つまたは複数）の判断基準が、リスト内の送信ポイン



(55) JP 6162045 B2 2017.7.12

10

20

30

40

50

トについて満足される時には、測定レポートがトリガされる。１つまたは複数の実施形態
では、ＷＴＲＵは、たとえば送信ポイント測定に関するワンショット要求によって、送信
ポイントのセットを測定し、かつ／または報告することを要求される。たとえば、これは
、報告する構成（たとえば、ｒｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇ）を使用することによって達成さ
れる。諸実施形態は、前に説明された１つまたは複数のこれまでは未定義の目的（ｒｅｐ
ｏｒｔＭｅａｓＣＳＩ＿ＲＳ）が、構成された送信ポイントリストに対して測定を実行し
、いくつかの実施形態ではそれらを報告するようにＷＴＲＵに指示するのに使用されるこ
とを企図するものである。ｒｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇは、目的をｒｅｐｏｒｔＭｅａｓＣ
ＳＩ＿ＲＳにセットし、所与の構成に関するイベントトリガを構成するまたは構成しない
。ＷＴＲＵは、おそらくはいくつかのまたはすべての要求された測定ポイントを測定する
や否や、測定値を報告し、または、たとえば時間の構成された期間の後にレポートを送信
する。１つまたは複数の実施形態では、タイマの満了時に、ＷＴＲＵは、いくつかのまた
はすべての測定されたＣＳＩ－ＲＳおよび／または検出されたＣＳＩ－ＲＳを報告する。
【０２１０】
　１つまたは複数の実施形態では、測定すべき送信ポイントまたはＣＳＩ－ＲＳのリスト
は、測定オブジェクト（たとえば、周波数内測定オブジェクト）の一部として提供される
。測定オブジェクトは、ＷＴＲＵが測定する、１つまたは複数の実施形態ではおそらくは
測定しなければならないＣＳＩ－ＲＳ、ＴＰ－ＲＳ、および／または送信ポイントのリス
トを含む。以下で言及される時に、このリストは、ｐｏｉｎｔｓＦｏｒＷｈｉｃｈＴｏＲ
ｅｐｏｒｔＭｅａｓＣＳＩ＿ＲＳと呼ばれる。そのような例では、報告する構成は、レポ
ートタイプまたは目的（たとえばｒｅｐｏｒｔＭｅａｓＣＳＩ＿ＲＳ）を含み、さらに、
報告する判断基準を含み、ここで、報告する判断基準は、既存のイベント（たとえば、イ
ベント４）またはこれまでに未定義のイベントを含む。あるいはまたはそれに加えて、レ
ポート構成は、目的に「ｒｅｐｏｒｔＭｅａｓＣＳＩ－ＲＳ」をセットし（いくつかの実
施形態では、おそらくは目的に「ｒｅｐｏｒｔＭｅａｓＣＳＩ－ＲＳ」をセットするのみ
）、イベントを構成しない。その場合に、ＷＴＲＵは、それが測定することを示すのにそ
のようなレポート目的の存在を使用し、提供される送信ポイントＣＳＩ－ＲＳを獲得し（
または少なくとも獲得を試み）、たとえば、測定された後にまたは構成された時間以内に
測定量を報告する。
【０２１１】
　１つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、目的に「ｒｅｐｏｒｔＭｅａｓＣＳＩ＿
ＲＳ」をセットされたｒｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇおよび／または対応する測定オブジェク
ト（たとえば、ＣＳＩ－ＲＳ構成、ｐｏｉｎｔｓＦｏｒＷｈｉｃｈＴｏＲｅｐｏｒｔＭｅ
ａｓＣＳＩ＿ＲＳを含む）のうちの少なくとも１つを組み合わせる送信ポイントＣＳＩ－
ＲＳ報告に関する少なくとも１つの測定アンデンティティを用いて構成される。
【０２１２】
　１つまたは複数の実施形態では、いくつかのまたは各ｍｅａｓＩｄについて、諸実施形
態は、対応するｒｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇが「ｒｅｐｏｒｔＭｅａｓＣＳＩ＿ＲＳ」をセ
ットされた目的を含むことを企図するものである。いくつかの実施形態では、ＷＴＲＵは
、関連するｍｅａｓＯｂｊｅｃｔ内の周波数上でＣＳＩ－ＲＳに関する測定を実行する。
たとえば、ＣＳＩ－ＲＳに関するアシスタント情報がＷＴＲＵに提供されない場合に、Ｗ
ＴＲＵは、構成されたサブフレーム上で、おそらくは所与のアンテナ構成に関するＣＳＩ
－ＲＳの既知の可能なリソース要素上でＣＳＩ－ＲＳを検出し（または少なくとも検出を
試み）、構成された測定量（たとえば、ＲＳＲＰ）を測定する。さらなる例として、ＷＴ
ＲＵは、ｃｅｌｌＦｏｒＷｈｉｃｈＴｏＲｅｐｏｒｔＭｅａｓＣＳＩ＿ＲＳ内で見つけら
れる送信ポイントＣＳＩ－ＲＳまたは送信ポイントＴＰ－ＲＳに対して測定を実行する。
【０２１３】
　１つまたは複数の実施形態では、いくつかのまたは各ｍｅａｓＩｄについて、諸実施形
態は、対応するｒｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇが、ｒｅｐｏｒｔＭｅａｓＣＳＩ＿ＲＳをセッ
トされた目的を含むことを企図するものである。いくつかの実施形態では、ＷＴＲＵは、
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所与のセル上で検出されるすべての送信ポイント（ＣＳＩ－ＲＳ）を検討し、対応するＲ
ｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇにおいて提供されるイベント報告および／またはイベントトリガ
リングに適用可能なＶａｒＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ内の対応するｍｅａｓＯｂｊｅｃｔに含
まれる「ｃｅｌｌＦｏｒＷｈｉｃｈＴｏＲｅｐｏｒｔＭｅａｓＣＳＩ＿ＲＳ」の値を突き
合わせる。
【０２１４】
　１つまたは複数の実施形態では、これまでに未定義の測定オブジェクトが、ＷＴＲＵに
おいて構成される。測定オブジェクトは、ｐｏｉｎｔｓＦｏｒＷｈｉｃｈＴｏＲｅｐｏｒ
ｔＭｅａｓＣＳＩ＿ＲＳを含む。少なくとも１つの測定アイデンティティが、構成され、
その中で、そのような測定オブジェクトおよび／または報告する構成が、おそらくはたと
えば他の理由の中でもサービングセルおよび／または任意の他のセルに関する送信ポイン
トに対する測定値をＷＴＲＵがとることを可能にするために、リンクされる。１つまたは
複数の実施形態では、いくつかのまたは各ｍｅａｓＩＤについて、対応する測定オブジェ
クトは、ｃｅｌｌＦｏｒＷｈｉｃｈＴｏＲｅｐｏｒｔＭｅａｓＣＳＩ＿ＲＳを含められる
。諸実施形態は、ＷＴＲＵが、所与のセル上で検出されるすべての送信ポイント（ＣＳＩ
－ＲＳ）を検討し、対応するＲｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇ内で提供されるイベント報告およ
び／またはイベントトリガリングに適用可能なＶａｒＭｅａｓＣｏｎｆｉｇ内の対応する
ｍｅａｓＯｂｊｅｃｔ内に含まれる「ｃｅｌｌＦｏｒＷｈｉｃｈＴｏＲｅｐｏｒｔＭｅａ
ｓＣＳＩ＿ＲＳ」の値を突き合わせることを企図するものである。
【０２１５】
　諸実施形態は、測定構成の自律的除去を企図するものである。１つまたは複数の実施形
態では、たとえば、測定すべき送信ポイントが、サービングセル内（いくつかの実施形態
ではおそらくサービングセル内のみ）に存在する送信ポイントに対応する場合に、ＷＴＲ
Ｕは、サービングセル変化が発生する時など、複数の理由から１つまたは複数の測定構成
を自律的に除去する。さらなる例として、諸実施形態は、サービングセルの変化および／
またはハンドオーバが発生し、ここで、ＷＴＲＵが、次の測定構成のうちの１つまたは組
合せを自律的に除去することを企図するものである。
　－　目的に「ｒｅｐｏｒｔＭｅａｓＣＳＩ＿ＲＳ」をセットされた対応するｒｅｐｏｒ
ｔＣｏｎｆｉｇを有する測定アイデンティティ、
　－　測定すべきＣＳＩ－ＲＳリストを有する対応するｍｅａｓＯｂｊｅｃｔを有する測
定アイデンティティ（たとえば、これは、これまでに未定義の測定オブジェクトがＣＳＩ
－ＲＳ測定のために導入される場合に使用される）、
　－　目的にｒｅｐｏｒｔＭｅａｓＣＳＩ＿ＲＳをセットされたｒｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉ
ｇ、および／または
ｃｅｌｌＦｏｒＷｈｉｃｈＴｏＲｅｐｏｒｔＭｅａｓＣＳＩ＿ＲＳは、所与の測定オブジ
ェクトについてＷＴＲＵのメモリから除去される。
【０２１６】
　ある送信ポイントの測定イベントの１つに対応する判断基準（たとえば、レポート構成
）が満足される時、および／またはＷＴＲＵが報告する構成における要求に従って測定レ
ポートを送信すると決定する時。ＷＴＲＵは、次の情報のうちのいくつかまたはすべてが
含まれ、ネットワークに送信される測定レポートをトリガする：測定アイデンティティ、
サービングセルの物理チャネルアイデンティティ、イベントをトリガした送信ポイント（
１つまたは複数）アイデンティティおよび対応する測定結果（送信ポイントアイデンティ
ティは、明示的インデックスまたは送信ポイント構成の順序に基づいてＷＴＲＵによって
暗黙のうちに決定されるオリジナル構成メッセージ内で提供された送信ポイントインデッ
クスに対応する（あるいは、送信ポイントアイデンティティは、たとえば仮想ＩＤがＷＴ
ＲＵに提供されるシナリオについて、測定リストの一部として提供される仮想セルＩＤを
提供することによってレポート内で示され、送信ポイントアイデンティティは、ＴＳＩお
よび／またはＰＩを含む））、イベントをトリガするＣＳＩ－ＲＳまたはＴＰ－ＲＳが対
応するサブセット、および／または他の送信ポイントの測定値も、レポート内に含まれる
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。ブラインド検出の場合に、諸実施形態は、基準信号がその中で検出されたＲＥがレポー
ト内で示されることを企図するものである。ネットワークは、ＣｏＭＰセットを決定し、
セットを用いてＷＴＲＵを構成するためにこの測定レポートを使用し、このセットは、Ｗ
ＴＲＵがそれに関してＣＳＩ報告を実行する送信ポイントのセットを決定する。１つまた
は複数の実施形態は、副サービングセル（Ｓｃｅｌｌ）における送信ポイントに同等に拡
張され、ここで、いくつかの実施形態では、特定のＳｃｅｌｌオフセットも定義される。
【０２１７】
　諸実施形態は、送信ポイントの１つまたは複数の異なるサブセットのＣＳＩ－ＲＳの測
定を企図するものである。１つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、異なるサブフレ
ーム内で異なる送信ポイント（またはそのサブセット）に関連するＣＳＩ－ＲＳのセット
を測定する。ＷＴＲＵが、送信ポイントの特定のサブセットのＣＳＩ－ＲＳのセットをそ
の間に測定するサブフレームは、周期的な基礎で発生する。この場合に、ＣＳＩ－ＲＳが
その間に測定されるサブフレームの周期性および／またはオフセットは、送信ポイントの
いくつかのまたは各サブセットについて異なる。１つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲ
Ｕは、サブフレーム構成（ＩＣＳＩ－ＲＳパラメータおよび／またはｓｕｂｆｒａｍｅＣ
ｏｎｆｉｇパラメータ）および／またはこの送信ポイントに固有のアンテナの個数（ａｎ
ｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔパラメータ）に従って、送信ポイントのＣＳＩ－ＲＳ基
準信号を測定する。言い替えると、ＷＴＲＵは、たとえば単一の非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳ
構成ではなく、複数の非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳ構成を与えられる。この技法は、たとえば
、同一の地理的区域における多数の送信ポイントを含むネットワーク内でＣＳＩ－ＲＳ送
信の構成に関するより高い柔軟性を可能にする。
【０２１８】
　ＷＴＲＵは、異なる送信ポイント（またはそのサブセット）に関する異なるサブフレー
ム内で発生するいくつかのまたは各送信ポイント（またはそのサブセット）に関するゼロ
電力ＣＳＩ－ＲＳのセット（またはミューティングパターン）をも与えられる。ＷＴＲＵ
は、少なくとも次の目的のためにこれらのミューティングパターンの存在の知識を利用す
る：ＰＤＳＣＨ復号、ならびに／またはたとえば干渉推定および／もしくはミュートされ
たリソース要素と同一のＯＦＤＭシンボルにおいて発生する所望の信号の推定などのＣＳ
Ｉ計算調整。１つまたは複数の実施形態では、ＣＱＩのいくつかのまたはすべてのタイプ
について干渉を推定するために定義された１つのミューティングパターン（いくつかの実
施形態ではおそらくは単一のミューティングパターン）、または、アグリゲーテッドＣＱ
Ｉ、他のポイントでのミューティング仮定を伴わないポイントごとのＣＱＩ、および／も
しくは他のポイントでのミューティング仮定を伴うポイントごとのＣＱＩなど、ＣＱＩの
いくつかのまたは各タイプについて干渉を推定するために定義される別々のミューティン
グパターンがある。
【０２１９】
　１つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、同一のサブフレーム内であるが異なるリ
ソース要素における異なる送信ポイントに関連するＣＳＩ－ＲＳのセットを測定する。こ
の技法は、たとえば信号が同一サブフレームにおいて測定されるので、送信ポイントの間
の位相差がより正確に測定されることができるという利益を有する。
【０２２０】
　より具体的には、１つまたは複数の実施形態で、異なる送信ポイントに関連するＣＳＩ
－ＲＳは、時間領域で異なるＯＦＤＭシンボルにおいてＷＴＲＵによって送信され、かつ
／または測定される。そのような実施形態は、そこまでの経路損が異なる異なる送信ポイ
ントから送信される信号の間の受信電力のアンバランスから生じる問題を最小にする。い
くつかの実施形態では、ＷＴＲＵは、いくつかのまたはすべての送信ポイントに共通する
ＣＳＩ基準信号構成（ｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇパラメータ）ではなくこの送信ポイ
ントに固有のＣＳＩ基準信号構成（および／またはアンテナポートの個数）に従って送信
ポイントのＣＳＩ－ＲＳ基準信号を測定する。そのような基準信号構成は、たとえば、い
くつかのまたは各送信ポイント（たとえば）について０から３１までの範囲の整数によっ
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て示され、より上の層のシグナリングまたは物理層シグナリングによって提供される。
【０２２１】
　図３Ａは、通常ＣＰサブフレームの例示的なＣＳＩ－ＲＳポートマッピングを示す。送
信ポイントのＴＸアンテナの個数に従って、図示のＣＳＩ－ＲＳポートの１セットが、Ｃ
ＳＩ測定に使用される。いくつかの実施形態では、おそらくは、図示のＣＳＩ－ＲＳポー
トの１セットだけが、ＣＳＩ測定に使用される。１つまたは複数の実施形態は、同一サブ
フレームでの複数の送信ポートの同時ＣＳＩ測定が達成されることができることを企図す
るものである。たとえば、４つのＴｘアンテナおよびそれぞれが２つのＴＸアンテナを備
える３つのリモート無線ヘッドを有するマクロｅＮＢを含むマルチポイント送信システム
では、ＣＳＩ－ＲＳは、図３Ｂに示されているように送信される。図３Ｂでは、図示の４
リソース要素（列１０および１１の第１行および第７行）が、マクロｅＮＢのＣＳＩ測定
に使用される。図示の３つの２リソース要素セット（たとえば、２ＣＳＩ－ＲＳポートお
よび４ＣＳＩ－ＲＳポートの第５列および第６列の第３行、４ＣＳＩ－ＲＳポートの第１
２列および第１３列の第３行）は、リモート無線ヘッドＡ、Ｂ、および／またはＣなど、
３つのリモート無線ヘッドのＣＳＩ測定に使用される。ＷＴＲＵは、マクロｅＮＢから送
信されたＣＳＩ－ＲＳおよびリモート無線ヘッドのうちの少なくとも１つから送信された
ＣＳＩ－ＲＳを測定するように構成される。これらは、異なるＯＦＤＭシンボルにおいて
送信されるので、この２つのノードから送信されるＣＳＩ－ＲＳの間の潜在的な電力アン
バランスに起因する測定劣化はない。
【０２２２】
　１つまたは複数の実施形態では、ＣＳＩ－ＲＳは、「マルチポイント測定」サブフレー
ムと定義され、そのパターンがより上の層によって提供される、特定のサブフレーム中に
（および、いくつかの実施形態ではおそらくは特定のサブフレーム中にのみ）ＣｏＭＰ対
応ＷＴＲＵによって送信され、かつ／または受信される。いくつかの実施形態では、その
ようなサブフレームは、レガシＷＴＲＵがこれらのサブフレームにおけるある種の測定お
よび関連する処理を実行することを試みるのを防ぐために、ＭＢＳＦＮサブフレームのサ
ブセットとして含まれる。
【０２２３】
　１つまたは複数の実施形態では、異なる送信ポイント（またはそのサブセット）は、少
なくともＣＱＩを導出するのに使用されるＣＳＩ－ＲＳ　ＥＰＲＥに対するＰＤＳＣＨ　
ＥＰＲＥの比（またはｐ－Ｃパラメータ）の異なる値に関連する。時々、またはいくつか
の実施形態では、ＷＴＲＵが所与の送信ポイント（またはそのサブセット）に関連するＣ
ＳＩを推定する時に必ず、ＷＴＲＵは、この送信ポイント（またはそのサブセット）の比
の適当な値を決定し、ＣＳＩを計算するのにこれを使用する。各送信ポイントまたはその
サブセットの比の値は、より上の層（たとえば、ＲＲＣシグナリング）によって提供され
る。ＷＴＲＵが少なくとも１つの共通基準信号（ＣＲＳ）に基づいてＣＳＩを推定する１
つまたは複数の実施形態では、ＷＴＲＵは、たとえば所与の送信ポイントに固有のセル固
有ＲＳ　ＥＰＲＥ（パラメータｒｅｆｅｒｅｎｃｅＳｉｇｎａｌＰｏｗｅｒ）の値を使用
することによって、この送信ポイントに関連するＣＳＩを推定する。
【０２２４】
　諸実施形態は、副搬送波ｋでＴｘポイントｍの信号から受信されたＲＳが、次のように
表されることができることを企図するものである。
【０２２５】
【数９】

【０２２６】
ここで、（ｍ，τ）は、Ｔｘポイントｍからのタイミングオフセットであり、
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【０２２７】
【数１０】

【０２２８】
は、タイミングオフセットを伴わない副搬送波ｋで受信されたＲＳシンボルであり、Ｎは
、ＦＦＴポイント数である。
受信されたＤＭ－ＲＳシンボルは、
【０２２９】

【数１１】

【０２３０】
【数１２】

【０２３１】
によって与えられる。受信されたデータシンボルは、
【０２３２】

【数１３】

【０２３３】

【数１４】

【０２３４】
によって与えられる。副搬送波ｋおよびＯＦＤＭシンボルｌでＴｘポイントｍ１およびｍ

２から受信されたＲＳ信号またはユーザｊは、
【０２３５】

【数１５】
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【数１６】

【０２３７】
として表されることができる。送信の間の位相情報のタイミングが、報告されることがで
きない場合には、最良のプリコーダ
【０２３８】

【数１７】

【０２３９】
および
【０２４０】

【数１８】

【０２４１】
は、
【０２４２】

【数１９】

【０２４３】
【数２０】

【０２４４】
として見つけられることができる。諸実施形態は、この場合に、交差項
【０２４５】
【数２１】

【０２４６】
および
【０２４７】
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【数２２】

【０２４８】
が最適化されないので、受信された信号（または合計速度（ｓｕｍ－ｒａｔｅ））が、最
大化されないことを認めるものである。
【０２４９】
　その一方で、相対タイミングまたは位相情報が、測定され報告されることができる（そ
のような測定は、たとえばセクション４．４で説明されるように同一のサブフレームにお
ける両方の送信ポイントのＣＳＩ－ＲＳを測定することによって、正確になることができ
る）場合に、
【０２５０】

【数２３】

【０２５１】
および
【０２５２】

【数２４】

【０２５３】
は、式（７）を最大化することによって、ジョイントで決定されることができる。諸実施
形態は、これが、大きい量子化されたコードブックを要求する可能性があることを認める
ものである。
【０２５４】
　したがって、諸実施形態は、タイミングオフセットに起因する合計速度の損失を補償す
る技法を企図するものである。これは、式（７）を
【０２５５】
【数２５】

【０２５６】
【数２６】

【０２５７】
として書き直すことによって示されることができる。
【０２５８】
　位相補正行列項Ｖは、
【０２５９】
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【数２７】

【０２６０】
または
【０２６１】
【数２８】

【０２６２】
のいずれかに適用され、式（１０）または（１１）が最適化されることを可能にし、した
がって、有効なプリコーダ行列は、
【０２６３】

【数２９】

【０２６４】
または
【０２６５】

【数３０】

【０２６６】
のいずれかであることができる。
【０２６７】
　このシナリオでは、タイミングオフセットは、別々に報告されるまたは位相補正行列項
に含まれるのいずれかとすることができる。すなわち、
　・位相調整
【０２６８】
【数３１】

【０２６９】
または単にタイミングオフセットΔτは、ＲＳから測定され、量子化され、別々にｅＮＢ
に報告され、位相補正行列項Ｖは、別々にｅＮＢに報告される。
あるいは、位相調整
【０２７０】
【数３２】

【０２７１】
は、位相補正行列項
【０２７２】
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【数３３】

【０２７３】
に含まれ、ｅＮＢにジョイントで報告される。
【０２７４】
　本明細書の説明に鑑み、図４を参照して、例示的実施形態は、少なくとも一部に、４０
２で、１つまたは複数の送信ポイントを識別するように構成される無線送信／受信デバイ
ス（ＷＴＲＵ）を企図するものである。１つまたは複数の送信ポイントは、チャネル状態
情報（ＣＳＩ）報告のために構成される。ＷＴＲＵは、さらに、４０４で、１つまたは複
数の送信ポイントのＣＳＩを生成するように構成される。また、ＷＴＲＵは、４０６で、
ＷＴＲＵと通信している１つまたは複数のノードにＣＳＩを送信するように構成される。
諸実施形態は、１つまたは複数の送信ポイントが、ＷＴＲＵと通信している少なくとも１
つのアンテナポートを含むことを企図するものである。諸実施形態は、１つまたは複数の
送信ポイントが、ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースであることをも企図するもの
である。諸実施形態は、４０８で、ＷＴＲＵが、さらに、ＷＴＲＵの物理層より上の１つ
または複数の論理層からのシグナリングを介して１つまたは複数の送信ポイントのインジ
ケーションを受信するように構成されることを企図するものである。
【０２７５】
　諸実施形態は、ＷＴＲＵが、４１０で、さらに、１つまたは複数の送信ポイントからそ
れぞれ送信される信号の少なくとも１つの特性の少なくとも一部に基づいて１つまたは複
数の送信ポイントを決定するように構成されることを企図するものである。諸実施形態は
、少なくとも１つの特性が、たとえば、信号強度、信号品質、またはチャネル品質のうち
の少なくとも１つであることを企図するものである。諸実施形態は、ＷＴＲＵが、４１２
で、さらに、１つまたは複数の送信ポイントの１つまたは複数のサブセットを識別するよ
うに構成されることを企図するものである。諸実施形態は、１つまたは複数の送信ポイン
トが、さらに、１つまたは複数のサブフレームにおいてＣＳＩ報告のために構成されるこ
とを企図するものである。諸実施形態は、ＷＴＲＵが、４１４で、さらに、少なくとも１
つのサブフレームにおいて少なくとも１つのサブセットのＣＳＩを送信するように構成さ
れることを企図するものである。諸実施形態は、少なくとも１つのサブフレームが、シス
テムフレーム番号またはサブフレーム番号のうちの少なくとも１つの少なくとも一部に基
づいて決定されることを企図するものである。諸実施形態は、ＷＴＲＵが、４１６で、さ
らに、周期的手法または非周期的手法のうちの少なくとも１つにおいて少なくとも１つの
サブフレーム内に少なくとも１つのサブセットについてのＣＳＩを送信するように構成さ
れることを企図するものである。
【０２７６】
　諸実施形態は、無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）によって実行される１つまたは複
数の方法を企図するものである。図５を参照すると、１つまたは複数の実施形態は、５０
２で、Ｋ個の送信ポイントを識別することを含み、Ｋ個の送信ポイントは、チャネル状態
情報（ＣＳＩ）報告のために構成され、Ｋは、整数である。諸実施形態は、さらに、５０
４で、Ｋ個の送信ポイントのうちの１つまたは複数のＣＳＩを生成することを含む。さら
に、諸実施形態は、５０６で、ＷＴＲＵと通信している１つまたは複数のノードにＣＳＩ
を送信することを含む。また、諸実施形態は、５０８で、Ｋ個の送信ポイントによってそ
れぞれ送信されるＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）または共通基準信号（ＣＲＳ）のうち
の少なくとも１つを受信することを含む。諸実施形態は、Ｋ個の送信ポイントを識別する
ことが、受信されたＣＳＩ－ＲＳまたはＣＲＳの少なくとも一部に基づくことを企図する
ものである。１つまたは複数の実施形態では、ＣＳＩを生成することは、５１０で、Ｋ個
の送信ポイントのうちの１つまたは複数のジョイントランクインジケーションまたはポイ
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または複数の実施形態では、ＣＳＩを生成することは、５１２で、ジョイントチャネル品
質インデックス（ＣＱＩ）を生成することを含み、ジョイントＣＱＩは、Ｋ個の送信ポイ
ントのうちの１つまたは複数を介するジョイント送信に対応する。
【０２７７】
　諸実施形態は、Ｋ個の送信ポイントのうちの１つまたは複数を介するジョイント送信が
、少なくとも１つの符号語のジョイント送信であることを企図するものである。諸実施形
態は、ジョイントＣＱＩが、たとえば、コヒーレントジョイントＣＱＩおよび非コヒーレ
ントジョイントＣＱＩのうちの少なくとも１つを含むことを企図するものである。諸実施
形態は、ＣＳＩを生成することが、５１４で、Ｋ個の送信ポイントのうちの１つまたは複
数のプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）を生成することを含むことをも企図す
る。
【０２７８】
　図６を参照すると、諸実施形態は、無線送信／受信デバイス（ＷＴＲＵ）であって、少
なくとも一部に、６０２で、１つまたは複数の送信ポイントを識別し、１つまたは複数の
送信ポイントは、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告のために構成される、ＷＴＲＵを企図
するものである。６０４では、ＷＴＲＵは、１つまたは複数の送信ポイントの送信状態を
決定するように構成される。６０６では、ＷＴＲＵは、１つまたは複数の送信ポイントの
ＣＳＩを生成するように構成される。また、６０８では、ＷＴＲＵは、それぞれの１つま
たは複数の送信ポイントの送信状態のインジケーションを受信するようにさらに構成され
、送信状態のインジケーションは、たとえば送信状態、干渉状態、ブランクにされた状態
、または未知状態のうちの１つまたは複数を含む。６１０では、ＷＴＲＵは、１つまたは
複数の送信ポイントの決定された遷移状態を１つまたは複数の送信ポイントの所定の遷移
状態と比較するようにさらに構成される。また、ＷＴＲＵは、６１２で、それぞれの１つ
または複数の送信ポイントの送信状態が所定の送信状態である時に、ＷＴＲＵと通信して
いる１つまたは複数のノードにそれぞれの１つまたは複数の通信ポイントのＣＳＩを送信
する。
【０２７９】
　特徴および要素が、上では特定の組合せで説明されるが、当業者は、各特徴または要素
が、単独でまたは他の特徴および要素との任意の組合せで使用されることができることを
了解するであろう。さらに、本明細書で説明される方法は、コンピュータまたはプロセッ
サによる実行のためにコンピュータ可読媒体に組み込まれたコンピュータプログラム、ソ
フトウェア、またはファームウェアで実施される。コンピュータ可読媒体の例は、電子信
号（有線または無線の接続を介して伝送される）およびコンピュータ可読記憶媒体を含む
。コンピュータ可読記憶媒体の例は、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメ
モリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内蔵ハードディ
スクおよびリムーバブルディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、ならびにＣＤ－ＲＯＭデ
ィスクおよびディジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）などの光学媒体を含むが、これに限定
されない。ソフトウェアに関連するプロセッサは、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末、基地局、ＲＮ
Ｃ、または任意のホストコンピュータにおいて使用される無線周波数トランシーバを実施
するのに使用される。
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